小中村清矩旧蔵「六国史」の史学史的位置づけについて : 『日本文徳天皇実録』序・巻一・巻二の校注をもとに by 大沼 宜規
小
中
村
清
矩
旧
蔵
｢
六
国
史｣
の
史
学
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
―
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
序
・
巻
一
・
巻
二
の
校
注
を
も
と
に
―
大
沼
宜
規
東
洋
文
庫
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
国
学
者
小
中
村
清
矩
(
一
八
二
一
―
一
八
九
五)
旧
蔵
の
｢
六
国
史｣
(
以
下
｢
小
中
村
本
六
国
史｣
と
称
す)
八
十
五
冊
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(
１)
。
同
書
は
、『
日
本
書
紀』
か
ら
『
日
本
三
代
実
録』
に
い
た
る
六
種
の
版
本
を
と
り
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、『
日
本
後
紀』
を
除
き
、
小
中
村
自
筆
の
詳
細
な
校
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
(
２)
。
周
知
の
よ
う
に
、
国
学
者
は
文
献
の
校
訂
作
業
を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、
本
書
の
よ
う
な
書
入
本
は
そ
う
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
書
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
日
本
史
研
究
の
基
本
的
史
料
集
で
あ
る
｢
国
史
大
系｣
が
明
治
時
代
に
出
版
さ
れ
た
と
き
(
経
済
雑
誌
社
刊
。｢
六
国
史｣
は
い
ず
れ
も
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
年)
出
版
。
以
下
同
版
の
こ
と
を
｢
明
治
版
｢
国
史
大
系｣｣
と
称
す)
、｢
六
国
史｣
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
自
体
は
、
塙
保
己
一
に
よ
る
校
訂
版
本
で
あ
る
『
日
本
後
紀』
を
除
け
ば
、
十
分
な
校
訂
を
経
て
い
な
い 方
刻
本
で
あ
る
の
で
、
小
中
村
に
よ
る
校
訂
の
書
入
れ
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
の
こ
と
に
着
目
し
、
以
前
『
日
本
書
紀』
を
と
り
あ
げ
て
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
と
小
中
村
本
六
国
史
の
頭
注
を
比
較
検
討
四
三
し
た
こ
と
が
あ
る
(
３)
。
そ
の
結
果
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
『
日
本
書
紀』
に
付
さ
れ
た
標
注
の
多
く
は
、
小
中
村
本
六
国
史
の
『
日
本
書
紀』
に
付
さ
れ
た
標
注
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
史
学
史
研
究
に
お
い
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
幕
末
か
ら
明
治
時
代
の
考
証
派
の
国
学
者
に
つ
い
て
(
４)
、
史
料
整
備
と
い
う
歴
史
学
の
基
盤
作
り
に
貢
献
し
た
存
在
と
し
て
再
評
価
を
試
み
た
。
こ
の
と
き
は
標
注
の
内
容
を
も
と
に
数
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
が
、
小
中
村
の
校
訂
作
業
を
考
え
る
た
め
に
は
、
内
容
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
小
中
村
本
六
国
史
の
な
か
で
作
業
が
最
も
進
捗
し
て
い
た
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
に
着
目
し
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
中
村
は
｢
六
国
史｣
の
な
か
で
も
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
校
訂
を
優
先
し
て
進
め
、
序
・
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
は
、
校
定
本
で
あ
る
『
文
徳
実
録
校
本』
(
以
下
｢
小
中
村
校
定
本｣
と
称
す)
と
校
定
の
判
断
理
由
な
ど
を
・
記
し
た
『
文
徳
実
録
校
本
攷
異』
(
以
下
｢
小
中
村
攷
異｣
と
称
す)
を
作
成
し
て
い
た
(
５)
。
つ
ま
り
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
巻
三
ま
で
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
と
お
り
の
作
業
を
終
了
さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
小
中
村
校
定
本
や
小
中
村
攷
異
は
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
活
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、
小
中
村
に
よ
る
作
業
の
進
捗
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
に
つ
い
て
小
中
村
本
六
国
史
、
小
中
村
校
定
本
、
小
中
村
攷
異
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
、｢
新
訂
増
補
国
史
大
系｣
(
吉
川
弘
文
館
刊
。｢
六
国
史｣
は
昭
和
九
・
十
年
(
一
九
三
四
・
一
九
三
五
年)
出
版
。
以
下
｢
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣｣
と
称
す)
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
小
中
村
の
校
訂
作
業
に
つ
い
て
評
価
を
試
み
る
と
と
も
に
、
小
中
村
本
六
国
史
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
以
下
の
本
文
中
に
は
、
既
に
別
稿
で
触
れ
た
部
分
が
あ
る
が
(
６)
、
行
論
上
、
内
容
の
重
複
が
あ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
補
訂
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
四
四
一小
中
村
本
六
国
史
作
成
の
事
情
ま
ず
は
、
小
中
村
が
｢
六
国
史｣
校
訂
に
志
し
た
背
景
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
｢
六
国
史｣
の
出
版
は
、
慶
長
四
年
(
一
五
九
九
年)
に
後
陽
成
天
皇
に
よ
る
勅
版
『
日
本
書
紀』
(
古
活
字
版
。｢
神
代
巻｣
の
み)
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
同
十
五
年
に
は
古
活
字
版
の
『
日
本
書
紀』
全
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
年)
に
は
整
版
に
よ
る
『
日
本
書
紀』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
『
日
本
書
紀』
の
流
布
本
と
な
っ
た
が
(
７)
、
同
書
は
必
ず
し
も
十
分
な
校
訂
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
伝
本
が
長
く
出
現
し
な
か
っ
た
『
日
本
後
紀』
を
の
ぞ
く
他
の
｢
四｣
国
史
も
出
版
さ
れ
る
が
、
校
訂
が
不
十
分
な
の
は
、『
日
本
書
記』
と
同
じ
で
あ
っ
た
(
８)
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
を
志
し
た
一
人
に
和
学
講
談
所
を
設
立
し
た
塙
保
己
一
が
い
る
。
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
年)
、
塙
は
和
学
講
談
所
に
お
い
て
十
三
種
(｢
日
本
書
記｣
｢
続
日
本
紀｣
｢
続
日
本
後
紀｣
｢
日
本
文
徳
天
皇
実
録｣
｢
日
本
三
代
実
録｣
｢
日
本
紀
略｣
｢
扶
桑
略
記｣
｢
百
練
抄｣
｢
令
義
解｣
｢
類
聚
三
代
格｣
｢
儀
式｣
｢
西
宮
記｣
｢
江
家
次
第｣)
の
文
献
を
出
版
す
る
計
画
を
た
て
た
(
９)
(
ほ
か
に
｢
日
本
後
紀｣
｢
類
従
符
箋
抄｣
｢
政
事
要
略｣
も)
。
だ
が
、
こ
の
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
文
献
の
な
か
で
実
際
に
出
版
さ
れ
た
の
は
｢
日
本
後
紀｣
｢
令
義
解｣
｢
百
練
抄｣
の
み
で
あ
っ
た
( )
。｢
六
国
史｣
の
な
か
で
は
｢
日
本
後
紀｣
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。｢
六
国
史｣
校
定
本
の
作
成
及
び
出
版
は
、
幕
末
期
の
国
学
者
に
と
っ
て
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
た
の
が
、
当
時
、
紀
伊
藩
江
戸
藩
邸
に
あ
っ
た
和
学
に
関
す
る
学
問
所
古
学
館
に
出
仕
し
て
い
た
小
中
村
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
文
久
元
年
(
一
八
六
一
年)
の
こ
四
五
と
で
あ
る
が
、
十
一
月
二
十
三
日
、
小
中
村
は
紀
伊
藩
に
次
の
建
言
を
行
っ
た
( )
。
六
国
史
者
皇
朝
之
大
典
ニ
御
座
候
処
、
御
当
代
ニ
相
成
、
訪
間
に
て
刊
行
致
候
本
は
其
始
校
訂
甚
麁
漏
ニ
致
候
故
、
誤
脱
等
数
多
御
座
候
に
付
、
学
者
は
先
古
写
本
を
以
数
度
校
合
之
労
手
数
甚
相
懸
り
、
初
心
之
書
生
は
読
分
難
く
難
渋
至
極
致
候
義
ニ
御
座
候
、
近
来
近
々
国
学
相
開
ケ(
闕
字)
公
辺
に
て
も
格
別
之
御
世
話
有
之
、
諸
家
に
て
和
漢
之
書
籍
数
部
御
蔵
板
に
出
来
致
候
内
、
雲
州
家
之
延
喜
式
・
仙
石
家
之
類
聚
国
史
等
と
、
訂
正
も
甚
宜
敷
、
実
に
昇
代
之
盛
事
ニ
御
座
候
、
然
処
六
国
史
は
大
部
之
義
に
も
御
座
候
間
、
未
タ
善
本
刊
行
無
之
候
ニ
付
、
何
卒
当
御
学
館
ニ
於
て
諸
人
数
年
之
精
力
を
尽
し
訂
正
之
善
本
出
来
致(
平
出)
禁
裏(
闕
字)
公
辺
等
へ
御
進
献
ニ
相
成
、
世
間
へ
頒
行
致
候
ハ
ヽ
、
殊
ニ
御
学
館
之
美
事
ニ
可
有
之
ニ
乍
恐
奉
存
候
、
右
ニ
付
万
一
拙
意
も
御
取
用
ヒ
相
成
校
刊
御
取
立
之
趣
に
も
相
成
候
ハ
ヽ
、
其
始
先
仕
法
を
正
敷
可
致
義
ニ
御
座
候
間
、
拙
意
ニ
存
寄
候
次
第
麁
々
試
ニ
左
に
申
上
候
( )
建
言
の
な
か
で
小
中
村
は
、｢
六
国
史｣
が
日
本
の
重
要
文
献
で
あ
り
江
戸
時
代
以
降
民
間
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
校
訂
が
｢
麁
漏｣
で
｢
誤
脱｣
が
多
数
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
、
学
者
は
古
写
本
を
入
手
し
て
数
度
に
わ
た
り
校
合
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
初
学
者
に
と
っ
て
は
文
意
が
通
ら
ず
読
解
が
困
難
で
難
渋
し
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
小
中
村
の
主
張
は
、
必
ず
し
も
大
げ
さ
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、『
日
本
書
紀』
巻
三
の
｢
即
位
前
記｣
部
分
に
あ
る
｢
闢
天
關
披
雲
路
駈
仙
蹕
以
戻
止｣
は
、
寛
文
九
年
版
本
で
は
｢
闢
天
開
披
雲
路
駈
山
蹕
以
戻
止｣
と
あ
る
。
こ
の
後
と
り
あ
げ
る
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
に
お
い
て
も
、
巻
一
の
｢
后
亦
與
二
弟
右
大
臣
氏
公
朝
臣
一｣
(
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
本
11
頁
２
行
。
別
表
267
。
以
下
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
引
用
は
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
の
頁
数
・
行
数
、
別
表
の
項
目
番
号
で
示
す)
と
あ
る
べ
き
部
分
は
、
寛
政
八
年
版
本
で
は
｢
后
亦
與
二
第
右
大
臣
氏
公
朝
臣
一｣
と
あ
る
。
同
じ
く
巻
一
の
｢
紀
朝
臣
道
茂｣
(
６
頁
10
行
。
別
表
145)
と
四
六
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
｢
紀
朝
臣
道
蔵｣
と
あ
り
、
巻
二
の
｢
新
羅
人｣
(
22
頁
５
行
。
別
表
597)
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
｢
新
罪
人｣
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
り
の
例
は
多
数
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
傍
線
は
大
沼
に
よ
る)
。
そ
こ
で
小
中
村
は
、
出
雲
松
江
藩
で
出
版
し
た
『
延
喜
式』
(
雲
州
本
。
藩
主
松
平
斉
恒
が
塙
保
己
一
に
命
じ
て
作
ら
せ
た)
や
旗
本
仙
石
政
一
が
校
訂
し
て
出
版
し
た
『
類
聚
国
史』
の
校
訂
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、｢
六
国
史｣
を
校
訂
・
出
版
す
れ
ば
、
紀
伊
藩
古
学
館
に
と
っ
て
美
事
と
な
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
具
体
的
な
作
業
手
順
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
校
合
之
次
序
は
、
日
本
紀 
可
相
始
義
ニ
候
得
共
、
先
最
初
に
小
部
之
書 
取
懸
り
、
速
ニ
成
功
出
来
致
候
上
に
て
大
部
之
書
ニ
取
懸
り
候
方
可
然
と
存
候
間
、
先
文
徳
実
録 
相
始
候
ハ
ヽ
如
何
と
被
存
候
( )
小
中
村
は
『
日
本
書
紀』
か
ら
作
業
を
行
う
の
が
筋
道
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
小
部
の
書
物
よ
り
作
業
を
開
始
し
実
績
を
挙
げ
た
う
え
で
大
部
の
書
物
に
取
り
か
か
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
全
十
巻
と
他
に
較
べ
て
小
部
で
あ
る
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
を
優
先
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
づ
け
て
、
校
合
す
る
対
象
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
文
徳
実
録
は
狩
谷
望
之
・
内
藤
広
前
・
山
崎
知
雄
其
外
諸
家
之
校
本
も
可
有
之
候
得
共
、
古
写
本 
校
合
致
不
申
候
て
は
無
覚
束
義
ニ
御
座
候
間
、
尾
水
御
両
家
・
丹
鶴
書
院
・
塙
氏
其
余
蔵
書
家 
御
取
寄
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
七
八
本
は
集
り
可
申
と
存
候
間
、
其
書
等
見
合
、
其
上
ニ
而
学
者
之
校
本
ニ
尚
又
比
校
致
候
ハ
ヽ
大
方
夫
ニ
而
精
密
ニ
校
正
行
届
可
申
ニ
存
候
、
但
類
聚
国
史
・
日
本
紀
略
・
三
代
格
・
政
事
要
略
其
余
之
諸
書
に
も
実
録
之
文
を
引
用
候
処
は
自
ら
一
書
ニ
御
座
候
間
、
其
等
を
も
見
合
可
申
候
事
( )四七
小
中
村
は
、(
一)
狩
谷 
斎
(
一
七
七
五
―
一
八
三
五)
・
内
藤
広
前
(
一
七
九
一
―
一
八
六
六)
・
山
崎
知
雄
(
一
七
九
八
―
一
八
六
一)
ら
、
優
れ
た
文
献
研
究
を
行
っ
て
い
た
先
学
の
校
本
、(
二)
尾
張
徳
川
家
・
水
戸
徳
川
家
、
丹
鶴
書
院
(
紀
伊
徳
川
家
の
支
藩
新
宮
藩
主
で
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
水
野
忠
央
の
文
庫)
、
和
学
講
談
所
な
ど
諸
文
庫
の
蔵
書
、(
三)
『
類
聚
国
史』
『
日
本
紀
略』
『
類
聚
三
代
格』
『
政
事
要
略』
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
文
章
を
校
合
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
は
小
中
村
は
、
こ
の
建
言
の
数
年
前
に
あ
た
る
嘉
永
六
年
(
一
八
五
四)
頃
か
ら
私
的
に
｢
六
国
史｣
の
校
訂
作
業
を
進
め
て
お
り
、
あ
る
程
度
進
捗
し
て
見
通
し
を
得
た
段
階
で
建
言
を
行
っ
た
も
の
ら
し
い
。｢
此
校
訂
モ
ト
私
ノ
為
ニ
セ
シ
事
ナ
リ
シ
ニ
、
公
命
ヲ
奉
テ
(
中
略)
再
訂
上
木
ス
ル
事
ニ
ナ
リ
シ
事
( )｣
と
記
し
て
い
る
。
建
言
は
藩
の
許
す
と
こ
ろ
と
な
り
、｢
野
生
ト
同
ク
此
事
ヲ
命
セ
ラ
レ
校
訂
浄
書
等
ニ
ア
ツ
カ
リ
シ
ハ
渡
辺
魯
輔
、
山
澤
與
輔
二
人
ナ
リ
( )｣
と
記
す
と
お
り
、
紀
伊
藩
か
ら
担
当
者
が
つ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
小
中
村
本
六
国
史
は
紀
伊
藩
古
学
館
に
よ
る
｢
六
国
史｣
校
定
本
作
成
事
業
の
な
か
で
、
小
中
村
が
校
訂
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
建
言
に
よ
れ
ば
、
小
中
村
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
校
合
を
一
年
程
度
で
終
え
る
想
定
で
あ
っ
た
。
右
之
趣
ニ
致
候
ハ
ヽ
、
一
ケ
年
程
ニ
而
文
徳
実
録
校
合
出
来
可
致
ニ
存
候
間
、
本
文
校
異
之
草
稿
を
黒
川
春
村
・
内
藤
広
前
抔
々
精
密
家
へ
被
仰
付
、
一
通
り
猶
又
訂
正
致
候
上
に
て
刊
行
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
麁
漏
之
謬
も
相
免
れ
善
本
出
来
可
致
と
存
候
( )
校
合
内
容
を
ま
と
め
た
校
異
の
草
稿
を
作
成
し
た
後
に
は
、
黒
川
春
村
(
一
七
九
九
―
一
八
六
七)
や
内
藤
広
前
と
い
っ
た
｢
精
密
家｣
す
な
わ
ち
緻
密
な
文
献
学
者
に
訂
正
を
依
頼
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
校
訂
作
業
は
、
ど
こ
ま
で
進
捗
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
と
お
り
小
中
村
は
、
四
八
小
中
村
本
六
国
史
を
も
と
に
、
巻
三
ま
で
小
中
村
校
定
本
と
小
中
村
攷
異
を
作
成
し
た
( )
。
小
中
村
攷
異
の
｢
例
言｣
を
文
久
二
年
八
月
に
記
し
、
同
年
閏
八
月
朔
日
に
は
同
書
の
巻
一
を
作
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
作
業
は
停
滞
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
久
三
年
に
小
中
村
が
和
学
講
談
所
に
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
年)
二
月
十
六
日
に
小
中
村
攷
異
の
巻
二
、
同
年
五
月
十
六
日
に
は
巻
三
を
作
成
し
た
。
小
中
村
校
定
本
が
完
成
し
た
の
も
小
中
村
攷
異
各
巻
と
同
時
期
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
小
中
村
は
小
中
村
攷
異
を
執
筆
し
た
後
も
山
澤
與
輔
・
渡
邊
魯
輔
、
自
身
と
同
じ
く
伊
能
穎
則
門
下
の
木
村
正
辞
(
一
八
二
七
―
一
九
一
三)
に
意
見
を
求
め
て
い
た
ら
し
く
、
小
中
村
攷
異
に
は
彼
ら
の
書
入
も
み
ら
れ
る
。
巻
二
に
関
し
て
は
木
村
が
疑
問
点
を
ま
と
め
た
｢
文
徳
二
攷
異
存
疑
( )｣
も
残
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
・
内
藤
に
依
頼
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
｢
精
密
家｣
の
役
目
は
木
村
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
中
村
攷
異
の
巻
三
が
執
筆
さ
れ
た
後
、
校
定
事
業
自
体
が
中
断
す
る
。
コ
レ
ハ
先
年
藩
ニ
在
シ
時
、
六
国
史
校
本
刊
行
ア
ラ
ン
事
ヲ
建
白
シ
テ
、
マ
ツ
文
徳
天
皇
実
録
ヨ
リ
取
カ
ヽ
リ
、
三
巻
出
来
ノ
後
、
故
有
テ
休
業
セ
シ
也
( )
｢
故
有
テ｣
と
あ
る
が
、
維
新
期
の
混
乱
で
事
業
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
紀
伊
藩
に
お
け
る
｢
六
国
史｣
の
校
定
本
作
成
作
業
は
、
再
興
す
る
こ
と
な
く
終
焉
を
迎
え
る
が
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
年)
に
な
る
と
、
小
中
村
は
、
木
村
、
さ
ら
に
同
門
の
横
山
由
清
と
と
も
に
、
明
治
政
府
か
ら
｢
六
国
史｣
の
校
正
を
命
ぜ
ら
れ
、
再
び
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
木
村
正
辞
の
運
動
に
よ
る
面
が
大
き
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
木
村
の
師
で
『
六
国
史
攷
文』
の
著
作
の
あ
る
岡
本
保
孝
(
一
七
九
七
―
一
八
七
八)
も
加
っ
て
作
業
を
進
め
た
結
果
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
は
文
部
省
に
お
い
て
校
四
九
定
本
が
作
成
さ
れ
、
一
部
は
校
正
刷
が
作
ら
れ
る
段
階
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
も
明
治
四
年
頃
中
絶
し
た
( )
。
小
中
村
ら
は
、｢
六
国
史｣
校
定
本
作
成
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
小
中
村
自
ら
｢
六
国
史
共
に
、
今
の
刊
本
誤
脱
多
し
、
良
き
古
写
本
に
て
校
訂
す
べ
し
( )｣
と
記
す
よ
う
に
、
校
定
本
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
欠
陥
を
埋
め
る
べ
く
努
力
し
た
の
が
歴
史
学
者
黒
板
勝
美
(
一
八
七
四
―
一
九
四
六)
で
あ
る
。
黒
板
は
『
群
書
類
従』
の
活
版
本
出
版
を
担
っ
た
経
済
雑
誌
社
の
社
主
田
口
卯
吉
の
支
援
を
得
て
、｢
国
史
大
系｣
の
一
部
と
し
て
｢
六
国
史｣
の
校
訂
を
進
め
た
。
そ
の
際
に
底
本
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
小
中
村
本
六
国
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
小
中
村
本
六
国
史
の
書
入
れ
内
容
こ
こ
で
、
小
中
村
本
六
国
史
の
略
書
誌
を
示
し
、
書
入
内
容
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
書
帙
の
題
簽
に
は
｢
小
中
村
本
六
国
史｣
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録』
に
も
｢
六
国
史｣
と
一
括
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
確
認
し
て
い
き
た
い
( )
。
○
日
本
書
紀
三
十
巻
[
舎
人
親
王
等
奉
勅
撰]
[
京
都]
武
村
市
兵
衛
昌
常
・
村
上
勘
兵
衛
元
信
・
山
本
平
左
衛
門
常
知
・
八
尾
甚
四
郎
友
春
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
年)
刊
十
五
冊
二
七
・
五
×
一
九
・
四
㎝
印
記：
｢
鎌
子
末
流｣
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
五
〇
・
安
政
四
年
正
月
『
類
聚
国
史
考
異』
等
と
校
合
(
巻
一
・
巻
二)
。
・
安
政
四
年
三
月
〜
五
年
二
月
内
藤
広
前
校
本
と
校
合
、
標
注
を
記
入
。
＊
内
藤
広
前
校
本
は
、｢
尾
州
御
本｣
｢
水
戸
御
本｣
、
伴
信
友
校
本
と
校
合
し
た
も
の
。
以
下
、
本
の
説
明
は
書
入
に
よ
る
。
・
安
政
四
年
四
月
〜
八
月
本
居
氏
校
本
と
校
合
(
巻
三
〜
巻
十
二)
。
・
安
政
四
年
十
月
〜
五
年
八
月
訓
点
を
訂
正
(
巻
三
〜
巻
三
十)
。
・
安
政
六
年
九
月
二
十
三
日
伴
信
友
｢
長
等
之
山
風｣
説
の
一
部
を
標
注
と
し
て
記
入
(
巻
二
十
七
・
巻
二
十
八)
。
・
元
治
元
年
四
月
二
十
五
日
｢
丹
鶴
叢
書｣
所
収
の
嘉
元
古
本
と
校
合
(
巻
一
・
巻
二)
。
○
続
日
本
紀
四
十
巻
菅
野
真
道
等
奉
勅
撰
京
師
出
雲
寺
和
泉
掾
明
暦
三
年
(
一
六
五
七)
跋
刊
二
十
冊
二
五
・
六
×
一
八
・
六
㎝
。
印
記：
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
・
嘉
永
五
年
二
月
〜
安
政
二
年
二
月
四
日
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
と
校
合
。
＊
塙
保
己
一
校
本
(
紅
葉
山
文
庫
所
蔵
の
卜
部
兼
敦
伝
写
本
(
延
文
中
兼
豊
修
補
・
応
永
中
兼
煕
転
写)
、
卜
部
兼
夏
伝
写
本
等
と
の
校
合
本)
、
鴨
本
(
狩
谷 
斎
所
蔵
本)
、
狩
谷 
斎
に
よ
る
手
校
(『
類
聚
国
史』
、『
日
本
紀
略』
、『
類
聚
三
代
格』
、
『
扶
桑
略
記』)
等
と
校
合
。
・
安
政
五
年
三
月
〜
同
年
七
月
二
十
日
内
藤
広
前
校
本
・
村
尾
元
融
『
続
日
本
紀
考
証』
と
の
校
合
。
＊
内
藤
広
前
校
本
は
、
尾
張
徳
川
家
所
蔵
の
金
沢
文
庫
本
、
尾
張
徳
川
家
所
蔵
の
古
写
『
日
本
紀
略』
、『
類
聚
国
史』
、
紀
伊
徳
五
一
川
家
所
蔵
古
写
本
(
永
正
十
二
年
奥
書)
、『
政
事
要
略』
、『
万
葉
仙
覚
抄』
、『
僧
綱
補
任』
、『
一
代
要
記』
、『
扶
桑
略
記』
と
校
合
。
＊
村
尾
元
融
『
続
日
本
紀
考
証』
は
、
堀
正
意
本
、
豊
宮
崎
文
庫
所
蔵
本
、｢
永
正
写
本｣
、
卜
部
家
写
本
、
鴨
氏
蔵
古
本
、
金
沢
文
庫
本
、『
日
本
紀
略』
を
も
と
に
作
成
。
○
日
本
後
紀
巻
五
・
八
・
十
二
〜
十
四
・
十
七
・
二
十
〜
二
十
二
・
二
十
四
藤
原
冬
嗣
等
奉
勅
撰
[
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九)
塙
保
己
一
刊]
十
冊
二
六
・
六
×
一
八
・
四
㎝
印
記：
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
・
明
治
十
六
年
三
月
二
十
二
日
佐
藤
誠
実
所
蔵
本
に
よ
り
校
合
(
巻
二
十
四
末
に
よ
る)
。
＊
佐
藤
誠
実
所
蔵
本
は
、
谷
森
善
臣
(
伴
信
友
校
本
か
ら
書
写
(
弘
化
四
年)
、
天
文
書
写
本
と
対
校
(
嘉
永
六
年))
の
所
蔵
本
の
内
容
を
書
写
。
※
｢
右
日
本
後
紀
残
缺
第
五
第
八
第
十
三
第
十
四
第
十
七
第
二
十
第
廿
二
第
廿
四
合
八
巻
門
人
稲
山
行
教
於
京
都
写
之
以
類
聚
国
史
日
本
紀
略
等
諸
書
校
合
畢
寛
政
十
一
年
十
月
日
検
校
保
己
一｣
と
あ
り
。
※
小
中
村
と
は
異
な
る
書
入
れ
多
数
あ
り
。
○
続
日
本
後
紀
二
十
巻
藤
原
良
房
等
奉
勅
撰
洛
出
雲
寺
林
元
章
寛
政
七
年
(
一
七
九
五)
(
出
雲
寺
和
泉
掾
後
印)
十
冊
二
五
・
五
×
一
八
・
三
㎝
。
印
記：
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
五
二
・
安
政
二
年
二
月
十
四
日
〜
四
月
二
十
日
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
と
校
合
。
＊
『
六
国
史
攷
文』
は
、
紅
葉
山
文
庫
所
蔵
官
本
・
天
文
本
、
塙
保
己
一
所
蔵
本
(
同
上)
、
細
井
貞
雄
所
蔵
本
、
細
井
貞
雄
所
蔵
別
本
、
井
上
作
左
衛
門
所
蔵
本
、
安
田
躬
弦
所
蔵
本
、
大
塚
嘉
樹
所
蔵
本
な
ど
に
よ
る
。
以
上
は
狩
谷 
斎
の
手
校
・
考
証
に
よ
る
も
の
。
・
安
政
五
年
十
一
月
一
日
〜
十
八
日
丹
鶴
書
院
本
と
校
合
(
巻
一
〜
巻
十)
。
・
安
政
六
年
七
月
二
日
内
藤
広
前
所
蔵
本
と
校
合
(
巻
一
・
巻
二)
。
○
日
本
文
徳
天
皇
実
録
十
巻
藤
原
基
経
等
奉
勅
撰
元
章
寛
政
八
年
(
一
七
九
六)
十
冊
二
五
・
八
×
一
八
・
八
㎝
印
記：
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
・
安
政
二
年
八
月
二
日
〜
八
月
八
日
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
と
校
合
。
＊
『
六
国
史
攷
文』
は
、
狩
谷 
斎
が
校
合
し
た
野
間
三
竹
所
蔵
の
古
抄
本
(
白
雲
本)
、
同
書
に
含
ま
れ
る
校
注
、
橘
(
大
塚)
嘉
樹
所
蔵
の
古
抄
本
、『
類
聚
国
史』
、『
日
本
紀
略』
、
狩
谷 
斎
に
よ
る
考
証
に
よ
る
も
の
。
・
文
久
二
年
五
月
六
日
〜
同
三
年
正
月
十
八
日
丹
鶴
書
院
所
蔵
の
古
本
・
山
崎
知
雄
校
本
と
校
合
(
朝
田
弓
槻
所
蔵)
。
＊
山
崎
知
雄
校
本
は
、
朝
田
弓
槻
所
蔵
古
本
、
橘
嘉
樹
所
蔵
本
・
白
雲
本
、
狩
谷 
斎
に
よ
る
『
類
聚
国
史』
な
ど
と
の
校
合
を
経
た
本
。
・
文
久
二
年
八
月
八
日
〜
四
年
正
月
四
日
温
古
堂
文
庫
所
蔵
の
古
本
と
校
合
。
五
三
・
文
久
二
年
閏
八
月
二
日
〜
文
久
三
年
二
月
晦
日
内
藤
広
前
校
本
と
校
合
。
＊
内
藤
広
前
校
本
は
尾
張
徳
川
家
所
蔵
本
・
伴
信
友
校
本
・
橘
嘉
樹
校
本
・
狩
谷 
斎
校
本
な
ど
と
の
校
合
を
経
た
本
。
・
元
治
元
年
四
月
五
日
〜
同
二
年
正
月
元
日
温
古
堂
所
蔵
の
別
本
と
校
合
(
巻
一
〜
巻
三)
・
慶
応
二
年
六
月
二
十
二
日
〜
三
年
正
月
十
二
日
黒
川
春
村
校
本
と
校
合
。
＊
黒
川
春
村
本
は
、
弘
化
二
年
に
細
井
尚
阿
の
所
蔵
す
る
古
鈔
本
と
の
校
合
、
山
岡
明
阿
弥
の
校
本
と
の
校
合
を
経
た
も
の
。
細
井
本
は
水
戸
本
と
の
校
合
を
も
収
め
る
。
・
慶
応
二
年
十
二
月
昌
平
坂
学
問
所
所
蔵
本
と
校
合
(
巻
十
の
終
了
は
二
十
五
日)
。
○
日
本
三
代
実
録
五
十
巻
藤
原
時
平
等
奉
勅
撰
江
戸
・
京
都
・
大
阪
須
原
屋
茂
兵
衛
・
須
原
屋
伊
八
・
山
城
屋
佐
兵
衛
・
岡
田
屋
嘉
七
・
小
林
新
兵
衛
・
英
大
助
・
西
宮
弥
兵
衛
・
金
花
堂
佐
助
・
勝
村
治
右
衛
門
・
秋
田
屋
太
右
衛
門
二
十
冊
二
四
・
九
×
一
八
・
二
㎝
蓬 高
舎
蔵
版
印
記：
｢
平
田
氏
記｣
｢
陽
春
廬
記｣
｢
東
洲
文
庫｣
・
安
政
二
年
六
月
十
八
日
〜
七
月
二
十
六
日
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
と
校
合
。
＊
『
六
国
史
攷
文』
は
、
狩
谷 
斎
に
よ
る
安
田
躬
弦
所
蔵
本
、
細
井
貞
雄
所
蔵
本
、『
類
聚
国
史』
、『
日
本
紀
略』
、『
類
聚
三
代
格』
と
の
校
合
、 
斎
の
考
証
に
よ
る
も
の
。
・
安
政
六
年
三
月
二
十
九
日
〜
六
月
二
十
九
日
内
藤
広
前
校
本
・
丹
鶴
書
院
所
蔵
本
(
巻
四
十
九
・
巻
五
十
欠)
と
校
合
。
＊
内
藤
広
前
校
本
は
尾
張
徳
川
家
本
と
校
合
、『
類
聚
国
史』
に
出
現
し
た
項
目
を
示
し
た
も
の
。
五
四
＊
丹
鶴
書
院
校
本
は
朝
田
弓
槻
所
蔵
本
と
の
校
合
本
。
｢
は
じ
め
に｣
で
記
し
た
通
り
、『
日
本
後
紀』
を
除
け
ば
本
文
は
充
分
な
校
訂
を
経
て
い
な
い
流
布
本
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
小
中
村
本
六
国
史
の
書
入
を
整
理
し
て
、
校
合
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
嘉
永
六
年
九
月
〜
安
政
二
年
二
月
続
日
本
紀：
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
安
政
二
年
二
月
〜
四
月
続
日
本
後
紀：
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
安
政
二
年
六
月
〜
七
月
日
本
三
代
実
録：
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
安
政
二
年
八
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
岡
本
保
孝
『
六
国
史
攷
文』
安
政
四
年
一
月
日
本
書
紀：
『
類
聚
国
史
考
異』
等
(
巻
一
・
巻
二)
安
政
四
年
三
月
〜
五
年
二
月
日
本
書
紀：
内
藤
広
前
校
本
安
政
四
年
四
月
〜
四
年
八
月
日
本
書
紀：
本
居
本
(
巻
三
〜
巻
十
二)
安
政
四
年
十
月
〜
五
年
八
月
日
本
書
紀：
訓
点
訂
正
(
巻
三
〜
巻
三
十)
安
政
五
年
三
月
〜
七
月
続
日
本
紀：
内
藤
広
前
校
本
、
村
尾
本
安
政
五
年
十
一
月
続
日
本
後
紀：
丹
鶴
書
院
所
蔵
本
(
巻
一
〜
巻
十)
安
政
六
年
三
月
〜
六
月
日
本
三
代
実
録：
内
藤
本
、
丹
鶴
書
院
所
蔵
本
五
五
安
政
六
年
七
月
続
日
本
後
紀：
内
藤
本
(
巻
一
・
巻
二)
安
政
六
年
九
月
日
本
書
紀：
伴
信
友
｢
長
等
之
山
風｣
(
巻
二
十
七
・
巻
二
十
八)
文
久
二
年
五
月
〜
三
年
一
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
丹
鶴
書
院
本
、
山
崎
知
雄
校
本
文
久
二
年
閏
八
月
〜
四
年
一
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
温
古
堂
所
蔵
本
文
久
二
年
八
月
〜
三
年
二
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
内
藤
広
前
校
本
元
治
元
年
四
月
日
本
書
紀：
｢
丹
鶴
叢
書｣
本
(
巻
一
・
巻
二)
元
治
元
年
四
月
〜
同
二
年
一
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
温
古
堂
所
蔵
の
異
本
(
巻
一
〜
巻
三)
慶
応
二
年
六
月
〜
三
年
一
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
黒
川
春
村
校
本
慶
応
二
年
十
二
月
〜
三
年
一
月
日
本
文
徳
天
皇
実
録：
昌
平
坂
学
問
所
の
所
蔵
本
明
治
十
六
年
三
月
日
本
後
記：
佐
藤
誠
実
所
蔵
本
小
中
村
は
、
は
じ
め
岡
本
保
孝
の
『
六
国
史
攷
文』
及
び
内
藤
広
前
の
校
本
に
よ
り
『
日
本
後
紀』
を
除
く
｢
五｣
国
史
の
校
訂
を
行
い
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
年)
頃
か
ら
は
主
に
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
諸
本
を
校
訂
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
紀
伊
藩
に
対
す
る
建
言
の
結
果
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
を
優
先
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
書
入
れ
内
容
は
、
必
ず
し
も
小
中
村
自
ら
調
査
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
で
あ
れ
ば
、
岡
本
・
内
藤
の
校
本
に
は
野
間
三
竹
(
一
六
〇
八
―
一
六
七
六)
・
山
岡
浚
明
(
一
七
二
六
―
一
七
八
〇)
・
細
井
貞
雄
(
一
七
七
二
―
一
八
五
六
二
三)
・
狩
谷 
斎
ら
著
名
な
学
者
の
校
合
や
見
解
も
写
し
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
村
は
山
崎
知
雄
、
黒
川
春
村
の
校
本
の
確
認
も
し
て
い
る
。
狩
谷
・
内
藤
・
岡
本
・
山
崎
・
黒
川
と
並
べ
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
の
代
表
的
な
考
証
派
の
国
学
者
が
ほ
と
ん
ど
漏
れ
る
こ
と
な
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
小
中
村
は
、
著
名
な
先
学
の
研
究
成
果
を
集
積
し
、
検
討
を
加
え
て
い
っ
た
。
小
中
村
本
六
国
史
は
当
時
の
校
訂
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
( )
。
三
小
中
村
本
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
校
訂
内
容
そ
れ
で
は
、
小
中
村
本
六
国
史
の
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
(
以
下
｢
小
中
村
本
文
徳
実
録｣
と
称
す)
は
、
い
か
な
る
校
訂
内
容
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
に
は
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
年)
版
(
宝
永
六
年
(
一
七
〇
六
年)
後
印
も
あ
り)
と
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
年)
版
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
寛
政
八
年
版
に
は
改
訂
版
も
あ
る
。
改
訂
版
は
、
た
と
え
ば
｢ ｣
を
｢
伴｣
に
修
正
す
る
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
小
中
村
本
は
寛
政
八
年
版
(
修
正
前
の
版)
で
あ
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
は
、
全
巻
に
わ
た
り
小
中
村
自
筆
で
対
校
し
た
本
の
情
報
(
異
体
字
、
形
の
似
た
字
、
脱
字
や
衍
字
な
ど)
、
事
実
関
係
が
誤
っ
て
い
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
校
定
の
根
拠
と
な
る
事
実
の
確
認
、
語
彙
の
考
証
な
ど
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
対
校
し
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、
書
入
れ
時
に
記
号
で
情
報
源
が
分
か
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
(
写
真
・
表
( ))
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
序
・
巻
一
・
巻
二
を
対
象
と
し
て
本
文
の
異
同
、
標
注
・
傍
注
に
着
目
し
て
( )
、(
一)
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
、(
二)
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
、(
三)
五
七
五
八
内容 略記号
１ 野間三竹所蔵の古鈔本＝白雲本 白
２
岡本保孝の『六国史攷文』
白雲本旧校 白イ
３ 橘嘉樹所蔵の古鈔本 (記載なし)
４ 『類聚国史』 ル
５ 内藤広前による尾州御蔵本との校本 ヒ
６ 内藤氏による別本との校本 ナ
７ 旧刊本 (寛文九年刊本) 旧
８ 塙氏蔵の古写本 (奥に白雲書庫の朱印あり) ハ
９ 同書旧校 ハイ
10 丹鶴書院所蔵の古写本 タ
11 朝田弓槻所蔵の古本 (山崎知雄による校本) ア
12 塙氏蔵の別本 土
13 昌平坂学問所所蔵の古鈔本 日
14 黒川春村所蔵の山岡明阿弥校本 山
15
同本に含まれている春村による
細井貞雄蔵の古写本との校合
細
16
細井本に含まれた水戸本との校
合
水
17 『日本紀略』 キ
(表) 小中村本文徳実録の対校対象と略記号
(写真) 小中村本文徳実録第一冊見返し
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
注
、(
四)
小
中
村
校
定
本
、(
五)
小
中
村
攷
異
を
比
較
し
た
巻
末
の
別
表
を
作
成
し
た
。
採
録
内
容
の
詳
細
は
凡
例
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
異
体
字
の
統
一
・
各
日
の
干
支
が
掲
載
さ
れ
た
『
類
聚
国
史』
の
丁
数
な
ど
除
い
た
も
の
も
あ
る
。
別
表
に
は
643
件
の
項
目
が
あ
る
。
以
下
、
別
表
を
も
と
に
小
中
村
本
文
徳
実
録
中
の
校
注
・
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
(
１)
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
書
入
(
ア)
校
合
の
傍
注
対
象
と
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
355
件
の
校
合
の
傍
注
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
( )
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
別
に
標
注
を
立
て
て
考
証
を
加
え
た
も
の
や
、
傍
注
脇
に
｢
恐
非｣
(
お
そ
ら
く
非)
な
ど
と
判
断
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
単
純
に
異
本
と
の
校
合
結
果
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
中
村
自
身
の
意
見
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、｢
閣
閣｣
(
11
頁
２
行
、
別
表
269)
に
は
、
｢
済
々
タ
ア
ハ
ナ
土
白
山
細
日
々
旧｣
と
校
合
の
傍
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
、｢
閣
閣｣
部
分
は
、
丹
鶴
書
院
所
蔵
の
古
写
本
、
朝
田
弓
槻
の
所
蔵
本
(
山
崎
知
雄
所
校)
、
塙
氏
の
所
蔵
本
、
内
藤
広
前
の
校
正
本
、
塙
家
所
蔵
の
別
本
、
野
間
三
竹
の
所
蔵
本
、
黒
河
春
村
所
蔵
本
の
山
岡
浚
明
校
正
、
黒
河
春
村
所
蔵
本
の
細
井
貞
雄
校
正
、
昌
平
坂
学
問
所
の
所
蔵
本
で
は
｢
済
々｣
と
あ
り
、
寛
文
九
年
刊
本
で
は
二
字
目
の
｢
閣｣
に
｢
々｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
諸
本
の
記
載
内
容
は
判
明
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
小
中
村
の
判
断
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
小
中
村
校
定
本
・
小
中
村
攷
異
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
( )
。｢
閣
閣｣
の
例
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
小
中
村
校
定
本
に
は
｢
済
々｣
と
あ
り
、
小
中
村
攷
異
に
は
｢
原
作
閣
閣
、
拠
水
本
白
本
朝
本
内
本
細
山
旧
校
改｣
と
文
字
を
改
め
た
理
由
を
示
し
て
い
る
。
五
九
｢
第
右
大
臣｣
(
11
頁
２
行
、
別
表
267)
に
は
｢
弟
一
本
タ
ア
ナ
土
日｣
と
、
諸
本
に
お
い
て
｢
弟｣
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
小
中
村
攷
異
を
確
認
す
る
と
、｢
弟
右
大
臣
氏
公
朝
臣｣
と
標
目
が
立
て
ら
れ
、｢
弟
原
作 弟
、
拠
水
本
朝
本
大
本
内
本
改｣
と
し
、
小
中
村
校
定
本
で
は
、｢
弟｣
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
(
イ)
固
有
名
詞
に
関
す
る
標
注
・
傍
注
固
有
名
詞
に
は
、
し
ば
し
ば
標
注
・
傍
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
標
注
は
墨
筆
、
青
筆
で
記
入
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
岡
本
保
孝
・
山
崎
知
雄
に
よ
る
標
注
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
中
村
自
身
の
調
査
で
は
な
い
が
、
必
要
性
を
認
識
し
て
書
写
し
た
も
の
と
い
え
る
。
傍
注
・
標
注
を
幾
つ
か
例
示
し
た
い
。
ま
ず
、
ご
く
簡
単
に
事
実
を
補
記
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、｢
檀
林
寺｣
(
11
頁
１
行
、
別
表
266)
に
は
｢
拾
芥
抄
廿
五
大
寺｣
と
、｢
広
瀬
神｣
(
13
頁
４
行
、
別
表
325)
に
は
｢
入
間
郡
式｣
と
、｢
柏
原
山
陵｣
(
20
頁
８
行
、
別
表
528)
に
｢
桓
武｣
と
あ
る
。
一
方
、｢
大
原｣
(
20
頁
10
行
、
別
表
531)
に
は
｢
大
原
淳
和
天
皇
乎
、
続
後
紀
淳
和
天
皇
崩
之
条
云
、
御
骨
砕
粉
奉
散
大
原
野
西
山
嶺
上｣
と
、｢
有
乳
母
姓
神
野｣
(
11
頁
11
行
、
別
表
279)
に
は
｢
有
乳
母
姓
神
野
、
続
紀
延
暦
十
年
正
月
紀
甲
戌
太
秦
公
忌
寸
浜
刀
自
女
賜
姓
賀
美
能
宿
称
、
賀
美
能
親
王
之
乳
母
也｣
と
説
明
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
典
拠
と
な
る
文
献
を
挙
げ
る
こ
と
が
多
く
、
｢
柏
原
山
陵｣
の
例
の
よ
う
に
、
事
実
の
み
記
し
典
拠
と
な
る
文
献
名
を
掲
載
し
な
い
も
の
は
僅
か
し
か
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
典
拠
と
な
る
文
献
に
基
づ
き
注
を
記
入
し
よ
う
と
す
る
考
証
派
の
国
学
者
た
ち
の
研
究
姿
勢
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
〇
考
証
を
加
え
て
い
る
例
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。｢
藤
原
朝
臣
緒
数｣
の
｢
緒｣
(
４
頁
１
行
、
別
表
58)
に
対
し
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
は
｢
諸
略｣
と
傍
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
日
本
紀
略』
に
｢
諸｣
と
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
標
注
に
｢
清
云
、
緒
数
続
後
紀
十
八
二オ
作
諸
数
、
同
十
九
五オ
作
緒
数
、
此
史
此
及
三
四ウ
四
十
五
オ
共
作
緒
数｣
と
あ
る
。｢
清
云｣
の
｢
清｣
は
小
中
村
清
矩
の
こ
と
。
小
中
村
は
『
続
日
本
後
紀』
巻
十
八
に
｢
諸
数｣
、
巻
十
九
そ
の
ほ
か
に
｢
緒
数｣
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
小
中
村
攷
異
に
も
ま
た
、｢
緒
数
紀
略
作
諸
数
、
按
続
日
本
後
紀
嘉
祥
元
年
正
月
戊
辰
条
、
作
諸
数
、
同
二
年
二
月
丁
丑
条
、
及
本
史
此
文
、
仁
寿
元
年
二
月
甲
子
条
、
同
二
年
十
月
甲
子
、
共
作
緒
数
、
緒
諸
草
体
相
似
、
雖
未
知
何
是
姑
従
多｣
と
記
し
て
い
る
。『
日
本
紀
略』
と
『
続
日
本
後
紀』
嘉
祥
元
年
正
月
戊
辰
条
に
｢
諸｣
と
あ
る
こ
と
、『
続
日
本
後
紀』
同
二
年
二
月
丁
丑
条
と
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
当
該
文
、
仁
寿
元
年
二
月
甲
子
条
、
同
二
年
十
月
甲
子
条
に
｢
緒｣
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
｢
緒｣
と
｢
諸｣
は
草
書
体
が
似
て
い
る
た
め
判
断
は
つ
か
な
い
が
、
他
の
典
拠
を
見
出
す
ま
で
は
、
仮
に
多
く
登
場
す
る
｢
緒｣
に
従
う
と
し
た
。
小
中
村
校
定
本
で
も
｢
緒｣
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
丹
念
な
検
討
の
う
え
で
、
本
文
中
の
文
字
を
定
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
(
ウ)
語
彙
の
考
証
特
定
の
語
彙
に
つ
い
て
典
拠
と
な
る
文
献
を
示
す
注
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、｢
憲
章｣
(
１
頁
２
行
、
別
表
４)
に
は
｢
中
庸
三
十
章｣
と
、｢
七
廟｣
(
５
頁
９
行
、
別
表
118)
に
は
｢
曲
礼｣
と
あ
る
。
典
拠
文
献
を
求
め
語
彙
を
確
定
し
て
い
た
。
ま
た
、｢
東
宮
雅
院｣
(
３
頁
５
行
、
別
表
53)
に
は
｢
東
宮
雅
院
、
古
今
集
東
宮
雅
院
に
て
桜
の
花
の
ミ
か
は
、
水
に
ち
り
て
な
か
れ
け
る
を
ミ
て
、
拾
芥
抄
中未
雅
院
或
職
御
曹
司
傍
東
宮
城
内
東
前
坊
中
御
門
北
匣
東
保
明
門
慶
明
御
此
所
西
前
坊
中
御
門
北
匣
西
東
宮
御
在
所
也｣
六
一
と
、｢
学 
院｣
(
11
頁
２
行
、
別
表
268)
に
は
｢
学 
院
、
拾
芥
抄
、
学
館
院
橘
氏
諸
生
別
曹
、
清
按 
俗
官
字
見
篇
海｣
と
、｢
三
霊｣
(
17
頁
９
行
、
別
表
419)
に
は
｢
三
霊
、
陸
士
衡
漢
高
祖
功
臣
頌
、
三
霊
改
卜
、
春
秋
元
命
苞
曰
、
造
起
天
地
鋳
演
人
君
、
通
三
霊
之 兄
、
交
錯
同
端
、
班
孟
堅
典
引
云
、
答
三
霊
之
蕃
址
、
李
善
曰
、
三
霊
天
地
人
也｣
と
、
文
徳
天
皇
の
｢
文
徳｣
(
３
頁
１
行
、
別
表
47)
に
は
｢
尚
書
、
大
禹
謨
帝
乃
誕
敷
文
徳
、
詩
大
雅
江
漢
篇
矢
其
文
徳
洽
此
四
国
、
漢
刑
法
志
文
徳
者
帝
王
之
利
器
威
武
者
文
徳
之
輔
助
也｣
と
あ
る
。
右
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
典
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
資
料
は
、
和
書
・
漢
籍
の
別
を
問
わ
な
い
。
和
書
で
あ
れ
ば
、『
異
称
日
本
伝』
『
以
呂
波
字
類
抄』
『
葛
原
詩
話』
『
菅
家
文
草』
『
広
隆
寺
縁
起』
『
古
今
集』
『
古
今
為
家
抄』
『
後
拾
遺
集』
『
戸
令』
『
日
本
三
代
実
録』
『
拾
芥
抄』
『
歴
朝
詔
詞
解』
『
初
例
抄』
『
延
喜
式
神
名
帳』
『
続
日
本
後
紀』
『
東
大
寺
別
当
次
第』
『
扶
桑
略
記』
『
令
義
解』
『
類
聚
国
史』
『
類
聚
国
史
考
異』
『
歴
代
編
年
集
成』
『
和
名
類
聚
抄』
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
中
期
の
学
者
松
下
見
林
(
一
六
三
七
―
一
七
〇
三)
が
編
集
し
た
『
異
称
日
本
伝』
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
主
に
歴
史
・
法
制
・
文
学
・
辞
書
な
ど
に
関
わ
る
古
典
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
漢
籍
に
は
、
以
下
の
文
献
が
み
ら
れ
る
。『
漢
書』
『
干
禄
字
書』
『
荊
楚
歳
時
記』
『
広
韻』
『
孝
経』
『
後
漢
書』
『
史
記』
『
詩
経』
『
周
易
(
繋
辞
伝)』
『
周
礼』
『
春
秋
左
氏
伝』
『
尚
書』
『
戦
国
策』
『
荘
子』
『
中
庸』
『
唐
書
日
本
伝』
『
龍
龕
手
鑑』
『
老
子』
『
論
語』
『
抱
朴
子』
『
文
選』
(
李
善
｢
上
文
選
表
注｣)
。
こ
こ
で
も
儒
学
の
経
典
、
史
書
、
辞
書
な
ど
古
典
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
岡
本
保
孝
に
よ
る
検
討
結
果
に
基
づ
く
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、｢
朕
重
重
違
二
敦
請
一｣
の
｢
重｣
字
(
19
頁
８
行
、
別
表
496)
に
つ
い
て
｢
清
按
、
重
難
也
、
戦
国
策
臣
之
所
重
処
重
留
也
、
註
重
猶
難
也
、
前
漢
淮
南
王
伝
文
帝
重
自
功
責
之
註
如
六
二
淳
曰
重
難
也
字
典
、
拠
此
当
訓
ハ
ヾ
カ
ル｣
と
あ
る
よ
う
に
、
小
中
村
自
ら
検
討
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
国
学
者
と
は
い
え
、｢
六
国
史｣
の
校
訂
を
す
る
た
め
に
は
、
和
書
だ
け
を
取
上
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
漢
籍
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
っ
た
( )
。
(
２)
小
中
村
本
文
徳
実
録
と
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
と
の
比
較
次
に
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
と
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
本
文
・
標
註
な
ど
を
比
較
し
て
み
た
い
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
は
、｢
故
文
学
博
士
小
中
村
清
矩
氏
の
校
本
に
拠
り
傍
ら
秘
閣
本
其
他
一
二
の
校
本
を
参
攷
し
て
流
布
本
に
校
訂
標
註
を
加
へ
た
り｣
と
凡
例
に
あ
る
と
お
り
、
流
布
本
を
底
本
と
し
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
な
ど
を
も
と
に
校
訂
し
、
標
注
を
加
え
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
流
布
本
の
本
文
を
踏
襲
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
( )
。
す
な
わ
ち
、
本
文
の
問
題
点
は
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
同
様
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
本
は
多
数
の
標
注
を
付
し
て
、
疑
問
点
を
示
す
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
標
注
・
傍
注
を
も
と
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
序
・
巻
一
・
巻
二
に
付
さ
れ
た
280
件
の
標
注
の
う
ち
、
35
件
は
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
追
加
し
た
注
で
あ
る
。
残
る
245
件
の
う
ち
240
件
は
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
標
注
・
傍
注
を
何
ら
か
の
形
で
引
き
継
い
だ
内
容
を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
が
｢
御
冠
授
奉
牟止
祈
申
賜
此
之
止
｣
(
21
頁
９
行
、
別
表
574
。
新
訂
増
補
版
は
｢
御
冠
授
奉
牟止 
申
賜
此
之
止
｣
と
す
る)
部
分
の
｢
祈｣
に
は
｢ 
タ
ア
ル
ハ
ヒ
土
日｣
と
傍
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
丹
鶴
書
院
所
蔵
本
や
朝
田
弓
槻
所
蔵
本
な
ど
七
六
三
本
が
｢ ｣
字
を
用
い
て
い
る
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
本
文
は
｢
祈｣
字
の
ま
ま
で
あ
り
、｢
祈
、
諸
本
作 ｣
と
標
注
が
あ
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
傍
注
を
活
用
し
て
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
標
注
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
標
注
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
例
も
あ
り
、｢
委｣
(
23
頁
１
行
、
別
表
630)
と
い
う
字
に
小
中
村
本
文
徳
実
録
は
｢
委
恐
痿｣
と
あ
る
が
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
も
本
文
は
｢
委｣
と
し
、｢
委
、
恐
痿｣
と
標
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、｢
紀
伊
寺｣
(
４
頁
６
行
、
別
表
73)
に
つ
い
て
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
は
｢
紀
伊
寺
、
広
隆
寺
縁
起
云
、
隆
城
寺
又
号
紀
伊
寺
奉
為
孝
徳
天
皇
秦
河
勝
弟
和
賀
奉
造
之｣
と
あ
り
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
は
｢
紀
伊
寺
、
広
隆
寺
縁
起
曰
隆
城
寺
、
又
号
紀
伊
寺
、
奉
為
孝
徳
天
皇
秦
河
勝
弟
和
賀
奉
造
之
、
今
按
其
地
未
詳｣
と
あ
る
。
文
言
に
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
小
中
村
本
の
標
注
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
の
｢
藤
原
朝
臣
緒
数｣
(
４
頁
１
行
、
別
表
58)
に
つ
い
て
も
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
は
｢
本
文｣
は
｢
緒
数｣
と
し
た
う
え
で
、
標
注
に
｢
緒
数
、
紀
略
作
諸
数
、
続
後
紀
十
八
初
同
而
同
書
十
九
及
本
書
下
文
並
作
緒
数｣
と
あ
り
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
一
方
で
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
お
い
て
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
付
さ
れ
た
標
注
を
削
除
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
小
中
村
文
徳
実
録
で
は
、
本
文
に
｢
脱｣
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
に
(
４
頁
５
行
、
別
表
68)
に
｢
晩
旧｣
と
の
傍
注
が
あ
る
が
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
は
、
本
文
は
｢
脱｣
と
し
標
注
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
｢
榎
本
連
浄
子｣
(
18
頁
９
行
、
別
表
460)
の
｢
榎｣
傍
に
｢
複
旧｣
と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
寛
文
版
版
本
の
誤
り
を
記
録
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
先
に
と
り
あ
げ
た
｢
第
右
大
臣｣
(
11
頁
２
行
、
別
表
267)
の
例
も
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
本
文
は
｢
弟｣
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
標
注
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
編
纂
の
時
点
で
文
字
を
確
定
し
、
も
は
や
標
注
は
不
要
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
四
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
考
証
を
採
用
し
て
、
本
文
を
訂
正
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
で
は
本
文
に
｢
治
部｣
(
新
訂
増
補
版
は
｢
刑
部｣
、
４
頁
９
行
、
別
表
82)
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
｢
按
続
後
紀
十
十
四
オ
十
九
七ウ
及
下
文
十
六
オ
共
作
刑
部
少
輔
藤
原
関
雄
至
巻
三
三オ
云
為
治
部
少
輔
然
則
此
作
治
部
者
非｣
と
『
続
日
本
後
紀』
の
記
述
を
も
と
に
、｢
刑
部｣
を
正
し
い
も
の
と
考
証
す
る
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
本
文
は
｢
刑
部｣
と
あ
り
、｢
刑
部
、
原
作
治
部
、
拠
続
後
紀
巻
十
巻
十
九
及
本
書
巻
三
改｣
と
標
注
を
付
し
て
い
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
と
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
を
比
較
す
る
と
、
本
文
に
139
件
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
が
、
17
件
を
除
い
て
小
中
村
本
文
徳
実
録
ま
た
は
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
い
ず
れ
か
に
、
文
字
の
正
誤
に
関
連
す
る
注
が
あ
り
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
検
討
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
は
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
標
注
・
傍
注
を
も
と
に
標
注
を
作
成
す
る
例
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
( )
。
こ
こ
で
、
逆
に
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
着
目
す
る
と
、
序
・
巻
一
・
巻
二
に
は
509
カ
所
に
標
注
・
傍
注
が
あ
り
、
内
容
で
分
け
れ
ば
語
彙
の
典
拠
を
示
し
た
り
内
容
を
考
証
し
た
り
す
る
標
注
・
傍
注
が
214
件
、
異
本
と
の
校
合
結
果
を
示
し
た
注
が
355
件
あ
る
(
合
計
の
数
が
合
わ
な
い
の
は
双
方
が
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
た
め)
。
語
注
な
ど
214
件
の
う
ち
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
注
は
123
件
あ
る
が
、
残
る
91
件
の
う
ち
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
標
注
の
内
容
を
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
が
引
き
継
い
で
い
な
い
も
の
は
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
４
件
に
過
ぎ
な
い
。
校
合
の
注
に
つ
い
て
も
355
件
の
う
ち
196
件
は
標
注
に
形
を
改
め
て
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
採
用
さ
れ
た
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
157
件
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、
寛
文
版
本
の
校
合
結
果
を
示
し
た
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断
で
き
る
も
の
や
、
逆
に
信
頼
で
き
る
本
と
の
校
合
に
よ
り
本
文
を
改
め
た
も
の
が
み
ら
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
本
文
を
確
定
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
標
注
に
記
録
す
る
こ
と
を
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
本
文
、
す
な
わ
ち
寛
政
版
本
六
五
の
本
文
自
体
も
正
し
い
の
で
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
標
注
に
記
録
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
不
要
な
注
を
除
け
ば
九
割
を
超
え
る
注
が
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
注
を
踏
襲
し
て
い
た
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
は
標
注
・
校
合
と
も
に
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
拠
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(
３)
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
に
つ
い
て
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
に
つ
い
て
も
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
本
文
(
寛
政
年
間
刊
行
本)
と
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
と
の
相
違
は
198
件
見
出
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
156
件
は
、
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
の
本
文
に
つ
な
が
る
内
容
を
含
む
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
を
作
成
し
た
時
点
で
は
、
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
に
至
っ
て
確
定
で
き
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
で
改
訂
し
得
た
部
分
は
、
確
定
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
を
作
成
し
た
時
点
で
既
に
問
題
点
と
し
て
把
握
し
て
お
り
、
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
に
つ
な
が
り
う
る
内
容
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
と
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
と
の
最
大
の
相
違
は
底
本
の
違
い
で
あ
る
。
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
は
、
｢
古
写
本
の
白
眉
た
る
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
谷
森
健
男
氏
旧
蔵
本｣
を
底
本
と
し
た
。
黒
板
勝
美
は
同
本
に
つ
い
て
｢
伝
写
諸
本
の
原
本
と
い
ふ
べ
き
三
条
西
実
隆
書
写
本
を
忠
実
に
抄
写
し
た
る
も
の｣
と
評
価
し
て
い
る
( )
。
黒
板
は
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
を
作
成
す
る
際
、
底
本
を
流
布
本
か
ら
善
本
に
変
更
し
た
た
め
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
と
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
の
本
文
は
も
と
も
と
異
な
る
も
の
に
基
づ
い
て
い
た
。
六
六
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
な
ら
ば
、
新
訂
増
補
版
｢
文
徳
実
録｣
の
登
場
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
が
確
定
さ
れ
、
質
の
異
な
る
次
元
の
も
の
に
な
っ
た
と
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
小
中
村
に
よ
る
校
定
作
業
は
、
善
本
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
時
代
的
な
制
約
を
負
っ
て
お
り
、
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
流
布
本
の
問
題
点
の
多
く
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
時
代
状
況
の
な
か
で
は
優
れ
た
活
動
で
あ
り
、
当
時
の
水
準
を
示
す
に
十
分
な
本
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
小
中
村
本
六
国
史
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
書
入
れ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
。
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
の
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
と
比
較
し
た
結
果
、
同
書
は
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
校
合
や
注
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
小
中
村
本
文
徳
実
録
は
、
岡
本
保
孝
・
内
藤
広
前
・
黒
川
春
村
等
の
先
学
の
検
討
を
集
積
し
た
も
の
に
小
中
村
自
身
の
作
業
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
幕
末
・
明
治
前
期
の
校
訂
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
中
村
が
校
訂
を
進
め
て
い
た
時
代
は
、
善
本
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
が
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
集
積
し
た
小
中
村
本
六
国
史
を
活
用
し
た
の
は
妥
当
な
選
択
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
同
本
が
本
文
を
確
定
し
き
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
善
本
を
底
本
に
用
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
時
代
の
制
約
で
あ
り
、
小
中
村
の
作
業
の
限
界
六
七
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
制
約
の
な
か
、
小
中
村
は
先
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
語
彙
の
確
認
の
た
め
に
、
和
書
の
み
な
ら
ず
漢
籍
ま
で
典
拠
の
確
認
を
し
て
い
た
。
岡
本
保
孝
に
よ
る
補
注
を
踏
襲
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
と
は
い
え
、
古
代
の
文
献
を
校
訂
し
よ
う
と
す
る
考
証
派
の
国
学
者
に
と
っ
て
は
、
漢
籍
の
知
識
を
十
分
に
用
い
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
小
中
村
本
六
国
史
の
校
訂
内
容
は
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
引
き
継
が
れ
た
結
果
、
昭
和
九
年
に
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
末
・
明
治
期
に
行
わ
れ
た
考
証
派
の
国
学
者
の
校
合
が
、
昭
和
前
期
ま
で
生
命
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
考
証
派
の
国
学
者
は
、
歴
史
学
の
基
盤
と
な
る
史
料
の
整
備
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
東
洋
文
庫
で
所
蔵
す
る
小
中
村
本
六
国
史
は
日
本
の
史
学
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
文
献
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
も
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
注
(
１)
『
六
国
史』
小
中
村
清
矩
旧
蔵
。
請
求
記
号：
Ｘ
―
５
―
Ｂ
―
1015
(
２)
小
中
村
に
よ
る
明
治
期
の
書
入
れ
は
若
干
あ
る
。
(
３)
拙
稿
｢
旧
版
｢
国
史
大
系｣
の
編
纂
と
そ
の
底
本
―
小
中
村
清
矩
旧
蔵
『
日
本
書
紀』
を
中
心
に
―｣
(『
近
代
史
料
研
究』
第
一
一
号
、
二
〇
一
一
年)
。
(
４)
た
と
え
ば
、
永
原
慶
二
『
20
世
紀
日
本
の
歴
史
学』
(
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年)
で
は
久
米
邦
武
筆
禍
事
件
や
｢
大
日
本
編
年
史｣
編
纂
停
止
に
対
す
る
国
学
者
の
関
与
を
と
り
あ
げ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
実
証
主
義
歴
史
学
に
痛
撃
を
与
え
た
と
評
価
し
て
い
る
。
六
八
(
５)
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
文
徳
実
録
攷
異』
(
写
本
、
七
冊
合
二
冊)
。
同
書
は
『
文
徳
実
録
校
本』
三
冊
(
巻
一
〜
三)
、『
文
徳
実
録
校
本
攷
異』
三
冊
(
巻
一
〜
三
。
小
中
村
清
矩
自
筆
。
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
｢
小
中
村
校
定
本｣
｢
小
中
村
攷
異｣)
、｢
文
徳
録
二｣
｢
文
徳
二
攷
異
存
疑｣
｢
文
徳
攷
本
存
疑｣
｢
改
異｣
を
合
綴
し
た
一
冊
(
木
村
正
辞
自
筆)
か
ら
な
る
。
拙
稿
｢
文
徳
実
録
攷
異
小
中
村
清
矩
と
木
村
正
辞
を
め
ぐ
っ
て｣
(『
国
立
国
会
図
書
館
月
報』
二
〇
一
三
年
四
月
号)
参
照
。
(
６)
拙
稿
｢
紀
伊
藩
古
学
館
時
代
の
小
中
村
清
矩
―
幕
末
期
に
お
け
る
考
証
派
国
学
の
一
側
面
―｣
(『
近
代
史
料
研
究』
第
一
三
号
、
二
〇
一
三
年)
参
照
。
(
７)
小
中
村
清
矩
『
国
史
学
の
栞』
(
勉
強
堂
書
店
、
一
九
〇
〇
年)
一
四
頁
。
(
８)
『
続
日
本
紀』
が
明
暦
三
年
(
一
六
五
七
年)
、『
続
日
本
後
紀』
が
寛
文
八
年
(
一
六
六
八
年)
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
が
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
年)
、『
日
本
三
代
実
録』
が
寛
文
十
三
年
(
一
六
七
三
年)
に
刊
行
さ
れ
た
。
(
９)
斎
藤
政
雄
『
和
学
講
談
所
御
用
留
の
研
究』
(
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年)
一
二
六
頁
参
照
。
(
10)
同
右
三
八
〜
四
〇
頁
。
な
お
『
元
暦
万
葉
集』
な
ど
も
開
版
し
て
い
る
。
(
11)
文
久
二
年
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
文
久
二
年
五
月
以
降
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
の
校
正
を
集
中
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
久
元
年
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
前
掲
(
６)
拙
稿
｢
紀
州
藩
古
学
館
と
小
中
村
清
矩
―
幕
末
期
考
証
派
国
学
の
一
側
面
―｣
参
照
。
(
12)
前
掲
注
(
５)
小
中
村
攷
異
所
収
。
(
13)
同
右
。
(
14)
同
右
。
(
15)
前
掲
注
(
５)
小
中
村
攷
異
巻
一
所
収
｢
文
徳
天
皇
実
録
校
本
攷
異
例
言｣
末
の
朱
書
入
れ
に
よ
る
。
(
16)
前
掲
注
(
５)
小
中
村
攷
異
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
た
紙
の
上
書
に
よ
る
。
紙
は
本
書
を
収
め
て
い
た
包
紙
ま
た
は
袋
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
前
掲
注
(
15)
の
朱
書
入
れ
に
よ
れ
ば
、
両
名
の
ほ
か
三
井
氏
も
担
当
者
に
あ
が
っ
て
い
る
。
六
九
(
17)
前
掲
注
(
５)
小
中
村
攷
異
所
収
。
(
18)
同
右
。
(
19)
同
右
。
(
20)
攷
異
見
返
し
の
貼
紙
に
よ
る
。
(
21)
前
掲
注
(
５)
拙
稿
｢
文
徳
実
録
攷
異
小
中
村
清
矩
と
木
村
正
辞
を
め
ぐ
っ
て｣
、
拙
稿
｢
明
治
初
年
に
お
け
る
歴
史
考
証
の
位
置
―
小
中
村
清
矩
・
木
村
正
辞
と
｢
六
国
史｣
校
正
―｣
(『
史
境』
六
十
九
号
、
二
〇
一
五
年)
参
照
。
(
22)
前
掲
注
(
７)
『
国
史
学
の
栞』
二
一
頁
。
(
23)
前
掲
注
(
３)
｢
旧
版
｢
国
史
大
系｣
の
編
纂
と
そ
の
底
本
―
小
中
村
清
矩
旧
蔵
『
日
本
書
紀』
を
中
心
に
―｣
で
紹
介
し
た
書
誌
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
(
24)
な
お
、
小
中
村
攷
異
の
内
容
は
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
別
表
に
示
し
た
と
お
り
、
小
中
村
攷
異
に
対
す
る
木
村
正
辞
の
修
正
は
微
に
入
り
細
を
穿
つ
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
木
村
正
辞
が
小
中
村
の
見
解
を
正
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、｢
正
位
徂
落
之
夕｣
の
｢
徂
落｣
(
巻
一
・
五
頁
二
行)
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
は
｢
一
本 
／
書
舜
典｣
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
小
中
村
攷
異
に
お
い
て
は
｢
徂
大
本
作 ｣
と
小
中
村
は
記
す
の
で
あ
る
が
、
木
村
は
｢
正
辞
曰
、
書
堯
典
云
、
帝
乃 
落
孟
子
万
章
篇
、
作
放
勲
乃
徂
落
漢
書
楊
雄
伝
注
云
、
徂
落
死
也
、
則
知 
徂
古
通
用
、
玉
篇
亦
云
、 
在
乎
切
、
死
也
、
今
作
徂｣
と
追
記
し
た
。
ま
た
、｢
文
徳
攷
異
存
疑｣
に
お
い
て
は
、
小
中
村
攷
異
の
文
章
そ
の
も
の
へ
の
修
正
も
行
っ
て
い
る
。
木
村
は
文
字
・
音
韻
に
通
じ
た
人
物
で
あ
り
、
校
訂
の
水
準
を
上
げ
よ
う
と
し
た
小
中
村
の
意
図
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
25)
小
中
村
本
文
徳
実
録
巻
一
見
返
し
に
よ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
登
場
し
な
い
記
号
を
用
い
る
例
も
あ
る
。
(
26)
小
中
村
校
定
本
・
小
中
村
攷
異
と
も
巻
三
ま
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
三
は
煩
瑣
を
避
け
て
省
略
し
た
。
木
村
の
｢
文
徳
二
攷
異
存
疑｣
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
二
は
残
し
た
。
七
〇
(
27)
筆
者
の
判
断
及
び
集
計
に
よ
る
た
め
、
数
え
方
に
よ
る
誤
差
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
同
。
(
28)
た
だ
し
、
小
中
村
校
定
本
作
成
時
の
判
断
で
あ
る
。
小
中
村
攷
異
を
確
認
す
る
と
、
補
筆
が
あ
り
判
断
を
変
更
し
て
い
る
事
例
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
(
29)
時
期
的
に
は
早
い
も
の
の
、
小
中
村
の
日
記
を
確
認
す
る
と
、
嘉
永
二
年
(
一
八
五
五)
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
一
日
に
か
け
て
『
漢
書』
を
通
読
し
て
い
る
例
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
拙
編
『
小
中
村
清
矩
日
記』
(
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
五
〜
七
頁)
参
照
。
(
30)
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
本
『
国
史
大
系
巻
三』
(
日
本
後
紀
・
続
日
本
後
紀
・
日
本
文
徳
天
皇
実
録)
(
経
済
雑
誌
社
、
一
九
〇
一
年)
凡
例
一
頁
。
(
31)
｢
宝
皇
寺｣
(
巻
一
・
四
頁
八
行
。
別
表
76)
に
つ
い
て
小
中
村
本
文
徳
実
録
が
｢
宝
皇
寺
、
巻
十
十
二
右
宝
皇
寺
火
[
俗
名
烏
戸
寺]
内
蔵
式
造
五
月
五
日
昌
蒲
佩
之
条
亦
載
此
寺｣
と
あ
る
の
に
対
し
て
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
が
｢
俗
名
鳥
戸
寺｣
と
す
る
よ
う
に
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
か
ら
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
に
移
す
際
に
一
部
の
知
見
を
削
除
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
中
村
本
文
徳
実
録
と
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
と
の
双
方
に
注
ま
た
は
書
入
れ
が
あ
り
、
内
容
が
全
く
異
な
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、｢
来
定
寺｣
(
巻
一
・
四
頁
九
行
。
別
表
79)
に
つ
い
て
小
中
村
本
文
徳
実
録
で
は
｢
来
定
寺
、
歴
代
編
年
集
成
云
朱
雀
院
天
暦
六
年
八
月
十
五
日
崩
、
廿
日
葬
来
定
寺
、
扶
桑
略
記
同｣
と
あ
り
、
明
治
版
｢
国
史
大
系｣
で
は
｢
史
徴
曰
在
紀
伊
郡
今
亡
蓋
東
福
寺
辺｣
と
あ
る
よ
う
な
類
で
あ
る
。
(
32)
新
訂
増
補
版
｢
国
史
大
系｣
本
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
年)
凡
例
一
〜
二
頁
。
(
国
立
国
会
図
書
館
司
書)
七
一
七
二
(別
表
)
新
編
増
補
版
｢国
史
大
系
｣・
明
治
版
｢国
史
大
系
｣・
小
中
村
本
文
徳
実
録
・
小
中
村
校
定
本
・
小
中
村
攷
異
比
較
表
凡
例
・
本
表
は
､
新
訂
増
補
版
｢国
史
大
系
｣､
明
治
版
｢国
史
大
系
｣､
小
中
村
本
文
徳
実
録
､
小
中
村
校
定
本
､
小
中
村
攷
異
の
注
と
主
要
な
異
同
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
｡
・
標
注
・
傍
注
と
も
､
文
章
で
説
明
し
た
注
は
す
べ
て
と
り
あ
げ
た
｡
・
｢而
｣
に
｢以
ル
文
草
山
｣
と
あ
る
よ
う
な
校
合
結
果
の
書
入
れ
は
､
異
体
字
等
(新
旧
字
､
俗
字
な
ど
を
含
む
)､
踊
字
､
欠
字
に
つ
い
て
の
み
記
さ
れ
た
も
の
を
除
き
､
と
り
あ
げ
た
｡
省
略
し
た
主
な
異
体
字
等
は
以
下
の
と
お
り
｡
た
だ
し
､
異
体
字
等
で
あ
っ
て
も
､
同
時
に
文
章
で
説
明
し
た
注
も
付
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
と
り
あ
げ
た
｡
宜
・ 
／
等
・  寺
／
須
・ 
／
祢
・
禰
／
礼
・
禮
／
備
・ 
／
勅
・ 
／
即
・ 
／
属
・
屬
／
宝
・
寶
／
万
・
萬
／
乾
・ 
／
弁
・
辨
／
灯
・
燈
／
尓
・
爾
／
辞
・
辭
／
随
・
隨
／
无
・
旡
／
穎
・
頴
／
得
・
 
／
号
・
號
／
祓
・ 
／
休
・ 
／
役
・ 
な
ど
・
傍
訓
や
訓
点
に
関
わ
る
書
入
れ
は
省
略
し
た
｡
・
本
文
の
干
支
部
分
の
傍
に
記
さ
れ
た
日
付
､
『類
聚
国
史
』
掲
載
巻
・
頁
・
干
支
な
ど
は
省
略
し
た
｡
・
頁
数
・
行
数
は
新
訂
増
補
版
｢国
史
大
系
｣
の
み
示
し
た
｡
複
数
行
に
わ
た
る
場
合
､
最
初
の
行
を
示
し
た
｡
・
小
中
村
本
文
徳
実
録
の
校
合
に
関
す
る
注
に
み
ら
れ
る
略
記
号
は
､
第
一
冊
見
返
し
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
｡
｢一
白
雲
本
白
一
白
雲
一
本
白
イ
一
類
史
ル
一
紀
略
キ
｣
｢一
タ
丹
鶴
書
院
所
蔵
古
写
本
一
ア
朝
田
弓
槻
所
蔵
古
本
山
崎
知
雄
甞
所
校
｣
｢一
ハ
塙
氏
蔵
古
写
本
奥
ニ
白
雲
書
庫
ノ
朱
印
ア
リ
､
前
ニ
イ
フ
白
雲
本
ト
同
書
歟
サ
レ
ト
少
カ
異
ナ
ル
所
モ
ア
リ
一
ハ
イ
同
書
旧
校
｣
｢一
ヒ
内
藤
広
前
以
尾
州
御
蔵
本
所
校
一
ナ
内
藤
氏
又
以
一
本
所
旧
一
旧
旧
刊
本
｣
｢一
土
塙
氏
蔵
又
一
写
本
此
ハ
諸
本
ト
サ
シ
モ
異
ナ
ル
事
モ
見
エ
ネ
ハ
マ
ツ
巻
三
マ
テ
校
シ
テ
サ
シ
置
ヌ
､
按
ニ
此
本
朝
田
本
ト
同
種
ト
オ
ホ
ユ
一
日
昌
平
坂
学
問
所
古
鈔
本
｣
｢一
山
黒
川
春
村
蔵
山
岡
明
阿
弥
所
校
本
旧
刻
本
一
ホ
同
本
中
春
村
所
校
細
井
貞
雄
蔵
古
写
本
一
水
細
井
本
中
所
校
水
戸
本
此
ハ
初
ノ
ホ
ト
イ
サ
ヽ
カ
ハ
カ
リ
也
｣
・
小
字
・
割
書
は
[
]
内
に
示
し
た
｡
小
中
村
本
文
徳
実
録
に
も
と
も
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
傍
注
は
《
》
内
に
示
し
た
｡
・
当
該
の
本
に
該
当
す
る
文
字
が
無
い
場
合
｢―
｣
を
入
れ
た
｡
・
文
字
は
､
な
る
べ
く
底
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
形
を
用
い
た
｡
木
版
の
書
体
の
誤
り
や
筆
記
に
よ
る
く
ず
し
字
は
､
注
に
関
係
し
な
い
場
合
な
ど
は
適
宜
に
現
在
通
用
の
文
字
に
改
め
た
｡
な
お
､
小
中
村
自
身
は
新
旧
字
を
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い
る
も
の
(例
：
当
と
當
､
拠
と
據
な
ど
)
が
少
な
く
な
い
｡
・
対
象
と
な
る
語
や
字
を
比
較
し
に
く
い
場
合
は
便
宜
的
に
太
字
で
示
し
た
｡
・
小
中
村
孜
異
に
修
正
・
追
記
が
あ
っ
た
場
合
は
､
見
消
で
修
正
前
の
字
を
示
し
｢
｣
内
に
修
正
後
の
文
字
を
記
入
し
た
｡
小
中
村
以
外
の
修
正
で
あ
っ
て
修
正
者
が
推
定
で
き
る
場
合
は
文
末
に
｢＊
｣
(木
村
正
辞
)､
｢山
沢
｣
(山
沢
與
輔
)､
｢渡
辺
｣
(渡
辺
魯
輔
)
と
示
し
た
｡
木
村
正
辞
筆
の
｢文
徳
孜
異
二
存
疑
｣
は
【
存
疑
】
と
し
て
と
り
あ
げ
た
｡
｢文
徳
録
二
｣
｢文
徳
攷
本
存
疑
｣
｢攷
異
｣
は
表
末
に
示
し
た
｡
七
三
項
番
序
文
新
訂
増
補
版
｢国
史
大
系
｣
明
治
版
｢国
史
大
系
｣
小
中
村
本
文
徳
実
録
小
中
村
校
定
本
小
中
村
攷
異
頁
行
本
文
頭
注
本
文
頭
注
本
文
注
本
文
攷
異
標
目
攷
異
本
文
１
１
１
日
本
文 天皇實 序
日
本
文 天皇實 序
日
本
文 天皇實録序
類
聚
國
史
百
四
十
七
文
部
下
及
管
(マ
マ
)
家
文
草
卷
七
載
之
日
本
文
徳
天
皇
實 序
２
１
２
因
用
不
用
､
丹
本
細
本
昌
本
類
史
一
四
七
作
不
因
用
因
[ル
史
百
四
十
七
タ
土
ホ
日
]
用
因
｢用
｣
天
度
而
叙
憲
章
因
原
作
用
､據
｢用
｣水
本
｢細
｣
及
類
聚
國
史
巻
百
四
十
七
改
｢作
因
｣､｢山
本
及
｣類
史
｢菅
家
文
草
｣､
而
作
以
／
｢按
孝
経
庶
人
章
云
用
天
之
道
[偽
古
文
用
作
因
不
足
据
也
]然
則
作
用
者
是
也
(不
明
)｣
３
１
２
而
而
､
淀
本
山
本
及
類
史
[一
四
七
]
菅
家
文
草
作
以
而
而
､
類
史
菅
家
文
草
七
及
山
本
作
以
而
以
[ル
文
草
山
]
而
４
１
２
憲
章
憲
章
憲
章
憲
章
中
庸
三
十
章
憲
章
５
１
２ 
 
姫
猶
言
周
漢
姫
６
１
３
掌
堂
堂
掌
７
１
３
析
析
析
折
[土
日
旧
]
析
８
１
４
考
治
考
治
考
治
､
出
于
孝
經
考
治
孝
経
考
治
９
１
４
文
思
文
思
文
思
､
出
于
堯
典
及
李
善
上
文
選
表
注
文
思
李
善
上
文
選
表
注
文
思
10
１
５
言
動
言
動
言
動
､
水
本
作
言
勤
言 
勤
[水
]
言
動
｢
庶
幾
聖
王
之
言
動
｣
｢動
細
本
所
校
､
水
戸
本
作
勤
｣
11
１
５
二
二
､
恐
當
據
類
史
文
草
作
三
二
從
二
位
､
類
史
文
草
作
從
三
位
此
下
水
本
有 
字
清
矩
云
､
據
補
任
貞
觀
十
三
年
基
經
從
三
位
大
納
言
年
名
參
議
正
四
位
下
也
按
十
三
年
恐
十
五
年
歟
然
三
代
實 
兩
年
共
不
載
､ 
修
二
三
[ル
文
草
]
／
清
矩
云
､
拠
公
卿
補
任
貞
観
十
三
年
基
經
公
從
三
位
大
納
言
年
名
参
議
正
四
位
下
也
､
按
十
三
年
恐
十
五
年
誤
乎
､
然
三
代
実
録
兩
年
下
共
不
載
､
選
修
之
事
難
定
者
也
､
二
詔
右
大
臣
從
二
位
｢兼
｣
行
左
近
衛
大
将
臣
藤
原
朝
臣
基
經
中
納
言
從
三
位
行
民
部
卿
兼
春
類
史
及
菅
家
文
章
草
從
二
位
作
從
三
位
､
｢從
二
位
下
兼
字
原
无
､
拠
細
井
本
所
校
､
水
戸
本
補
｣
按
攷
三
代
実
録
及
公
卿
補
任
貞
觀
十
三
年
基
經
公
従
三
位
大
納
言
､
年
名
卿
参
議
正
四
位
下
也
､
當
拠
七
四
之
事
難
定 
也
類
史
恐
非
類
聚
国
史
作
従
三
位
恐
非
宮
坊
大
夫
臣
南
淵
朝
臣
年
名
真
改
正
､
而
諸
本
及
類
史
文
草
等
､
皆
如
本
文
､
仍
｢故
＊
｣
不
軽
改
､
従
舊
俟
後
考
､
又
按
拠
例
當
作
從
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将
､
又
｢中
納
言
｣
從
三
位
兼
行
民
部
卿
等
､
今
不
軽
改
｢春
宮
大
夫
｣
12
１
５   
､
據
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
補
―
―
兼
[水
]
兼
(追
記
)
13
１
５
行
行
､
據
廣
本
淀
本
印
本
及
類
史
補
行
行
[日
ナ
シ
]
行
14
１
６ 
   
春
宮
坊
､
或
云 
宜
在
行
字
上
兼
兼
15
１
６
南
淵
朝
臣
南
淵
朝
臣
南
淵
朝
臣
南 
朝
臣
｢
南 
朝
臣
＊
｣
｢ 
類
史
作
渕
､
正
辭
按 即淵字之省畫者､龍龕手鑑云  正  ､俗其字形近似＊｣
16
１
６
行
行
､
據
廣
本
補
―
下
左
､
此
間
恐 
行
字
―
行
正
四
位
下
行
左
大 
原
脱
行
字
､
拠
例
補
17
１
６
行
(
最
終
字
)
行
行
行
従
五
位
下
行
大
外
記
原
脱
行
字
､
拠
山
細
及
類
史
補
18
１
７
少
少
少
小
[印
文
旧
]
少
19
１
７
良
香
良
香
､
恐
當
據
淀
本
印
本
及
類
史
文
草
作
言 
､
按
言  
名
良
香
在
貞
觀
十
四
年
言 
言 
､
一
本
作 
香
､
言
  
名 
香
在
貞
觀
十
四
年
五
月
七
日
､
文
草
亦
作
言 
､
一
本
非
也
言 
良
香
[一
本
タ
ヒ
ハ
イ
土
日
]
／
按
良
香
元
名
言
道
､
貞
観
十
四
年
五
月
七
日
奏
請
改
之
､
見
三
代
實
録
､
当
時
未
改
名
､
檢
文
草
作
言
道
一
本
非
也
言
道
都
宿
祢
言
道
言
道
水
本
尾
本
大
本
作
良
香
､
狩
谷
望
之
云
､
按
良
香
元
名
言
道
､
貞
觀
十
四
年
五
月
七
日
奏
請
改
之
､
見
三
代
実
録
､
當
時
未
改
名
､
検
文
草
作
言
道
､
作
良
香
者
非
也
､
｢魯
云
元
當
作
舊
､ 
翁
偶
誤
耳
(渡
辺
)｣
20
１
９
武
子
文
孫
武
子
文
孫
武
子
文
孫
､
出
于 
書
立
政
武
子
文
孫
武
子
文
孫
､
尚
書
立
政
､
継
自
今
文
子
文
孫
､
其
勿
武
子
文
孫
七
五
誤
于
庶
獄
孔
傳
､
文
子
文
孫
､
文
王
之
子
孫
21
１
９
重 
累
洽
重
熈
累
洽
重 
累
洽
､
出
于
班
固
東
 
賦
重
熈
累
洽
重
熈
累
洽
22
１
９
逾
逾
逾
､
一
本
及
文
草
作
愈
､
相 
逾
愈
[文
草
類
]
／
逾
廣
韵
越
也
､
書
禹
貢
逾
于
洛
傳
､
又
逾
益
也
､
呂
覧
務
大
､
訓
注
此
所
以
欲
榮
而
逾
辱
也
[經
籍 
(マ
マ
)
詁
]
然
則
与
愈
通
､
逾
滋
益
甚
也
､
淮
南
原
道
注
亂
乃
逾
滋
[同
補
遺
]
逾
愈
｢逾
＊
｣
勧
勒
修
愈
原
作
逾
拠
類
史
及
文
草
改
｢作
愈
＊
｣
｢勧
文
草
作
勤
＊
｣､
｢木
村
正
辭
曰
､
逾
愈
古
通
､
書
泰
誓
云
､
日
月
逾
邁
､
疏
云
､
逾
益
也
､
淮
南
子
原
道
訓
云
火
逾
然
而
消
逾 
､
注
云
､
逾
益
也
､
顔
氏
家
訓
文
章
篇
云
､
王
籍
入
若
耶
溪
詩
云
､
蝉 
林
逾
静
鳥
鳴
山
更
幽
､
可
以
證
､
舊
讀
誤
矣
＊
｣
23
１
10
天
不  
天
不  
天
不  
､
出
左
氏
傳
哀
公
十
六
年
天
不  救
遺  
[土
日
旧
]
／
天
不 遺､哀十六年左氏不 遺一老､又詩小雅､十月之交､不  遺一老 守我王
天
不  救
遺
24
１
10
令
令
､
原
作
命
､
今
從
類
史
､
淀
本
谷
一
本
印
本
及
文
草
作
俾
命
俾
命
俾
命
､
一
本
作
己
命
､
丹
本
類
史
旡
俾
字
､
水
本
山
本
命
作
令
俾
命
俾
[土
ナ
シ
､
タ
ナ
シ
､
ル
ナ
シ
]
／
命
[ル
水
山
]
令
令
參
議
刑
部
卿
令
原
作 
命
二
字
､
水
本
旡
 
字
､
今
拠
類
史
改
､
｢正
辭
按
､
令
誤
書
作
命
､
水
本
是
也
､
後
人
遂
増 
字
＊
｣
25
１
11 
朝
臣
 
朝
臣
都
朝
臣
､
一
本
作
都
宿 
都
朝
臣
都
朝
臣
26
１
12
行
行
行
､
據
塙
本
山
本
細
本
昌
本
類
史
文
草
補
―
行
[ル
土
山
ホ
日
文
]
行
從
五
位
下
行
大
外
記
原
脱
行
字
拠
｢山
細
及
｣
類
史
補
27
１
12
潭
思
潭
､
印
一
本
作
覃
潭
思
潭
思
一
本
作
覃
思
潭
思
潭
思
28
１
12
必
書
書
､
類
史
作
盡
心
(マ
マ
)
書
必
書
､
一
本
類
史
作
必
盡
必
書
盡
[ル
]
(｢書
｣)
必
書
潭
思
必
盡
｢書
｣
盡
原
作
書
拠
類
史
改
｢作
盡
恐
非
｣
七
六
29
１
12
忘
恐
恐
､
原
作
忘
､
據
一
本 
､
塙
本
､
細
本
昌
本
作  巳
忘   巳
[土
ホ
日
]
／
昌
本
忘
皆
作  巳
盖
忘
古
作
忌
／
春
海
云
忘
是
恐
之
誤
忘
｢
忘
彼
命
之
早
殞
｣
(
不
明
)
｢忘
細
本
作
忌
､
山
岡
浚
明
云
今
按
當
作
恐
(不
明
)｣
30
１
12
早
殞
早
殞
早
殞
､
一
本
作
早
揖
早
殞
早
殞
31
１
12
亡
亡
､
原
作
已
､
據
水
本
印
一
本
及
類
史
文
草 
已
巳
去
､
水
本
類
史
文
草
作
亡
去
已
亡
[ル
文
水
]
已
亡
去
忽
焉
亡
原
作
已
､
拠
類
史
及
文
草
改
､
｢按
皇
国
古
書
往
々
如
此
作
､
蓋
亡
俗
作
已
､
因
訛
為
已
耳
＊
｣
32
１
13
鞅
掌
鞅
掌
鞅
掌
､
出
于
小
雅
北
山
篇
鞅
掌
小
雅
北
山
篇
王
事
鞅
掌
鞅
掌
33
１
14   
盧
､
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
白
本
及
類
史
文
草
作
慮      
盧
､
白
本
類
史
文
草
作
 
慮
､
般
若
經
音
義
云 盧  總也    
慮
[ル
文
白
雲
]
／
盧
轉
音
利
与
久
前
漢
雋
不
疑
傳
､
毎
行
縣
録
囚
徒
還
師
古
曰
録
囚
今
云
慮
囚
本
録
声
之
去
者
耳
､
近
俗
不
暁
其
意
訛
為
思
慮
之
慮
失
其
源
矣
､
愚
按
臆
[平
]
呂
[上
]
盧
[去
]
録
[入
]
四
字
一
音
ノ
轉
入
声
借
音
ニ
燭
ア
ル
所
以
也
[音
徴
不
尽
]､
此
ニ
テ
盧
慮
通
ス
ル 
ヲ
知
ヘ
シ
都 
都
盧
｢慮
＊
｣
九
年
｢慮
｣
｢原
作
＊
｣
盧
､
｢據
＊
｣
日
本
及
類
史
文
草
作
慮
｢改
＊
｣
34
１
14
勒
勒
勒
成
､
水
本
作
以
爲
勒
以
勒
35
１
14
成
成
成
為
[水
]
成
36
１
14
衷
衷
衷
哀
[旧
]
衷
37
１
14
無
旡
旡
無
无
38
１
14
庶
機
庶
機
庶
機
､
一
本
作
度
機
庶
機
庶
機
39
１
15
雖
百
世
可
知
也
雖
百
世
可
知
也
雖
百
世
可
知
也
論
語
為
政
雖
百
世
可
知
也
七
七
40
１
15
龍
門
龍
門
龍
門
､
謂
司
馬 
､
史
記
大
史
公
自
序 
生
龍
門
龍
門
龍
門
､
謂
司
馬
遷
史
記
大
史
公
自
序
傳
､
遷
生
龍
門
龍
門
41
１
15 
乳
 
乳
虎
乳
､
出
于
前
漢
書
班
固
自
叙  
乳 
[旧
] 
乳
42
１
15 
文
缺
､
或
當
據
文
草
作
欽 
文
缺
文
､
文
草
作
欽
文
､
恐
是  
文
欽
[文
] 
文
謬
欽
｢缺
｣
文
於 
訓
｢欽
原
作
｣
缺
､
｢拠
｣
文
草
改
｢作
欽
恐
非
｣
／
｢ 
案
欽
文
从
山
沢
氏
説
作
缺
為
是
論
語
吾
猶
及
史
之
闕
文
缺
即
闕
也
(不
明
)｣
43
２
２
三
年
二
年
二
年
､
丹
本
塙
本
細
本
昌
本
類
史
作
三
年
､
保
孝
按
､
檢
三
代
實 
不
載 
呈
之
事
､
釋
紀
爲
三
年
拾
芥
抄
爲
二
年
､
未
知
孰
是
二
年
三
[ル
タ
土
ホ
日
]
／
保
孝
按
､
釋
日
本
紀
為
元
慶
三
年
､
拾
芥
抄
為
二
年
､
未
詳
､
孰
是
檢
三
代
実
録
不
載
進
呈
之
事
三
年
元
慶
三
年
十
一
月
三
年
原
作
二
年
､
十
一
月
作
十
二
月
､
拠
水
本
｢細
｣
及
類
史
改
､
按
釈
釋
日
本
紀
為
元
慶
三
年
十
一
月
､
拾
芥
抄
為
二
年
十
二
月
､
檢
三
代
実
録
不
載
進
呈
之
事
､
雖
不
知
孰
是
､
姑
從
類
史
釋
紀
44
２
２
十
一
月
十
二
月
十
二
月
､
同
上 
本
及
類
史
作
十
一
月
十
二
月
一
[ル
タ
土
ホ
日
]
十
一
月
45
２
４
―
―
一
本
有
此
二
行
[ル
史
百
四
七
タ
ハ
土
ホ
]
―
46
２
４
參
議
刑
部
卿
正
四
位
下
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
朝
臣
是
善
從
五
位
下
行
大
外
記
臣
島
田
朝
臣
良
臣
參
議
刑
部
卿
正
四
位
下
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
朝
臣
是
善
從
五
位
下
行
大
外
記
臣
島
田
朝
臣
良
臣
參
議
以
下
四
十
一
字
､
丹
本
塙
本
細
本
類
史
與
此
同
､
舊
刻
本
旡
參
議
刑
部
卿
正
四
位
下
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
朝
臣
是
善
從
五
位
下
行
大
外
記
臣
島
田
朝
臣
良
臣
臣
(｢守
菅
｣
の
間
)
／
昌
平
本
此
二
行
大
字
／
旧
刻
本
ナ
シ
參
議
刑
部
卿
正
四
位
下
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
朝
臣
是
善
從
五
位
下
行
大
外
記
臣
嶋
田
朝
臣
良
臣
參
議
[云
]々
菅
原
朝
臣
是
善
従
五
位
下
[云
々
]､
嶋
田
朝
臣
良
臣
原
二
行
小
書
囲
中
拠
水
本
白
本
｢細
｣
及
類
史
改
七
八
項
番
巻
１
新
訂
増
補
版
｢国
史
大
系
｣
明
治
版
｢国
史
大
系
｣
小
中
村
本
文
徳
実
録
小
中
村
校
定
本
小
中
村
攷
異
頁
行
本
文
頭
注
本
文
頭
注
本
文
注
本
文
攷
異
標
目
攷
異
本
文
47
３
１
文 
文 
文 
文 
､
尚
書
､
大
禹
謨
帝
乃
誕
敷
文 
､
詩
大
雅
江
漢
篇
矢
其
文 
洽
此
四
國
､
漢
刑
法
志
文 
者
帝
王
之
利
器
威
武
者
文 
之
輔
助
也
文 
48
３
２
右
大
臣
正
二
位
臣
藤
原
朝
臣
基
經
等
奉
勅
撰
右
大
臣
正
二
位
臣
藤
原
朝
臣
基
經
等
奉
勅
撰
右
大
臣
正
二
位
臣
藤
原
朝
臣
基
經
等
奉
勅
撰
右
大
臣
正
二
位
臣
藤
原
朝
臣
基
經
等
奉
勅
撰
右
大
臣
正
二
位
臣
藤
原
朝
臣
基
經
等
奉
勅
撰
原
為
大
書
､
今
従 
本
續
日
本
紀
､
塙
本
日
本
後
紀
之
例
､
為
小
書
49
３
３
藤
原
氏
藤
原
氏
藤
原
氏
､
傳
見
三
代
實 卷廿
藤
原
氏
藤
原
氏
､
諱
順
子
傳
見
三
代
実
録
巻
廿
[七
右
]
／
母
夫
人
従
三
位
藤
原
順
子
畧
藤
原
氏
50
３
３
承
和
九
年
承
和
九
年
承
和
九
年
､
見
續
後
紀
卷
十
二
承
和
九
年
続
後
紀
巻
十
二
[十
九
右
]
承
和
九
年
51
３
４ 
廬
休
､
廣
[イ
]
本
印
本
作
倚  
廬
倚
廬
､ 
本
紀
畧
作
休
廬 
廬
休
[タ
ア
ハ
ヒ
畧
土
ホ
日
] 
廬
休
盧
休
原
作
倚
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
｢細
｣
旧
校
及
日
本
紀
畧
改
52
３
５ 
卒
率 
[旧
ハ
日
]
率
53
３
５
東
宮
雅
院
雅
院
､
見
古
今
集
及
拾
芥
抄
､
又
出
文
華
秀
麗
集
御
製
詩
菅
家
文
草
田
氏
家
集
等
東
宮
雅
院
雅
院
､
見
古
今
集
及
拾
芥
抄
又
出
文
華
秀
麗
御
製
詩
､
管
家
文
草
､
田
氏
家
集
等
東
宮
雅
院
東
宮
雅
院
､
古
今
集
東
宮
雅
院
に
て
桜
の
花
の
ミ
か
は
､
水
に
ち
り
て
な
か
れ
け
る
を
ミ
て
､
拾
芥
抄
東
宮
雅
院
七
九
[中
末
]
雅
院
或
職
御
曹
司
傍
東
宮
城
内
東
前
坊
中
御
門
北
匣
東
保
明
慶
明
御
此
所
西
前
坊
中
御
門
北
匣
西
東
宮
御
在
所
也
54
３
７
伴
宿
祢
伴
宿
禰
 
宿
祢
伴
[下
文
[十
三
左
]
タ
ア
ハ
土
旧
]
伴
宿
祢
伴
宿
祢
伴
原
作  羊
､
拠
諸
本
改
55
３
11 
追
､
御
本
作  
 
 
56
３
11
正 
正
岑
､
昌
本
塙
本
作
正
峯
､
相 
正 
正
岑
､
昌
本
塙
古
本
作
正
峯
正 
峯
[ハ
日
]
正 
57
３
13
作
作
､
原
作
治
､
今
意
改
､
廣
[イ
]
本
印
一
本
作 
治
治
路
､
一
本
作 
路
治
治
治
路
司
冶
旧
校
作
造
58
４
１ 
數
 
數  
數
､
紀
畧
作 
數
､
續
後
紀
十
八
初
同
而
同
書
十
九
及
本
書
下
文 
作 
數
緒
數
諸
[畧
]
／
清
云
､
緒
數
続
後
紀
十
八
[二
オ
]
作
諸
数
同
十
九
[五
オ
]
作
緒
数
此
史
此
及
三
[四
ウ
]
四
[十
五
オ
]
共
作
緒
数
緒
數
藤
原
朝
臣
緒
數
緒
數
紀
略
作
諸
數
､
按
續
日
本
後
紀
､
嘉
祥
元
年
正
月
戊
辰
條
､
作
諸
數
､
同
二
年
二
月
丁
丑
條
､
及
本
史
此
文
､
仁
壽
元
年
二
月
甲
子
條
､
同
二
年
十
月
甲
子
､
共
作
緒
數
､
緒
諸
草
體
相
似
､
雖
未
知
何
是
姑
従
多
／
｢
何
當
作
孰
(不
明
)｣
59
４
１ 
率
率 
[旧
ハ
日
]
率
60
４
１
令
令
､
原
作
命
､
據
廣
イ
本
印
一
本
及
類
史
[三
五
]
 
命
命
､
紀
畧
類
史
卅
五
作
令
命
令
[キ
略
ル
]
命
命
京
畿
七
道
命
類
史
巻
三
十
五
､
及
紀
略
作
令
61
４
２
三
日
三
日
三
日
云
々
､
見
漢
書
文
帝
序
後
七
年
紀
三
日
三
日
62
４
２
以
日
易
月
以
日
易
月
､
見
漢
書
文
帝
後
七
年
紀
以
日
易
月
以
日
易
月
､
見
同
紀
以
日
易
月
以
日
易
月
､
漢
文
帝
後
七
年
遺
詔
曰
服
大
紅
十
五
日
以
日
易
月
八
〇
小
紅
十
四
日
纎
七
日
釋
服
矣
､
此
以
日
易
月
也
63
４
２ 
率
率 
[旧
ハ
土
日
]
率
64
４
２
宸
宸
宸
震
[旧
]
宸
65
４
３
葬
仁
明
皇
帝
葬
仁
明
皇
帝
葬
仁
明
皇
帝
葬
天
皇
続
後
紀
巻
廿
[十
四
丁
右
]
葬
仁
明
皇
帝
葬
仁
明
皇
帝
于
深
草
山
陵
于
類
史
巻
三
十
五
作
於
66
４
３
于
于
､
類
史
三
五
作
於
于
于
､
類
史
(卯
本
)
作
於
于
於
[印
ル
]
于
67
４
５
着
著
著
著
68
４
５ 
 
脱
《
悦
》
晩
[旧
]
脱
69
４
５
仍
仍
仍
､
紀
畧
作
乃
仍
仍
70
４
５
陵
陵
､
原
作
隣
､
據
紀
略 
隣
近
隣
､
紀
畧
作
近
陵
､
恐
是
隣
陵
[キ
]
陵
近
陵
七
箇
寺
陵
原
作
隣
､
拠
紀
略
改
71
４
６
右
近
衛
少
將
右
近
衛
少
將
､
千
株
四
月
任
之
､
此
恐
誤
右
近
衛
少
將
千
株
､
四
月
任
右 
衛
少
將
､
載
此
恐
誤
右
近
衛
少
将
右
近
衛
少
将
72
４
６
内
舎
人
一
人
内
竪
十
人
内
舎
人
一
人
､
據
下
文
補
内
豎
十
人
内
豎
十
人
､
原
本
傍
書
在
内
舎
人
一
人
イ
六
字
内
豎
十
人
竪
[旧
ハ
土
]
内
豎
十
人
73
４
６
紀
伊
寺
紀
伊
寺
紀
伊
寺
､
廣
隆
寺 
起
曰
隆
城
寺
､
又
號
紀
伊
寺
､
牽
爲
孝 
天
皇
秦
河
勝
弟
和
賀
奉 
之
､
今
按
其
地
未
詳
紀
伊
寺
紀
伊
寺
､
廣
隆
寺
縁
起
云
､
隆
城
寺
[又
号
紀
伊
寺
]
奉
為
孝 
天
皇
秦
河
勝
弟
和
賀
奉
造
之
紀
伊
寺
74
４
７
行
行
､
據
廣
本
印
一
本
補
行
行
､
據
一
本
補
―
―
75
４
８
竪
豎
豎
竪
[旧
ハ
土
日
]
豎
76
４
８
寶
皇
寺
寶
皇
寺
寶
皇
寺
､
俗
名
鳥
戸
寺
宝
皇
寺
宝
皇
寺
､
巻
十
[十
二
右
]
宝
皇
寺
火
[俗
名
鳥
戸
寺
]
内
藏
式
造
五
月
五
日
昌
蒲
佩
之
条
亦
載
此
寺
宝
皇
寺
77
４
８
行
行
､
今
意
補
､
下
同
―
加
賀
守
､
恐
此
上 
行
寺
―
―
八
一
78
４
９
貞
貞
､
原
作
眞
､
據
下
文
及
印
一
本
改
貞
貞
岑
､
原
作
眞
岑
､
據
一
本
及
下
文 
真
貞
／
清
按
真
岑
下
文
[廿
一
ウ
]
巻
八
[十
一
ウ
]
巻
十
[三
ウ
]
同
[十
オ
]
作
貞
岑
貞
丹 
真
人
貞
岑
貞
原
作
真
､
拠
下
文
五
月
甲
午
條
､
齊
衡
三
年
八
月
戊
戌
條
､
天
安
二
年
正
月
丙
辰
條
､
同
年
三
月
庚
辰
條
等
改
79
４
９
來
定
寺
來
定
寺
來
定
寺
､
史
徴
曰
在
紀
伊
郡
今
亡
蓋
東
福
寺
邊
來
定
寺
來
定
寺
､
歴
代
編
年
集
成
云
[朱
雀
院
]
天
暦
六
年
八
月
十
五
日
崩
､
廿
日
葬
来
定
寺
､
扶
桑
略
記
同
來
定
寺
80
４
９
行
―
大
學
頭
､
恐
此
上 
行
字
―
―
81
４
９
親 
親 
親
正
､
正
原
作
王
､
據
丹
本
朝
本
塙
本
昌
本 
親 
正
[タ
ア
土
日
]
／
王
当
作
正
親 
正
親
正
下
正
原
作
王
､
拠
水
本
朝
本
改
82
４
９ 
部
刑
､
原
作
治
､
據
下
文
仁
壽
元
年
二
月
紀
及
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
續
後
紀
嘉 二年二月紀改  
部
刑
部
､
原
作
治
部
､
據
續
後
紀
卷
十
卷
十
九
及
本
書
卷
三   
部
按
続
後
紀
十
[十
四
オ
]
十
九
[
七
ウ
]
及
下
文
[十
六
オ
]
共
作
刑
部
少
輔
藤
原
関
雄
至
巻
三
[三
オ
]
云
為
治
部
少
輔
､
然
則
此
作
治
部
者
非  
部
｢刑
部
少
輔
｣
｢刑
原
作
治
拠
旧
校
改
､
按
続
後
紀
十
・
十
九
､
及
本
史
下
文
共
作
刑
部
少
輔
藤
原
関
雄
､
至
巻
三
､
云
為
治
部
少
輔
､
然
則
此
作
治
部
者
非
｣
83
４
10
拜
志
寺
拜
志
寺
拜
志
寺
､
在
紀
伊
郡
今
亡
出
于
玄
蕃
式
拜
志
寺
拜
志
寺
､
玄
蕃
式 
近
都
諸
寺
東
拜
志
以
北
西
石
作
以
北
停
預
講
師
僧
綱
検
察
拜
志
寺
84
４
10
行
―
從
三
位
､
此
下
恐 
行
字
―
―
85
４
11
竪
豎
豎
竪
[日
下
同
､
旧
ハ
土
]
豎
86
４
11
深
草
寺
深
草
寺
深
草
寺
､
在
紀
伊
郡
今
不
詳
深
草
寺
深
草
寺
87
４
12
竪
豎
豎
竪
[旧
ハ
土
]
豎
88
４
12
眞
木
尾
寺
眞
紀
尾
寺
眞
紀
尾
寺
､
今
亡
､
按
宇
治
郡
朝
日
山
池
尾
村
邊
有
槇
尾
山
､
古
置
寺
歟
真
木
尾
寺
真
木
尾
寺
､
初
例
抄
云
､
仁
海
号
小
野
僧
正
元
杲
僧
都
弟
子
､
槙
尾
寺
上
座
平
逹
子
真
木
尾
寺
八
二
89
４
12 
風
 
風
清
風
､
或
云
非
加
賀
介
､
此
恐
誤  
風
清
風
90
４
13
竪
豎
豎
竪
[旧
]
豎
91
４
13 
尾
寺
檜
､
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
作
栂  
尾
寺
檜
尾
寺
､
檜
一
本
作
栂
､
以
呂
波
字
類
抄
云
檜
尾
寺
法
禪
寺
是
也
實   
居
住
所
也
可
考  
尾
寺
檜
尾
寺
､
以
呂
波
字
類
抄
云
､
檜
尾
寺
法
禅
寺
是
也
､
實
恵
僧
都
居
住
所
也  
尾
寺
92
４
13
雷
雨
雷
雨
雷
雨
､
類
史
卅
六
作
雨
雷
雷
雨
雷
雨
93
４
13
倍
陪
倍
倍
94
４
14   
､
紀
略
作
觀
､
類
史
[三
六
]
與
此
同  
察 
､
紀
畧
作
察
觀
視
視
95
４
15
良
岑
朝
臣
宗
貞
良
岑
朝
臣
宗
貞
宗
貞
､
任 
正
住
花
山
寺
､
號 
照
､
釋
家
官
班
紀
云
､
台
徒 
正
始
于
遍
照
､
(今
昔
物
語
､
大
和
物
語
､
慈
覺
傳
､ 
照
集
､
續
往
生
傳
､
躰
源
抄
､
參
考
)
良
岑
朝
臣
宗
貞
良
岑
朝
臣
宗
貞
､
任
僧
正
住
花
山
寺
号
遍
照
釋
家
官
班
記
云
､
台
徒
僧
正
始
于
遍
照
良
岑
朝
臣
宗
貞
96
４
15
寵
寵
  
[旧
日
]
寵
97
４
16
己
酉
戊
申
朔
己
酉
巳
酉
己
酉
98
４
16
匠
匠
大
匠
､
原
作
大 
､
據 本   
近
[旧
]
／
匠
[タ
ア
ハ
イ
ヒ
土
一
本
日
]
匠
資
大
匠
以
陶
釣
匠
原
作
造
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
大
本
旧
校
改
99
５
１
九
服
九
服
九
服
周
礼
夏
官
職
方
氏
九
服
100
５
１
徊
徨
徊
徨
､
原
作
廻 
､
今
從
印
一
本
徊
徨
徊
徨
､
原
作
廻 
､
據
一
本 
(楊
雄
甘
泉
賦
)
廻 
廻 
｢廻
逅
｣
｢旧
校
作
徊
徨
｣
101
５
１
擁
塞
擁
塞
擁
塞
､
宜
作  歴
塞
擁
塞
擁
塞
102
５
２   
､
原
作
徂
､
據
尚
書
舜
典
改
､    
落
､
原
作
徂
落
､
據
一
本
及 
書
舜
典 
徂 
[一
本 
]
／
書
舜
典
徂
正
位
徂
落
之
夕
徂
大
本
作 
､
｢正
辭
曰
､
書
堯
典
云
､
帝
乃 
落
孟
子
萬
章
篇
､
作
放
勲
乃
徂
落
､
八
三 漢書
楊
雄
傳
注
云
､
徂
落
死
也
､
則
知 
徂
古
通
用
､
玉
篇
亦
云
､ 
在
乎
切
､
死
也
､
今
作
徂
＊
｣
103
５
２
百
王
百
王
､
此
上
恐
脱
字
百
王
百
王
､
此
上
恐 
字
百
王
百
王
104
５
３
括
括
括
､
原
作
枯
､
據
塙
古
本
昌
本 
､
舊
刻
同
枯
括
[旧
刻
ハ
土
日
]
括
道
括
乾
坤
括
原
作  古
､
拠
諸
本
及
舊
刻
本
改
､
盖
新
刻
本  竒  厥
之
誤
也
105
５
３ 
 
  
[日
旧
土
] 
106
５
５ 
心
 
心
因
心
､
出
孝
經
序
､
類
史
作
固
心  
心
孝
経
序
／
大
雅
皇
矣
因
心
107
５
５
寢
門
問
竪
竪
､ 
豎
字
譌
體
寢
門
問
豎
寢
門
問
豎
､
出
禮
記
寝
門
問 
礼
記
文
王
世
子
／
竪
[旧
ハ
土
日
]
寝
門
問 
108
５
５
愛
敬
愛
敬
愛
敬
字
典
､
虔
敬
也
､
魯
語
少
采
夕
月
与
太
史
司
載
糾
虔
天
刑
愛
敬
109
５
５
馳 
申
虔
  
申
虔
馳 
申
虔
､
虔
一
本
作
度
､
此
事
見
漢
成
帝
紀   
申
虔
馳
道
申
虔
､ 
成
帝
紀
云
帝
為
太
子
云
々
､
初
居
桂
宮
上
嘗
急
召
太
子
出
龍
樓
門
不
敢
馳
道
馳
道
申
虔
110
５
５
温
恭
温
恭
温
恭
舜
典
－
－
允
塞
温
恭
111
５
６
属 
時
來
居
南
面
之
 
高
屬 
時
來
居
南
面
之
 
高
属 
時
來
居
南
面
之
 
高
属 
時
來
居
南
面
之
 
高
｢
属 
時
來
居
南
面
之
尊
高
｣
｢浚
明
云
､
來
字
恐
有
謬
誤
､
今
按
疑
當
作
盛
艸
書
相
似
轉
訛
､
又
按
､
尊
上
恐
脱
至
字
高
字
屬
下
句
｣
112
５
６
大
寶
大
賓
大
寶
(易
繋
辭
傳
下
)
大
宝
易
繋
辞
下
聖
人
之
大
宝
曰
位
大
宝
113
５
６
罔
極
罔
極
罔
極
(詩
小
雅
)
罔
極
詩
小
雅
蓼
莪
罔
極
八
四
114
５
７ 
々
 
々  
々
出
于
文 
､
或
曰
當
作 
々     
々
[旧
]
／  
尓
雅
釋
訓 
々 
々
君
之
徳
也
／
任 
勧
進
箋  晉
紳 
々
深
所
未
達
[文
選
]   
115
５
８
例
例
例
列
[旧
]
例
116
５
８ 
葬  
葬
､
原
作
－
－
､
據
廣
本
傍
朱
書
谷
一
本
印
一
本
補
､
廣
本
傍
朱
書
又
作
殯
歟  
葬  
葬
､
據
一
本
補
､
或
作
葬
後
､
葬
一
作
殯
―
タ
本
二
字
欠
ア
本
同
､
日
土
同  
葬
既
葬
即
位
二
也
原
无 
葬
二
字
､
而
空
一
字
､
水
本
朝
本
空
二
字
､
旧
校
云
､
一
有 
葬
二
字
､
｢今
従
之
補
｣
／
｢春
秋
釋
例
(不
明
)｣
117
５
９
忘
忘
忘  巳
[旧
日
]
忘
118
５
９
七
廟
七
廟
七
廟
曲
礼
七
廟
119
５
９
定
定
､
印
一
本
作
足
定
定
《
足
一
本
》
定
｢
下
定
万
民
之
望
｣
｢定
旧
校
作
足
｣
120
５
10  空
欸
  空    空 
､
原
作 
疑
､
據 本   
疑
《  空[一本]  》
[タ
ア
ハ
土
日
]
(｢  空
欸
｣
下
)
／  空 
､
任 
勧
進
箋
実
有
愚
誠
､
不
任  空    空   空 
之
至   空 
原
作 
疑
､
拠
水
本
白
本
朝
本
旧
校
改
､
按
文
選
任
 
勧
進
箋
､
實
有
愚
誠
､
不
任  空 
121
５
10
曰
曰
､
印
一
本
及
紀
略
作
旨
曰
令
曰
､
紀
畧
作
令
旨
曰
旨
[畧
]
曰
122
５
10
源
朝
臣
源
朝
臣
源
朝
臣
続
後
紀
十
八
[二
右
]
与
此
同
源
朝
臣
123
５
11 
 
    區
[タ
] 
[ヒ
ハ
] [日旧刻]  
源
朝
臣   
水
本
作  區
､
尾
本
作 
､
舊
刻
本
作 
､
續
後
紀
嘉
祥
元
年
正
月
戊
辰
條
､
与
本
文
同
124
５
14
帥
帥
帥
輔
[ハ
日
旧
]
帥
125
５
15
薨
薨
薨
葬
[旧
]
薨
126
５
16
幼
幼
幼
幻
[旧
]
幼
127
５
16
兵
部
卿
兵
部
卿
卿
､
據 
本 
兵
部
卿
[タ
ア
ヒ
ハ
イ
土
山
日
]
兵
部
卿
拜
兵
部
卿
原
脱
卿
字
､
拠
水
本
尾
本
朝
本
｢山
細
｣
旧
校
補
八
五
128
５
16
承
和
七
年
承
和
七
年
承
和
七
年
続
後
紀
九
[三
右
]
承
和
七
年
129
６
１
八
年
八
年
八
年
続
後
紀
十
[廿
五
左
]
八
年
130
６
１
甞
嘗
  寺
《
甞
》
甞
[白
タ
ア
ハ
ヒ
土
山
]
(｢甞
｣
下
)
甞
甞
嵯
峨
天
皇
甞
原
作
等
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
｢山
細
｣
旧
校
改
131
６
３ 
躍
 
躍
 
躍
喜
[白
タ
ハ
ヒ
日
] 
躍 
躍
喜
原
作
嘉
､
拠
水
本
白
本
尾
本
改
132
６
３
便
便
便
使
[旧
]
使
133
６
４
料
料
料 
[日
]  片
[旧
]
料
134
６
５
軍
軍
､
原
作
兵
､
今
從
廣
本
傍
書
谷
一
本
印
本
傍
書
軍
兵
《
軍
》
軍
将
軍
軍
原
作
兵
､
拠
旧
校
改
135
６
５
揚
揚
揚
楊
[旧
]
揚
136
６
５
累
畧
累
累
137
６
５
忘
忘
忘  巳
[旧
ハ
土
日
]
忘
138
６
６
帥
帥
帥
輔
[旧
]
帥
139
６
６
循
循
､
原
作
修
､
今
從
印
本
循
循  
[ハ
タ
日
]
修
[旧
ハ
土
]
循
因
循
舊
典
循
水
本
白
本
作 
､
｢正
辭
云
旧
刻
本
亦
作
修
＊
｣
140
６
６
僉
會
僉
僉
141
６
７
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
土
]
齋
142
６
８
參
議
從
四
位
下
參
議
､
原
在
式
部
大
輔
上
､
據
廣
本
印
本
傍
書 
從
四
位
下
參
議
從
四
位
下
參
議
､
當
作
參
議
從
四
位
下
從
四
位
下
參
議
參
議
従
四
位
下
參
議
從
四
位
下
原
作
從
四
位
下
参
議
､
拠
例
改
143
６
９
從
(最
終
字
)
従
從
､
據
丹
本
細
本
塙
本
昌
本
補
―
従
[タ
ア
土
日
]
從
圖
書
頭
從
五
位
下
原
脱
從
字
､
拠
水
本
朝
本
｢山
細
｣
校
補
144
６
10
紀
紀
紀
池
[旧
ハ
]
紀
145
６
10   
     
茂
､
原
作 
藏
､
據 本及齊衡三年正月紀 
道 
茂
[白
タ
ア
ハ
ヒ
山
ホ
日
]
巻
八
[一
丁
左
]
道 
紀
朝
臣
道
茂
茂
原
作
藏
､
拠
水
本
白
本
朝
本
尾
本
｢山
細
｣
及
斉
衡
三
年
正
月
辛
亥
紀
改
146
６
14
月
月
､
廣
本
傍
朱
書
日
月
月
月
147
６
14
固
固
固
､
原
作
因
､
據 
本 
因
《
固
》
[タ
ア
土
ホ
日
]
(｢固
｣
下
)
固
以
固
万
國
之
基
固
原
作
因
､
拠
水
本
朝
本
｢細
｣
旧
校
改
八
六
148
６
15 
輸
輸
､
原
作
諭
､
據
白
本
塙
本 
諭
輪
[タ
旧
刻
ハ
土
]
輸
輸
中
誠
輸
原
作
諭
､
拠
水
本
白
本
舊
刻
本
改
149
６
15
中
中
中
､
丹
本
昌
本
作
申
中
申
[タ
日
]
中
150
６
15
權
奪
權
奪
權
奪
権
奪
､
文
選
斉
竟
陵
文
宣
王
行
状
權
奪
151
６
15
内
内
､
紀
略
无
内
五
畿
内
､
紀
畧
旡
内
字
内
ナ
シ
[キ
]
内
五
畿
内
七
道
諸
國
紀
略
旡
内
字
152
６
16
修
修
､
據
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
及
紀
略
補
修
修
､
據
紀
畧
補
―
修
[キ
]
修
修
二
七
日
御
齋
會
原
旡
修
字
､
拠
紀
略
及
旧
校
補
153
６
16
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
日
]
齋
154
６
16
竪
豎
豎
竪
[旧
ハ
土
日
]
豎
155
６
16
等
兩
人
等
一
兩
人
等
一
両
人
等
一
兩
人
156
７
１
公
除
公
､
原
作
出
､
據
紀
略 
出
除
出
除
､
一
作
公
除
､
恐
是
出
除
出
除
157
７
１
官
官
宮
官
[諸
本
日
旧
]
官
158
７
１
大 
於
朱
雀
門
前
大
祓
於
朱
雀
門
前
太 
於
朱
雀
門
前
大
祓
於
朱
雀
門
前
｢
大
祓
於
朱
雀
門
前
｣
｢大
原
作
太
､
拠
旧
刻
本
改
｣
159
７
１
魚
虎
鳥
魚
虎
鳥
魚 
鳥
乕
[日
]
／
魚
乕
鳥
倭
名
抄 
尓
雅
集
注
云 [音立和名曽比日本紀私記用此字文徳天皇実録魚虎鳥三字今按魚虎見兼名苑等]小鳥也､色青翠而食魚江東呼為水  苟
魚 
鳥
魚
乕
鳥
乕
字
諸
本
皆
同
､
｢干
録
字
書
云
､
乕
虎
上
通
下
正
､
正
辭
曰
､
刻
本
倭
名
抄 
條
引
此
､
按
魚
虎
之
名
､
亦
見
張
揖
注
上
林
賦  
､
及
王
(マ
マ
)
篇 
字
注
＊
｣
160
７
２
御
御
､
據
淀
本
印
本
及
紀
略
補
御
御
御
161
７
２
從
三
位
源
從
三
位
､
據
例
補
從
三
位
源
從
三
位
､
據
例
補
／
源
據
 
本
紀
畧
補
―
源
[キ
タ
ア
イ
ハ
ヒ
日
土
ホ
]
／
拠
例
当
作
従
三
位
源
朝
臣
―
源
朝
臣
定
原
脱
源
字
､
拠
水
本
白
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
及
紀
略
補
､
按
拠
例
當
作
中
納
言
従
八
七 三位
源
朝
臣
定
162
７
３
七
ケ
佛
寺
七
箇
佛
寺
七
箇
佛
寺
ケ
[旧
土
]
(箇
)
／
ナ
シ
[キ
]
(佛
)
七
箇
佛
寺
七
箇
寺
原
作
七
箇
佛
寺
､
拠
紀
畧
及
上
文
乙
巳
條
削
佛
字
163
７
３
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
日
]
齋
164
７
４
傳
燈
滿
位
傳
燈
滿
位
傳
灯
滿
位
燈
[タ
ア
ハ
土
日
]
傳
灯
滿
位
傳
灯
満
位
灯
水
本
朝
本
作
燈
､
｢正
辭
曰
灯
燈
音
近
義
通
､
故
借
用
之
､
蓋
是
青
蒸
之
通
也
､
字
彙
正
字
通
並
云
､
灯
俗
燈
字
､
未
是
＊
｣
165
７
５
寺
寺
―
寺
[タ
ア
ハ
イ
ヒ
土
ホ
日
]
寺
國
分
二
寺
原
脱
寺
字
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
｢細
｣
補
166
７
６
庭
廷
廷
庭
[タ
ア
ハ
土
日
]
庭
天
皇
朝
廷
廷
水
本
白
本
朝
本
作
庭
167
７
７  
勸
請
[天
]
 
勸
請
[天
]
 
勸
請
[天
]
 
勸
請
[天
]  
勧
請
[天
]
按
天
字
下
恐
脱
支
字
､
｢黒
河
春
村
云
天
恐
夫
｣
168
７
７
不
堪
[流
]
 
不
堪
[流
]
 
不
堪
[流
]
 
不
堪
[流
]
 
不
堪
[流
]
状
按
状
字
下
恐
脱
乎
字
169
７
８
懼
懼
懼
､
舊
刻
作
慴
懼
慴
[旧
刻
]
／
按
慴
字
彙
与
摂
同
史
記
項
羽
紀
云
､
一
府
中
皆
慴
伏
懼
慴
｢懼
＊
｣
[利
]
辞
[止
毛
]
慴
原
作
懼
､
拠
旧
刻
本
改
｢作
慴
義
通
＊
｣
170
７
８
從
[已
止
]
不
得
從
[已
止
]
不
得
從
[已
止
]
不
得
従
[已
止
]
不
得
從
[已
止
]
不
得
按
已
止
字
下
恐
脱
乎
字
171
７
８
掃
拂
拂
､ 
本
作
掃
拂
《
掃
》
[タ
ヒ
ホ
土
]
(｢掃
｣
下
)
拂
拂 
侍
[弖
]
拂
水
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
作
掃
172
７
９
庭
廷
廷
庭
[タ
ア
ハ
土
]
庭
173
７
９
[乎
]
[乎
]
[乎
]､
據 
本
補
―
乎
[タ
ア
土
ホ
山
]
[乎
]
厚
慈
[乎
]
原
脱
乎
字
､
拠
水
本
朝
本
｢細
山
｣
補
174
７
９
[弖
之
]
[之
]､
丹
本
无
[弖
之
]
[弖
之
]､
丹
本
旡
[之
]
字
[弖
之
]
[ナ
シ
[タ
]]
(｢之
｣
下
)
[弖
之
]
八
八
175
７
９
天
之
日
嗣
[
乃
]
政
 
天
之
日
嗣
[
乃
]
政
 
天
之
日
嗣
[
乃
]
政
[者
]
詔
詞
觧
四
第
廿
四
詔
賢
人
[
乃
]
能
臣
[
乎
]
得
[弖
之
]
天
下
[乎
婆
]
平
[久
]
安
[久
云
々
]
／
清
按
政
[者
]
者
字
當
大
書
天
之
日
嗣
[
乃
]
政
者
天
之
日
嗣
[乃
]
政
者
者
原
為
小
書
､
拠
例
為
大
書
176
７
９
平
平
乎
平
[タ
ハ
ヒ
土
ホ
]
／
当
作
平
平
平
[久
]
天
地
日
月
[止
]
共
[尓
]
平
原
作
乎
､
拠
水
本
白
本
尾
本
｢細
｣
改
177
７
10
雨
雨
雨
兩
[旧
]
雨
178
７
11
從
從
､
紀
略
作
行
從
從
事
､
紀
畧
作
行
事
從
行
[キ
]
從
179
７
11 
王  
王
､
據
廣
本
中
原
本
淀
本
印
本
補  
王
諸
王
諸
王
180
７
12
宇
旦
宇
宇
181
７
13
授
賜
授
賜
､
據
廣
本
印
一
本
補
授
賜
授
賜
､
據
一
本
捕
､
續
後
紀
三
代
實 
有
例
―
授
賜
[一
本
続
後
紀
三
代
実
録
有
例
]
授
賜
仰
賜
授
賜
[比
之
]
原
脱
授
賜
二
字
､
拠
大
本
旧
校
及
前
後
紀
文
例
補
182
７
14
然
然
､
原
作
烈
､
據
廣
イ
本
印
一
本 
然
然
､
原
作
烈
､
據
一
本 
､
續
後
紀
三
代
實 
有
例
烈
然
[一
本
三
代
紀
続
後
紀
]
然
然
皇
[止
]
坐
[天
]
然
原
作
烈
､
拠
大
本
旧
校
及
前
後
紀
文
例
改
183
７
14
[毛
]
[毛
]
[利
《
毛
》]
[タ
ア
ハ
ホ
]
(｢毛
｣
下
)
[毛
]
治
物
[尓
]
在
[止
奈
毛
]
原
作
止
奈
利
､
拠
水
本
白
本
朝
本
｢細
｣
旧
校
改
､
｢山
岡
浚
明
云
物
一
本
作
賜
春
村
之
宜
從
｣
184
７
15
劣
劣
､
原
作
幼
､
據
廣
本
傍
朱
書
印
本
改
劣
拙
劣
､
丹
本
白
本
塙
本
昌
本
作
拙
幼
舊
刻
同
劣
幼
[タ
旧
刻
ハ
土
日
]
／
清
按
今
年
天
皇
御
年
二
十
四
､
不
可
言
拙
幼
劣
185
７
15
始
初
初
､
尾
本
塙
本
昌
本
作
始
初
始
[ヒ
土
日
]
始
親
王
等
始
[天
]
始
原
作
初
､
拠
尾
本
及
前
紀
文
例
改
186
７
15
穴
穴
､
原
作
共
､
據
廣
本
印
一
本
改
穴
穴
､
原
作
共
､
據
一
本 
共
穴
相
穴
[奈
比
]
奉
[利
]
穴
原
作
共
､
拠
旧
校
及
前
紀
文
例
改
八
九
187
７
15
事
依
[天
之
]
事
依
[天
之
]
      
詔
詞
觧
第
三
詔
弥
務
[尓
]
弥
結
[尓
]
阿
奈
々
[比
]
奉
輔
佐
奉
[牟
]
事
[尓
]
依
而
[志
]
云
々
事
依
[天
之
]
事
依
[天
之
]
按
拠
例
事
字
下
､
当
有
尓
字
188
７
16
所
念
行
所
念
行
所
念
行
所
念
行
所
念
行
按
拠
例
行
字
下
當
有
須
字
189
７
16
以
以
以
―
是
以
正
直
､
正
上
一
有
以
字
以
―
以
[一
本
タ
ヒ
土
日
]
以
以
是
以
以
正
直
之
心
[天
]
原
以
正
間
脱
一
以
字
､
拠
水
本
尾
本
大
本
旧
校
補
心
原
作
人
､
拠
大
本
及
前
後
紀
文
例
改
190
７
16
心
心
､
原
作
人
､
今
從
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
人
人
､
一
作
心
人
心
[一
本
続
紀
三
代
紀
続
後
紀
]
心
191
７
16
庭
廷
廷
庭
192
８
１
几
凡
 
 
193
８
１
奈
母
奈
母
､
廣
本
傍
朱
書
小
字
奈
母
奈
母
[奈
母
]
｢
多
采
[
尓
止
奈
母
]｣
｢奈
母
原
為
大
書
､
拠
例
為
小
書
｣
194
８
３ 
 
 
並
[旧
] 
195
８
３
已
以
以
以
196
８
４
給
侍
[留
]
人
給
侍
[留
]
人
給
侍
[留
]
人
給
侍
[留
]
人
､
戸
令
曰
 
年
八
十
及
篤
疾
給
侍
一
人
九
十
二
人
､
百
歳
五
人
､
義
觧
謂
､
其
給
侍
者
不
限
貴
賤
皆
普
給
之
給
侍
[留
]
人
197
８
11
眞
人
眞
人
､
廣
イ
本
印
一
本
作
朝
臣
眞
人
眞
人
､
一
作
朝
臣
真
人
朝
臣
[ナ
]
／
清
云
文
室
真
人
下
文
[十
五
ウ
]
巻
五
[三
オ
]
巻
八
[三
オ
]
巻
十
[九
ウ
]
及
続
後
紀
巻
八
[六
ウ
]
同
[廿
ウ
]
巻
九
[
三
オ
]
巻
十
七
[四
ウ
]
巻
十
九
[廿
三
朝
臣
文
室
朝
臣
助
雄
朝
臣
原
作
真
人
､
拠
内
本
旧
校
改
､
按
續
日
本
後
紀
､
承
和
六
年
二
月
庚
午
條
､
同
年
九
月
乙
酉
條
､
同
七
年
正
月
丁
未
條
､
同
十
四
年
正
月
丁
丑
條
､
嘉
祥
二
年
九
月
丁
巳
條
､
及
本
史
下
文
五
月
己
卯
九
〇
オ
]
共
作
朝
臣
此
作
真
人
者
非
也
條
､
仁
壽
三
年
正
月
丁
未
條
､
斉
衡
三
年
正
月
丙
辰
條
､
天
安
二
年
三
月
乙
亥
條
､
共
作
朝
臣
､
此
作
真
人
者
非
也
198
８
11
岑
岑
岑
峯
[ハ
]
岑
199
８
11 
關
開
《
關
》
[タ
ハ
]
(｢關
｣
下
)
／
類
聚
国
史
考
異
云
､
開
主
文
徳
実
録
嘉
祥
三
年
四
月
甲
子
､
仁
壽
二
年
正
月
壬
午
､
三
代
実
録
貞
観
十
年
正
月
十
六
日
辛
亥
等
條
､
或
作
開
或
作
関
､
古
本
印
本
交
有
､
同
異
遂
不
一
定
､
今
従
多
定
為
開
／
龍
龕
手
鑑
云
､ 
關
義
同
､
或
省
又
音
間
關
藤
原
朝
臣
關
主
關
原
作
開
､
拠
水
本
白
本
改
､
按
本
史
及
三
代
実
録
､
或
作
關
主
､
或
作
開
主
､
不
一
定
､
｢開
蓋 
字
之
訛
､ 
關
之
俗
字
＊
｣
200
８
13
休
蔭
 
蔭
 
蔭
休
[旧
]
／
休
蔭
､
三
代
実
録
巻
一
[廿
右
]
作
林
蔭
､
恐
非
､
／
本
史
巻
九
[廿
五
左
]
作
休
蔭  
蔭
橘
朝
臣
休
蔭
三
代
実
録
天
安
二
年
十
一
月
廿
五
日
條
､
作
橘
朝
臣
林
蔭
､
本
史
天
安
元
年
八
月
辛
亥
條
､
作
休
蔭
､
按
作
林
蔭
者
恐
非
201
８
13
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
土
]
齋
202
８
13
廣
廣
廣 
[旧
]
廣
203
８
14
榎
井
朝
臣
嶋
長
榎
井
朝
臣
    
嶋
長
禰
､
恐
衍
榎
井
朝
臣
祢
嶋
長
ナ
シ
[白
ル
九
十
九
タ
ア
ヒ
土
]
(祢
)
／
祢
字
巻
六
[三
右
]
巻
八
[十
三
左
]
共
旡
榎
井
朝
臣
嶋
長
榎
井
朝
臣
嶋
長
原
嶋
字
上
衍
祢
字
､
拠
水
本
尾
本
朝
本
旧
校
本
及
類
史
巻
九
十
九
削
204
８
14
家
原
朝
臣
朝
臣
､
原
作
宿
祢
､
今
從
類
史
[九
九
]､
廣
本
傍
家
原  
宿 
､
一
連
速
家
原  
連
(宿
)
／
朝
臣
[ル
]
／
家
原
宿
祢
巻
四
[七
オ
]
作
宿
祢
巻
四
[十
二
オ
]
家
原 
氏
主
家
原
連
氏
主
連
原
作
宿
祢
､
拠
旧
校
改
､
類
史
九
十
九
作
朝
臣
者
非
､
按
本
史
斉
衡
二
年
八
月
辛
卯
九
一
朱
書
印
一
本
作
連
同
[十
五
ウ
]
作
連
巻
七
[十
三
オ
]
巻
八
[ニ
ウ
]
同
[十
四
オ
]
巻
十
[七
ウ
]
作
宿
祢
､
按
巻
七
[十
三
オ
]
賜
姓
宿
祢
此
及
巻
四
[七
オ
]
作
宿
祢
者
非
類
史
作
朝
臣
又
非
也
､
 
作
連
條
云
､
外
従
五
位
下
家
原
連
氏
主
賜
姓
宿
祢
然
則
此
及
仁
壽
二
年
二
月
壬
子
條
､
作
宿
祢
者
非
也
205
８
14 
關
關
關
206
８
15
着
著
著
著
207
８
15
草
草
､
據
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
及
類
史
[三
六
]
補
草
―
草
[ル
卅
六
]
草
深
草
陵
原
脱
草
字
､
拠
旧
校
及
類
史
三
十
六
補
208
８
15 
 
 
率
[ル
]
／
和
名
抄  
堵
婆  
類
史
作
率
､
｢正
辭
曰
､
佛
書
多
用 
､
按 
堵
婆
或
單
曰
塔
､
塔
是
訓
仏
堂
､
出
葛
洪
字
苑
､
譯
曰
廟
､
見
玄
應
一
切
經
音
義
､
此
蓋
此
義
､
後
世
謂
以
一
木
造
五
輪
形
者
､
與
為 
堵
婆
者
､
不
同
＊
｣
209
９
１ 
關
開
《 
》
[タ
ハ
]
(｢ 
｣
下
)
／
 
[旧
]
關
固
近
江
國
關
使
關
原
作
開
､
拠
水
本
白
本
改
､
關
開
字
説
見
上
210
９
１ 
關
 
關
211
９
１
上
上
､
原
作
下
､
據
上
文
及
廣
本
傍
朱
書
印
一
本 
上
從
五
位
上
､
上
原
作
下
､
據
上
文
及
一
本 
下
上
／
上
文
[此
丁
右
]
云
､
授
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
春
岡
従
五
位
上
､
然
則
下
一
作
上
為
是
上
從
五
位
上
藤
原
朝
臣
春
岡
上
原
作
下
､
拠
旧
校
改
按
上
文
甲
子
條
云
､
授
從
五
位
下
藤
原
朝
臣
春
岡
從
五
位
上
､
然
則
作
下
者
非
也
212
９
２ 
關
 
關
213
９
３
五
條 
五
條 
五
條 
古
今
為
家
抄
云
､
五
條
堀
川
院
大
納
言
國 
所
居
五
條 
九
二
214
９
３ 
 
威
儀
､
原
作
成
儀
､
據 本及紀畧   
威
[キ
タ
ア
土
ホ
]
／
威
[旧
]  
警
蹕
威
威
原
作
成
､
拠
水
本
朝
本
｢細
｣
及
紀
畧
改
215
９
３   
､
據
御
本
廣
本
中
原
本
印
本
補  
 
 
216
９
３
少
將
―
―
―
217
９
３
將
將
､
據
中
原
本
補
將
將
将
218
９
４   
､
原
作 
､
據
内
本
昌
本 
､ 
刺
俗
字
､
廣
本
傍
朱
書
[刺
歟
]    
､
原
作
判
､
據
内
本
昌
本 
､ 
刺
俗
字
判
《
刺
》
[ヒ
]
(｢刺
｣
下
)
／ [日]／知云､判當作   刺俗字  
金 
福
貴
滿  
原
作
判
､
｢今
改
､ 
即
刺
字
､
六
朝
用
此
體
＊
｣
219
９
５
太
政
官
重
宣
太
政
官
重
宣
云
々
､
見
要
略
[五
三
]
太
政
官
重
宣
太
政
官
重
宣
云
々
､
見
要
畧
五
三
太
政
官
重
宣
政
事
要
略
五
十
三
ノ
八
十
三
丁
太
政
官
重
宣
220
９
６
令
令
､
原
作
命
､
今
意
改
命
命
命
221
９
６
非
非
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
補
非
非
､
據
一
本
及
要
略
捕
―
非
[政
五
十
三
]
非
又
雖
非
別
録
申
官
原
脱
非
字
､
拠
旧
校
及
政
事
要
略
巻
五
十
三
所
引
補
222
９
８
並
並
並
直
[山
ホ
]
直
直 
示
路
頭
直
原
作
並
拠
山
本
細
本
改
223
９
８
事 
事 
事
條
､
原
作
事
修
､
據 本 
事 
條
[一
本
タ
土
日
]
事 
自
餘
事
條
條
原
作
修
､
拠
水
本
大
本
改
224
９
９
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
日
]
齋
225
９
９
宣
詔
宣
詔
宣
詔
云
々
､
宜
合
考
三
代
格
一
二
､
一
六
､
四
四
宣
詔
格
[十
六
ノ
廿
三
オ
]
／
格
文
有
異
同
／
三
代
実
録
四
十
四
ノ
十
二
丁
可
合
攷
､
又
三
代
格
十
二
ノ
十
五
丁
宣
詔
226
９
10
本
本
､
三
代
格
[一
六
]
作
元
本
本
本
227
９
10
非
有
所
非
有
所
､
同
上
作
無
所
禁
非
有
所
非
有
所
非
有
所
228
９
10
由
由
､
廣
本
傍
書
[司
]
由
所
由
､
恐
當
作
所
司
妨
､
原
作
如
､
據
三
代
格
十
二
 
三
代
格
一
六
作
失
由
《
司
》
格
由
所
司
｢由
｣
司
原
校
作
由
｢由
旧
校
作
司
｣､
三
代
格
十
六
又
作
由
｢按
唐
六
典
十
七
､
諸
牧
監
条
云
､
若
諸
監
之
細
馬
生
駒
､
以
其
九
三 数申
所
由
司
､
又
沙
苑
監
条
云
､
凡
羊
毛
及
雑
畜
皮
角
皆
具
数
申
送
所
由
焉
､
拠
此
作
司
者
非
也
､
僧
尼
令
所
由
人
｣
229
９
10
斧
斤
斧
斤
､
三
代
格
作
鎌
斧
斧
斤
斧
斤
斧
斤
230
９
10
捕
捕
､
同
上
作
執
捕
捕
捕
231
９
11
跡
後
､
同
上
作
蹊
跡
跡
跡
232
９
11
妨
妨
､
原
作
如
､
據
同
上 
妨
如
《
妨
》
失
[格
]
妨
妨
其
樵
蘇
之
業
妨
原
作
如
､
拠
旧
校
改
､
三
代
格
十
六
引
此
詔
作
失
又
三
代
実
録
四
十
四
元
慶
七
年
十
二
月
廿
二
日
条
､
勅
文
似
此
條
又
作
失
､
而
三
代
格
十
二
､
貞
観
二
年
十
月
廿
一
日
､
官
符
文
類
于
此
作
妨
樵
蘇
､
今
従
于
此
233
９
11
樵
蘇
樵
蘇
樵 
樵 
､
漢
韓
信
傳
云
､
樵
蘇
後
爨
／
格
十
二
云
､
奪
取
百
姓
鎌
斧
以
妨
樵 
之
類
樵 
234
９
11 
知
下
知
､
原
作
知
下
､
據
印
本
及
三
代
格   
知
 
知
ハ
[曰
]
旧
作
知
下 
知
235
９
11
豪
貴
之
家
豪
貴
之
家
､
三
代
格
作
或
公
或
私
豪
貴
之
家
豪
貴
之
家
豪
貴
之
家
236
９
14
殺
   
､
一
據
作
薙
､ 
本
作
殺  
殺
[一
本
タ
ア
ハ
ヒ
土
ホ
山
日
]
／
雉
[旧
]
殺
折
木
殺
草
殺
原
作 
､
旧
校
作
薙
旧
刻
本
作
雉
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
大
本
｢細
山
｣
改
237
９
14 
異
異
､ 
本
作
災
異
《
災
》
[タ
ア
ハ
ヒ
土
ホ
山
日
]
(｢災
｣
下
)
災
記
災
也
災
原
作
異
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
｢細
山
｣
改
238
９
15
從
五
位 
上
､
原
作
下
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
及
續
後
紀
承
和
十
五
年
正
月
紀 
從
五
位 
從
五
位
上
､
上
原
作
下
､
據
續
後
紀
十
八
初 
従
五
位 
上
／
清
按
､
続
後
紀
十
八
[一
丁
左
]
授
従
五
位
下
嶋
江
王
従
五
位
上
､
然
則
下
一
作
上
為
是
從
五
位
上
從
五
位
上
嶋
江
王
上
原
作
下
､
拠
旧
校
改
､
按
續
後
紀
嘉
祥
元
年
正
月
戊
辰
條
云
､
授
従
五
位
下
嶋
江
王
従
五
位
上
､
然
則
作
下
者
非
也
九
四
239
９
15
羔
丞
丞
烝
[旧
]
丞
240
９
16
齋
(１
字
目
)
齋
齋
齊
[旧
ハ
土
日
]
齋
241
９
16
齋
(２
字
目
)
齋
齋
齊
[旧
ハ
土
日
]
齋
242
10
２ 
關
 
關
243
10
２
散
位
源
朝
臣
同
散
位
源
朝
臣
同
散
位
源
朝
臣
同
散
位
源
朝
臣
同
散
位
源
朝
臣
同
､
按
拠
例
散
位
下
当
書
位
､
下
文
散
位
大
宅
朝
臣
年
雄
､
又
不
書
､
恐
因
書
上
文
從
五
位
下
某
､
譲
其
｢
而
｣
省
者
｢文
｣
乎
244
10
３
墾
田
麻
呂
墾
田
麻
呂
墾
田
麻
呂
､
一
本
田
下
有
村
字
､
續
後
紀
十
九
初
､
及
本
史
十
與
此
同
墾
田
麻
呂
墾
田
麻
呂
続
後
紀
十
九
[二
ウ
]
本
史
十
[五
オ
]
与
此
同
墾
田
麻
呂
245
10
４
從
從
從
､
據 
本
及
上
文
補
―
従
[タ
ア
上
文
十
三
右
ナ
土
日
]
從
從
五
位
下
高
階
真
人
信
澄
原
脱
從
字
､
拠
水
本
朝
本
内
本
旧
校
及
上
文
甲
子
條
補
246
10
５
大
后
崩
太
后
崩
太
后
崩
太
后
崩
247
10
５
葬 
皇 后
葬 
皇 后
葬 
皇 后
太
[旧
ハ
]
(｢大
｣
字
)
／
大
[ハ
]
(｢太
｣
字
)
／
葬
大
皇
太
后
－
－
､
諸
陵
式
云
嵯
峨
陵
太
皇
太
后
橘
氏
在
山
城
国
葛
野
郡
葬 
皇 后
248
10
５
遺
令
遺
令
遺
､
此
下
恐 
詔
字
遺
令
清
按
恐
脱
詔
字
(｢遺
令
｣
間
)
遺
令
249
10
６
三 
三
日
､
朝
本
塙
本
細
本
山
本
及
紀
略
作
三
月
､
原
イ
本
御
イ
本
廣
イ
本
水
本
印
一
本
作
三
月
三
日
三 
三
日
､
朝
本
塙
本
細
本
山
本
紀
畧
作
三
月
､
一
本
此
上
有
三
月
二
字
､
水
本
同
三 
月
[ア
略
土
ホ
山
]
／
契
冲
河
社
一
ニ
此
文
ヲ
引
テ
三
日
ノ
上
ニ
三
月
ト
小 シ下ニ水府本ト標セリ
三 
今
茲
三
日
三
日
朝
本
｢細
山
｣
紀
畧
作
三
月
､
旧
校
作
三
月
三
日
四
字
九
五
250
10
６
訛
言
訛
言
訛
言
訛
言
､
和
名
抄  羔
[古
労
反
字
亦
作  高
久
佐
毛
知
比
]
蒸
米
屑
為
之
文 
実
録
云
嘉
祥
三
年
訛
言
云
々
訛
言
251
10
７
俗
名
母
子
草
俗
名
母
子
草
俗
名
母
子
草
俗
名
母
子
草
､
和
名
抄
本
草
云
菴
蘆
子
[上
音
淹
､
和
名
波
々
古
]
荊
楚
歳
時
記
云
三
月
三
日
云
々
､
是
日
取
鼠
麹
汁
蜜
和
粉
謂
三
龍
舌
料
以
厭
時
気
､
後
拾
遺
俳
諧
部
み
か
の
夜
の
も
ち
ひ
は
く
は
し
わ
つ
ら
は
し
き
け
ハ
よ
と
の
に
は
ゝ
こ
つ
む
也
俗
名
母
子
草
｢
俗
名
母
子
草
＊
｣
｢正
辭
按
､
倭
名
抄
所
謂
菴
蘆
子
和
名
波
々
古
､
是
也
､
嘉
祐
本
艸
､
所
謂
鼠 
草
也
､
荊
楚
歳
時
記
云
､
三
月
三
日
取
鼠
麹
汁
蜜
和
為
粉
､
謂
之
龍
古  半
､
以
壓
時
氣
､
江
西
人
呼
為
鼠
耳
草
＊
｣
252
10
８
太
皇
大
后
太
皇
太
后
太
皇
太
后
太
皇
太
后
253
10
９
長
長
､
據
内
本
印
一
本
捕
長
長
､
據
内
本
捕
―
長
[ナ
]
長
身
長
六
尺
二
寸
原
脱
長
字
､
拠
内
本
旧
校
補
254
10
10
高
麗
大
使
 
高
麗
大
使
云
々
､
見
寶
龜
七
年
十
二
月
紀
高
麗
大
使
 
高
麗
大
使
云
々
､
見
寶
龜
七
年
十
二
月
紀
高
麗
大
使
 
見
宝
亀
七
年
十
二
月
乙
巳
紀
高
麗
大
使
 
255
10
11
白
面
白
面
白
面
白
面
､
宋
魏
連
年
互
相
侵
伐
王
玄
謨
勧
宋
大
挙
沈
慶
之
諫
曰
畊
當
問
奴
織
当
問
婢
今
欲
伐
國
奈
何
与
白
面
書
生
謀
之
､
白
楽
天
詩
[文
集
巻
一
采
地
黄
者
詩
]
 
来
朱
門
家
賣
與
白
面
郎
､
杜
之
美
詩
馬
上
誰
家
白
面
郎
臨  皆
下
馬
坐
人
床
／
葛
原
詩
話
白
面
九
六
256
10
12
卅
三
十
三
十
､
塙
本
昌
本
作
卅
三
十
卅
[土
日
]
三
十
257
10
13
髪
委
於
地
檀
林
皇
后
髪
長
事
髪
委
於
地
髪
委
於
地
髪
委
於
地
258
10
14
拜
爲
夫
人
拜
爲
夫
人
､
按
紀
略
大
同
四
年
六
月
也
拜
爲
夫
人
拜
爲
夫
人
､
大
同
四
年
六
月
也
､
見
逸
史
一
七
拜
爲
夫
人
大
同
四
年
六
月
也
､
見
逸
史
十
七     
259
10
15
着
著
著
著
260
10
16
爲
皇 
后
爲
皇 
后
爲
皇 
后
爲
皇 
后
261
10
16 
皇 
后
 
皇 
后
尊
皇 
后
尊
皇 
后
262
10
16
爲
太
皇
大
后
爲
太
皇
太
后
爲
太
皇
太
后
､
事
見
續
後
紀
一
爲
太
皇
太
后
続
後
紀
[十
三
左
]
爲
大
皇
大
后
263
10
16 
贈
 
贈
追
贈
続
後
紀
[廿
二
左
] 
贈
264
10
16 
政
大
臣
 
政
大
臣
 
政
大
臣
 
政
大
臣
265
10
16
自
明
自
明
､
原
傍
書
御
イ
本
廣
本
傍
書
昌
イ
本
尾
イ
本
印
一
本
作
夙
悟
自
明
自
明
､
昌
イ
本
尾
イ
本
作
夙
悟
自
明
夙
悟
夙
悟
泡
幻
夙
悟
原
作
自
明
､
拠
旧
校
改
266
11
１
檀
林
寺
檀
林
寺
檀
林
寺
拾
芥
抄
[廿
五
大
寺
]
檀
林
寺
267
11
２
弟
弟
第
弟
[一
本
タ
ア
ナ
土
日
]
弟
弟
右
大
臣
氏
公
朝
臣
弟
原
作  弟
､
拠
水
本
朝
本
大
本
内
本
改
268
11
２
學 
院
學 
院
學 
院
､ 
､
宜
作
館
､
 
俗
官
字
學 《館
》
院
官
[タ
]
／
学 
院
､
拾
芥
抄
学
舘
院
橘
氏
諸
生
別
曹
､
清
按 
俗
官
字
見
篇
海
學 
院
學 
院  
水
本
作
官
､
拾
芥
抄
及
旧
校
作
舘
｢干
禄
字
書
云  
､
上
俗
下
正
＊
｣
269
11
２
濟
々
閣
閣
閣
閣
､ 
本
作
濟
々
閣
閣
済
々
[タ
ア
ハ
ナ
土
白
山
細
日
]
／
々
[旧
]
(｢閣
｣
(２
字
目
))
濟
濟
濟
濟
原
作
閣
閣
､
拠
水
本
白
本
朝
本
内
本
｢細
山
｣
旧
校
改
270
11
２ 
皇
后
 
皇
后
 
皇
后
後
漢
書
巻
十 
皇
后
271
11
３
法
華
寺
法
華
寺
法
華
寺
法
華
寺
､
拾
芥
抄
京
法
華
寺
､
光
明
皇
后
号
法
華
滅
罪
寺
法
華
寺
九
七
272
11
４
淳
和
太
皇
 
后
淳
和
太
皇
 
后
淳
和
太
皇
 
后
淳
和 
皇
 
后
273
11
４
哀
哀
哀
､
原
作
衰
､
據
一
本
内
本
山
本 
襄
《
哀
》
[一
本
ナ
山
]
(｢哀
｣
下
)
哀
哀
戚
哀
原
作
襄
､
拠
内
本
大
本
｢山
｣
旧
校
改
274
11
６
上
仙
上
仙
､
日
本
靈
異
記
作
寂
仙
上
仙
上
仙
､
靈
異
記
作
寂
仙
上
仙
寂
[霊
イ
記
]
上
仙
上
仙
亀
本
霊
異
記
下
巻
卅
九
條
､
作
寂
仙
275
11
７ 
指
 
指 
指
､
出
于
莊
子 
指  
指
､
賈
誼
傳
､ 
指
如
意
､
荘
子
天
地
篇
､
手
撓
顧
指
､
玄
英
疏
有
本
作
頤
字
者
､
言
用 
指
揮
頤
指
276
11
８
遣
遣
､
印
一
本
作
遺
遣
遣
､
一
本
作
遺
遣
遣
277
11
９
橘
里
橘
里
橘
里
和
名
抄
越
智
郡
立
花
[多
知
花
]
橘
里
278
11
11
天
皇
誕
生
天
皇
誕
生
天
皇
誕
生
嵯
峨
天
皇
天
皇
誕
生
279
11
11
有
乳
母
姓
 
野
有
乳
母
姓
 
野
有
乳
母
姓
神
野
有
乳
母
姓
神
野
､
続
紀
延
暦
十
年
正
月
紀
甲
戌
太
秦
公
忌
寸 
刀
自
女
賜
姓
賀
美
能
宿
称
､
賀
美
能
親
王
之
乳
母
也
有
乳
母
姓
神
野
280
11
12
郡
名
郡
名
郡
名
伊
豫
国
神
野
郡
也
､
見
類
史
卷
廿
八
郡
名
281
11
13  
､
昌
イ
本
作
綉
､
下
同 
繍
文
､
丹
本
朝
本
塙
本
作
 
文
､
昌
イ
本
作
綉
文
､
下
同
繍
緑
[タ
ア
土
]
／
録
[日
]
／
綉
[日
イ
]
繍
282
11
13
沙
門  
  
沙
門  
蕚
[旧
]
／
事
見
元
亨
釈
書   
283
11
13
繍
(281項
参
照
)
繍
(281項
参
照
)
繍
緑
[タ
ア
土
]・
録
[日
]・
綉
[日
イ
]
繍
九
八
284
11
14
康 
康 
康 
､
異
稱
龜
本
傳
引
此
文
作
唐 
康
僧
異
称
日
本
傳
引
此
文
康
僧
作
唐
僧
康
僧
285
11
14
丙
戌
丙
戌
丙
成
戌
[旧
刻
ハ
日
]
／
当
作
戌
丙
戌
丙
戌
戌
原
作
成
､
拠
諸
｢旧
刻
｣
本
改
286
11
15
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
日
]
齋
287
11
15
座
座
､
原
作
坐
､
據
御
本
及
紀
略
改
坐
坐
坐
288
11
15
便
便
便
､
原
作
使
､
據 
本
紀
畧 
使
便
[タ
ア
キ
ナ
土
ホ
山
日
]
便
使
｢便
｣
於
大
極
殿
｢便
原
作
｣
使
､
｢拠
｣
水
本
内
本
朝
本
｢細
山
｣
旧
校
及
紀
略
作
便
｢改
｣
289
12
３
逸
勢
逸
勢
逸
勢
､
薩
戒
紀
點
ト
シ
ナ
リ
(マ
マ
)
逸
勢
ト
シ
ナ
リ
薩
戒
記
点
／
逸
勢
事
見
承
和
九
年
七
月
己
酉
紀
逸
勢
290
12
３
入
入
入
八
[史
徴
所
引
一
本
]
入
291
12
３
尤
妙 
書
尤
妙 
書
尤
妙 《  》
書
尤
妙 
書
尤
妙 
書  
旧
校
作 
､
｢正
辭
曰
､
干
禄
字
書
云 
隷
上
通
下
正
､
龍
龕
手
鑑
云
､ 
正
､  並或作､據之､  似當作  或  ､然天台六十巻音義､有  字訓イヤシ､類聚名義抄隷俗作  ､並亦從余､不可妄改＊｣
292
12
４
延 
之
季
延 
之
季
延
暦
之
季
延
暦
之
季
－
－
､
唐
書
日
本
傳
云
､
貞
元
未
其
王
曰
桓
武
遣
使
者
､
其
学
子
橘
免
勢
､
浮
屠
空
海
願
留
肄
業
､
歴
二
十
餘
年
､
使
者
高
階
真
人
未
請
免
勢  寺 還詔可､按免是逸之誤
延
暦
之
季
九
九
293
12
４
々
中
 
中
 
中
々
[旧
ハ
] 
中
唐
中
文
人
文
原
作
父
､
拠
水
本
大
本
｢山
｣
改
294
12
４
文
人
文
人
文
人
､
原
作
父
人
､
據 本 
父
《
文
》
人
[タ
山
日
一
本
]
(｢文
｣
下
)
文
人
295
12
４
承
和
九
年
承
和
九
年
承
和
九
年
見
承
和
九
年
七
月
己
酉
紀
承
和
九
年
296
12
５
拷
掠
掠
拷
掠
拷
掠
拷
297
12
６
盧
盧
盧 
[旧
]
廬
廬
于
喪
前
喪
朝
本
作
表
狩
谷
望
之
曰
､
喪
是
墓
字
之
誤
／
｢ 
謂
喪
不
必
作
墓
作
､
表
亦
非
是
(不
明
)｣
298
12
７
喪
前
前
､
廣
本
傍
書
[所
歟
]
喪
前
喪
前
､
當
作
本
墓
前
､
朝
本
白
イ
塙
本
作
表
前
喪
前
表
[ア
ハ
イ
土
]
(｢喪
｣
字
)
／
喪
皇
墓
字
之
誤
喪
前
299
12
７
冲
沖
沖
､
尾
本
塙
本
細
本
昌
本
作
冲
､
恐
是
沖
冲
[ヒ
土
ホ
日
]
沖
妙
沖
沖
尾
本
｢細
｣
作
冲
300
12
７
及
詔
歸
葬
及
詔
歸
葬
及
詔
歸
葬
及
詔
歸
葬
詔
及
歸
葬
詔
及
原
倒
今
意
改
／
｢及
詔
依
旧
為
是
(不
明
)｣
301
12
８
時
康
親
王
時
康
親
王
時
康
親
王
光
孝
天
皇
時
康
親
王
302
12
８
仲
野
親
王
仲
野
親
王
仲
野
親
王
桓
武
皇
子
仲
野
親
王
303
12
８
賀
陽
親
王
賀
陽
親
王
賀
陽
親
王
仲
野
兄
賀
陽
親
王
304
12
９
四
品
人
康
親
王
爲
上
總 
守
四
品
本
康
親
王
爲
上
野
太
守
爲
､
上
總
太
守
､
已
見
續
後
紀
嘉
祥
二
年
閏
十
二
月
紀
四
品
人
康
親
王
爲
上
總 
守
四
品
本
康
親
王
爲
上
野
太
守
人
康
､
爲
上
總
太
守
､
已
見
仁
明
紀
嘉
祥
二
年
閏
十
二
月
紀
四
品
人
康
親
王
爲
上
総 
守
四
品
本
康
親
王
爲
上
野
太
守
太
[旧
ハ
]
／
史
徴
祐
之
按
､
仁
明
紀
嘉
祥
二
年
閏
十
二
月
人
康
為
上
総
太
守
､
三
年
正
月
本
康
為
上
野
太
守
､
此
記
復
出
四
品
人
康
親
王
爲
上
総 
守
四
品
本
康
親
王
爲
上
野
太
守
四
品
人
康
親
王
為
上
総
太
守
四
品
本
康
親
王
為
上
野
太
守
松
崎
祐
之
曰
按
仁
明
紀
､
嘉
祥
二
年
閏
十
二
月
､
人
康
親
王
為
上
総
太
守
､
三
年
正
月
､
本
康
親
王
為
上
野
太
守
､
此
紀
復
出
305
12
９
帥
帥
帥
輔
[旧
ハ
]
帥
306
12
10
眞
眞
､
印
一
本
作
貞
眞
眞
吉
､ 
本
作
貞
吉
､
恐
是
､
眞
吉
此
外
旡
所
見
真
貞
[タ
ハ
イ
山
日
一
本
]
／
布
勢
朝
臣
真
吉
此
外
旡
所
見
真
布
勢
朝
臣
真
吉
真
水
本
白
本
大
本
｢山
｣
作
貞
､
按
真
貞
字
體
易
誤
､
而
此
人
此
他
旡
所
見
､
不
可
攷
307
12
11
春
日
臣
春
日
臣
春
日
臣
､
臣
上
一
本
有
朝
字
､
按
卷
八
作
春
日
臣
有
朝
字
非
春
日
臣
朝
[タ
ハ
イ
日
]
(｢日
臣
｣
間
)
／
清
按
巻
八
[十
一
丁
]
作
春
日
臣
有
朝
字
非
春
日
臣
一
〇
〇
(｢日
臣
｣
間
)
308
12
12
貞
岑
貞
岑
貞
岑
､
一
本
作
眞
岑
､
恐
非
貞
岑
貞
岑
309
12
12
大
大
大
､
據 
本
及
上
下
文
補
―
大
[
タ
ア
上
文
十
二
丁
[左
四
]
ヒ
土
ホ
日
]
／
巻
二
[五
丁
右
]
坂
上
大
宿
祢
清
野
卒
大
坂
上
大
宿
祢
淨
野
原
脱
大
字
､
拠
水
本
尾
本
朝
本
｢細
｣
旧
校
及
上
下
文
補
310
12
13
從
四
位
下
 
從
四
位
下
 
從
四
位
下 
､
昌
本
四
作
五
從
四
位
下
 
[日
イ
]
／
五
[日
]
從
四
位
下
伴
311
12
13
橘
朝
臣
貞
根
橘
朝
臣
貞
根
橘
朝
臣 根
良
[三
代
紀
一
ノ
ナ
六
オ
]
橘
朝
臣
貞
根
橘
朝
臣
貞
根
三
代
実
録
天
安
二
年
十
一
月
甲
子
條
作
良
根
312
12
13
從 
位
上
源
從 
位
上
源
從
四
位
上
源
､
丹
本
昌
本
四
作
五
､
恐
非
下
文
共
作
四
從 
位
上
源
五
[
タ
日
イ
]
／
巻
三
[六
ウ
]
五
[十
六
ウ
]
六
[十
二
オ
]
八
[三
オ
]
同
[十
九
オ
]
共
作
從
四
位
上
從 
位
上
源
313
12
14
右 
弁
中
､
原
作
大
､
據
下
文
十
一
月
壬
寅
條
､
及
廣
イ
本
印
一
本
改
右  
右  
右  
314
12
15
武
藏
國
奈
良
神
奈
良 
預
官 
､
已
見
續
後
紀
嘉
祥
二
年
十
月
紀
武
藏
國
奈
 
神
奈  
､
預
官 
已
見
續
後
紀
嘉
祥
二
年
十
月
紀
再
出
可
疑
武
藏
国
奈
良
神
武
藏
国
奈
良
神
､
神
名
帳
武
藏
国
幡
羅
郡
奈
良
神
社
､
按
続
後
紀
巻
十
九
嘉
祥
二
年
十
月
壬
子
武
藏
国
奈
良
郡
奈
良
神
預
官
社
今
再
出
可
疑
武
藏
國
奈
良
神
315
12
15
於
於
於
､
原
作
爲
､
據 
本 
爲
於
[タ
ア
土
山
細
一
本
日
]
於
列
為
｢於
｣
官
社
｢於
原
作
＊
｣
為
｢拠
｣
水
本
大
本
朝
本
｢細
山
｣
作
於
｢改
｣､
｢正
辭
按
為
於
于
､
古
並
義
通
､
王
引
之
曰
､
家
一
〇
一
大
人
曰
､
為
猶
於
也
､
荘
二
十
二
年
左
傳
云
､
竝
于
正
卿
､
釈
文
云
､
于
本
或
作
為
､
鮑
本
戰
國
策
､
西
周
策
云
､
君
不
如
令
弊
邑
陰
合
為
秦
､
姚
本
為
作
於
､
史
記
孟
嘗
君
傳
同
､
家
語
晉
語
云
､
稱
為
前
世
､
韋
注
曰
､
言
見
稱
譽
於
前
世
､
是
為
即
於
也
､
其
説
精
核
可
從
＊
｣
(｢削
｣
と
あ
り
)､
｢為
据
下
文
作
於
為
是
經
傳
釈
詞
之
例
､
不
可
證
唐
以
後
之
文
｣
316
12
16
虜
虜
虜
､
原
作
廬
､
據 
本 
盧
《
虜
》
[タ
ア
ハ
イ
一
本
土
日
]
(｢虜
｣
下
)
虜
陸
奥
夷
虜
虜
原
作
盧
､
拠
水
本
白
本
大
本
朝
本
改
317
12
16
弦
弦
､
原
作
絃
､
今
意 
絃
絃
絃
318
12
16
載
載
､
或
當
作
戴
載
載
､
山
岡
浚
明
云
戴
之  
載
山
岡
浚
明
云
載
戴
誤
載
載
此
神
霊
山
岡
浚
明
云
載
戴
誤
319
13
１
癒
癒
癒 
[ハ
イ
日
]
癒 
而
癒
癒
白
本
作
瘉
､
｢正
辭
按
､
集
韻
云
､
瘉
或
作
癒
､
通
作
愈
､
則
癒
､
或
亦
作
癒
､
又
按
､
瘉
愈
經
典
通
用
､
後
人
増 
作
癒
也
＊
｣
320
13
２
上
上
､
據
紀
略
補
―
言
､
紀
畧
此
下
有
上
字
―
上
[畧
]
―
石
見
國
言
紀
畧
言
字
下
有
上
字
321
13
２
卵
卵
卵
､
原
作
卯
､
據
昌
本 
卯
卵
[日
]
卵
322
13
２
六
月
戊
申
六
月
丁
未
朔
戊
申
六
月
戊
申
六
月
戊
申
323
13
２
能
登
國
能
登
國
能
登
國
羽
咋
郡
[式
]
能
登
國
324
13
３
原
原
原
､
據 
本
紀
畧
補
―
《
原
》
[キ
タ
ア
ヒ
土
日
]
(｢原
｣
下
)
原
藤
原
朝
臣
春
津
原
脱
原
字
､
拠
水
本
尾
本
朝
本
旧
校
及
紀
畧
補
一
〇
二
325
13
４
廣  
廣  
廣 
神
入
間
郡
[式
]
廣
瀬
神
326
13
４
鴨
大 
鴨
大 
鴨
大
神
新
治
郡
[式
]
鴨
大
神
327
13
４ 
主
玉 
主
玉 
､ 
名
式
无
玉
字
､
按
三
實
貞
觀
五
年
九
月
紀
與
此
同  
主
玉   
主
玉 
､
三
代
實 
貞
觀
五
年
九
月
紀
作
主
玉 
､
 
名
式
旡
玉
字
神
主
玉 
生
[日
イ
]
(｢主
｣
傍
)
／
ナ
シ
[式
]
(｢玉
｣
傍
)
／
三
代
実
録
五
貞
観
三
年
九
月
条
ニ
主
玉
神
ト
ミ
ユ
､
清
按
神
名
式
舊
刻
本
新
治
郡
条
ニ
神
主
神
社
ト
ミ
ユ
､
雲
州
本
ニ
ハ
一
本
ニ
拠
テ
神
玉
神
社
ニ
作
レ
リ
､
盖
諸
本
各
一
字
ヲ
脱
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
此
ニ
見
エ
タ
ル
如
ク
神
主
玉
神
社
ニ
作
ル
ヘ
シ
､
三
代
実
録
ニ
モ
主
玉
ト
ア
ル
ヲ
ヤ
神
主
玉 
神
主
玉
神
延
喜
神
名
式
无
玉
字
､
｢旧
刻
本
作
神
主
神
社
｣､
雲
州
本
无
玉
字
､
｢作
神
玉
神
社
｣､
按
延
喜
式
諸
本
盖
各
脱
一
字
也
､ 
従
此
紀
文
作
神
主
玉
神
社
､
｢三
代
実
録
貞
観
三
年
九
月
条
有
主
玉
神
可
以
證
｣
328
13
４
並
列
於
官
 
並
列
於
官
 
並
列
於
宮
《
官
》
社
[タ
ア
白
ヒ
土
]
(｢官
｣
下
)
並
列
於
官
社
並
列
於
官
社
官
原
作
宮
､
拠
水
本
白
本
尾
本
朝
本
旧
校
改
329
13
５
阿
米 
和
氣
命
阿
米 
和
氣
命
阿
米 
和
氣
命
賀
茂
郡
[式
]
阿
米
都
和
氣
命
330
13
５
伊
太
豆
和
氣
命
伊
太
豆
和
氣
命
伊
太
豆
和
氣
命
同
上
伊
太
豆
和
氣
命
331
13
５
阿
豆
佐
和
氣
命
阿
豆
佐
和
氣
命
阿
豆
佐
和
氣
命
同
上
阿
豆
佐
和
氣
命
332
13
５
佐
岐
多 比  命
佐
岐
多 比  命
佐
岐
多
麻
比 
命
同
上
佐
岐
多
麻
比 
命
333
13
５
佐
々 
佐
佐 
佐
佐
神
阿
拜
郡
佐
佐
神
334
13
６
角
上 
角
上 
角
上
神
壹
岐
郡
角
上
神
335
13
７
大
津
爲
備
前
守
備
前
､
廣
イ
本
印
一
本
作
備
後
､
按
下
文
八
月
丙
辰
大
津
爲
備
前
守
大
津
爲
備
前
守
大
津
爲
備
前
守
一
〇
三
條
､
藤
原 
成
爲
備
前
守
336
13
８
備
後
備
後
備
後
､
後
原
作
前
､
據 本 
備
前
後
[ヒ
タ
ア
土
ホ
山
日
]
備
前
爲
備
前
介
前
水
本
尾
本
朝
本
｢細
山
｣
旧
校
作
後
337
13
８
夜
夜
､
據
紀
略
補
夜
夜
､
據
紀
畧
補
―
夜
[キ
]
―
有
流
星
紀
畧
有
字
上
有
夜
字
338
13
８
副
副
副
《
祐
》
[一
本
]
(｢祐
｣
下
)
祐
神
祇
少
副
｢祐
｣
副
大
本
旧
校
作
祐
｢祐
原
作
副
拠
右
｢内
｣
本
旧
校
改
｣､
按
本
史
天
安
元
年
十
二
月
庚
寅
条
云
､
中
臣
朝
臣
稗
守
為
神
祇
少
副
然
則
此
及
巻
二
作
少
副
者
非
也
339
13
９ 
稗
稗
守
､ 
本
作 
守
､
舊
刻
同
稗 
[タ
ア
ハ
旧
刻
土
日
] 
中
臣
朝
臣 守  
原
作
稗
､
拠
水
本
白
本
朝
本
舊
刻
本
改
340
13
９
大 
宮
太 
宮
太
神
官
宮
[旧
]
太
神
宮
341
13
９
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
土
日
]
齋
342
13
巻末
(奥
書
)
―
(奥
書
)
(内
藤
本
に
あ
り
)
―
項
番
巻
２
新
訂
増
補
版
｢国
史
大
系
｣
明
治
版
｢国
史
大
系
｣
小
中
村
本
文
徳
実
録
小
中
村
校
定
本
小
中
村
攷
異
頁
行
本
文
頭
注
本
文
頭
注
本
文
注
本
文
攷
異
標
目
攷
異
本
文
343
15
１
二
(十
二
月
)
一
一
二
二
344
15
３
砥
砥
  氏   弖
[
ホ
日
土
ハ
]
／
砥
[旧
]   氏
參
河
国  氏
鹿
神
鹿
原
作
並
､
拠
内
本
｢旧
校
｣
及
｢本
史
｣
仁
壽
元
年
十
月
乙
巳
条
､
三
代
実
録
貞
觀
六
年
二
月
十
九
日
条
､
同
十
二
年
八
月
廿
八
日
条
､
同
十
八
年
六
月
八
日
条
､
神
名
式
等
改
345
15
３
鹿
鹿
､
原
作
並
､
據
下
文
及
廣
イ
本
､
内
本
印
一
本
改
鹿
砥
鹿
､
原
作
砥 
､
據
内
本
及
下
文 
､
三
代
實 又作砥鹿
並
《
鹿
》
式
巻
三
[
十
四
左
ナ
]
(｢鹿
｣
下
)
／
三
代
実
録
八
[廿
二
左
]
十
八
[九
右
]
廿
九
[一
右
]
共
作
  氏
鹿
鹿
一
〇
四
346
15
４ 
穀  
穀
､
原
作
穀 
､
今
從
據
紀
略
穀 
穀 
､
紀
畧
作 
穀
穀
祈
祈
穀
[キ
]
穀
祈
爲
穀
祈
也
穀
祈
､
紀
畧
作
祈
穀
347
15
４
晏
子
内
親
王
晏
子
内
親
王
晏
子
内
親
王
晏
子
内
親
王
母
藤
原
列
子
従
四
位
上
藤
原
是
雄
女
晏
子
内
親
王
348
15
５
伊
勢 
伊
勢 
伊
勢 
齊
[旧
ハ
土
日
]
伊
勢 
349
15
５
惠
子
内
親
王
慧
子
内
親
王
慧
子
内
親
王
慧
子
内
親
王
晏
子
同
母
妹
但
被
廃
其
事
秘
之
世
莫
知
之
巻
九
[十
右
]
慧
子
内
親
王
350
15
５
賀
茂 
賀
茂 
賀
茂 
齊
[旧
ハ
土
日
]
賀
茂 
351
15
５
以
命
兩 内親王
以
命
兩 内親王
以
命
両
齊
内
親
王
齋
[ル
四
]
以
命
両
齋
内
親
王
以
命
両
齋
内
親
王
齋
原
作
齊
､
拠
類
史
四
改
｢正
辭
案
齊
齋
経
典
通
用
不
可
輕
改
＊
｣､
内
親
王
下
､
内
本
旧
校
有
也
字
352
15
５
也
也
､
據
紀
略
補
也
―
《
也
》
[ナ
]
(｢也
｣
下
)
―
353
15
５
古
子
古
子
古
子
､
原
作
右
子
､
據
丹
本
外
四
本
及
類
史
四
十 
右
《
古
一
本
》
子
[ル
四
十
タ
ヒ
ホ
山
日
]
(｢古
一
本
｣
下
)
／
一
代
要
記
作
古
子
､
按
巻
五
[二
丁
ウ
]
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
古
子
授
従
三
位
古
子
藤
原
朝
臣
古
子
古
原
作
右
､
拠
水
本
尾
本
｢細
山
｣
及
類
史
四
十
､
本
史
仁
壽
三
年
正
月
己
亥
条
､
一
代
要
記
等
改
､
按
古
字
古
體
从
｢作
｣
右
､
似
不
可
改
､
然
而
恐
｢混
｣
左
右
右
字
､
暫
｢姑
｣
従
通
用
字
＊
【
存
疑
】
按
古
字
○
此
數
字
削
去
ヘ
シ
354
15
６
藤
原
朝
臣
年
子
藤
原
朝
臣
年
子
藤
原
朝
臣
年
子
､
一
本
旡
藤
原
朝
臣
年
子
藤
原
朝
臣
年
子
藤
原
朝
臣
年
子
旧
校
云
､
一
旡
此
六
字
355
15
７
故
有
此 
故
有
此 
賞
､
原
作
意
､
據 
本 
､
又
作
恩
故
有
此
意
賞
[タ
ア
ヒ
ハ
イ
土
日
]
故
有
此 
故
有
此
賞
賞
原
作
意
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
旧
校
改
､
旧
校
云
､
又
作
恩
356
15
８
隷
隷
 
《 
》
[ナ
]
(｢隷
｣
下
) 
一
〇
五
357
15
８
甘
露
甘
露
甘
露
治
部
式
甘
露
358
15
８
飴  唐
飴  唐
飴  唐
和
名
抄
飴  唐
359
15
８ 
雷
 
雷
火
雷
､ 
名
式
作
大
雷 
雷
大
[式
] 
雷
山
城
國
火
雷
神
神
名
式
大
雷
､
雲
州
本
作
火
雷
云
､
頭
注
秘
釈
､
文
武
紀
大
宝
二
年
､
清
和
実
録
貞
観
二
年
､
作
火
雷
360
15
９ 
進
､
據
廣
本
傍
書
内
本
印
一
本
補  
進
､
據
内
本
補
―
進
[ナ
] 
進
大
和
國
丹
生
川
上
雨
師
神
階
原
无
進
字
､
拠
内
本
旧
校
補
361
15
10
[仁
]
[仁
]
[仁
]
尓
[月
令
]
[仁
]
362
15
11
六
六
､
下
文
九
月
乙
未
條
作
七
六
六
六
363
15
11
朝
臣
朝
臣
､
據
同
上
及
内
本
塙
イ
本
補
朝
臣
朝
臣
､
據
内
本
塙
イ
本
補
―
朝
臣
[ナ
土
イ
]
―
大
中
臣
久
世
主
大
中
臣
下
､
内
本
有
朝
臣
二
字
364
15
12
今
今
[留
]
今
[毛
]､
今
原
作
古
､
據
塙
本
及
本
朝
月
令
 
古
今
[土
]
／
本
朝
月
令
／
作
今
[毛
]
今
[毛
]
古
古
[毛
]
今
[毛
]
本
朝
月
令
､
作
今
[毛
]
今
[毛
]
365
15
12
朝 
朝 
朝 
庭
[タ
土
日
]
朝 
366
15
13
左
大
臣
左
大
臣
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
及
紀
略
補
―
外
祖
父
､
此
下
一
本
有
左
大
臣
三
字
―
左
大
臣
[キ
]
―
外
祖
父
正
一
位
藤
原
朝
臣
冬
嗣
外
祖
父
下
､
旧
校
及
紀
畧
､
有
左
大
臣
三
字
367
15
13
藤
原
朝
臣
冬
嗣
藤
原
朝
臣
冬
嗣
藤
原
朝
臣
冬
嗣
冬
嗣
薨
逸
史
卅
[四
十
丁
右
]
藤
原
朝
臣
冬
嗣
368
15
14
[久
]
[久
]､
原
作
[之
]､
據
内
本 
[久
]
宣
[
久
]
､
[
久
]
原
作
[天
]､
據
内
本 
､
丹
本
朝
本
塙
本
尾
本
作
[之
]
[天
]
之
[
タ
ア
ヒ
土
]
／
久
[ナ
]
[之
久
]
勅
命
[尓
]
坐
宣
[之
久
]
之
久
原
作
天
一
字
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
旧
校
作
之
､
拠
内
本
補
久
字
､
【
存
疑
】
之
久
云
々
○
水
本
上
拠
字
可
削
､
拠
内
云
々
大
字
當
作
今
從
内
本
四
字
一
〇
六
369
15
14
太
政
大
臣
太
政
大
臣
太
政
大
臣
大
政
大
臣
370
16
１
出
出
､
原
作
上
､
據
廣
本
傍
書
内
本
印
一
本
改
上
秀
上
､
内
本
作
秀
出
､
恐
是
上
《
出
一
本
》
[ナ
]
(｢出
一
本
｣
傍
)
上
風
標
秀
上
上
内
本
旧
校
作
出
｢似
是
｣､
｢尹
詮
云
､
沈
約
安
陸
昭
王
碑
､
風
標
秀
擧
清
暉
映
世
｣
371
16
１
器
器
器
宣
化
紀
字
器
372
16
１ 
愛
 
愛
遺
愛
､
原
作
遣
愛
､
據
白
イ
本
塙
本
昌
本 
遣
愛
遺
[ハ
イ
土
日
]
／
遣
遺
之
誤  
愛
遺
愛
在
人
遺
原
作
遣
､
拠
内
本
改
373
16
２ 
率
率 
[旧
ハ
土
日
]
率
374
16
２
―
｢  見
｣  見
､ 
本
旡
､
恐
衍  見
ナ
シ
[タ
ア
土
ホ
]
―
嬪   辱
於
采
蘋
嬪  見
下
原
有  見
字
､
拠
水
本
朝
本
｢細
｣
削
､
采
原
作
宋
､
拠
｢細
｣
旧
校
改
､
按
詩
召
南
采
蘋
小
序
云
､
采
蘋
大
夫
妻
能
脩
法
度
也
375
16
２
采
蘋
采
蘋
采
､
原
作
宋
､
據
塙
本
細
本 
宋
《
采
》
蘋
[土
ホ
]
(｢采
｣
下
)
／
詩
召
南
采
蘋
小
序
云
､
米
蘋
大
夫
妻
能
脩
法
度
也
采
蘋
376
16
２
母
則
賢
於
大 
母
則
賢
於
大   
母
則
賢
於
大   
被
[旧
刻
日
]
母
則
賢
於
大 
｢
母
則
賢
於
大
被
(不
明
)｣
／
｢蔡 
協
初
賦
長
枕
横
施
大
被
竟 (不明)｣
｢大
被
不
可
解
､
拠
イ
｢内
｣
本
作  以
似
勝
○
案
周
室
三
母
太  以
最
賢
､
号
曰
文
母
見
列
女
傳
(不
明
)｣
／
｢列
女
傳
江
夏
孟
宗
少
遊
学
与
同
学
共
處
母
為
作
十
二
幅
被
隣
婦
怪
問
之
母
曰
小
児
無
異
操
懼
朋
類
之
不
顧
故
大
其
被
以
招
貧
生
之
臥
庶
聞
君
子
之
言
耳
｣
｢前
按
誤
､
再
按
如
此
(不
明
)｣
／
｢被
原
作  以
細
井
本
所
校
水
戸
本
同
今
拠
旧
刻
本
改
｣
一
〇
七
377
16
３
寓
形 
壌
寓
形 
壌
苫
､
一
作
若
､
丹
本
作
苦
寓
形 
壌
苦
[タ
]
寓
形 
壤
寓
形
苫
壤
苫
水
本
作
苦
､
旧
校
作
若
､
尹
詮
云
､
陳
書
姚
察
傳
､
志
在
終
喪
､
頻
有
陳
譲
､
其
略
云
､
臣
将
卑
志
苫
壤
､
豈
期
朝
恩
曲
覃
､
拠
此
作
苦
及
若
者
非
378
16
３ 
 
 
  
思
鼎
湖
況
旧
校
作
沃
､
鼎
旧
刻
作 
､
｢並
誤
＊
｣
379
16
３
鼎
鼎
鼎 
[日
旧
白
土
]
鼎
380
16
３
懐
懐
懐
壤
[旧
]
懐
381
16
４
寵
寵
､
原
作
冠
､
據
廣
イ
本
内
本
印
一
本 
寵
寵
､
原
作
冦
､
據
内
本 
冠
寵
[ナ
]
寵 
加
寵
章
寵
原
作
冠
､
拠
内
本
旧
校
改
382
16
４
拱
木
拱
木
拱
木
､
出
左
傳
僖
公
卅
二
年
､
及
文 
恨
賦
拱
木
拱
木
､
左
伝
僖
三
十
二
年
尓
墓
之
木
拱
矣
､
文
選
恨
賦
試
望
平
原
蔓
草 
骨
拱
木
斂
魂
拱
木
383
16
４
太
政
大
臣
太
政
大
臣
大
政
大
臣
大
政
大
臣
384
16
５
壞
壞
 
壊
[キ
ヒ
土
]
壊
[日
]
懐
[旧
]
壊
爲
水
潦
决
壊
壊
原
作 
､
拠
尾
本
及
紀
畧
改
385
16
５
授
授
､
原
在
正
三
位
上
､
據
内
本
印
一
本
移
授
授
､
原
在
正
三
位
上
､
據
内
本 
授
ナ
シ
[ナ
]
授
授
從
三
位
藤
原
朝
臣
貞
子
授
字
原
旡
､
拠
内
本
旧
校
補
､
貞
子
下
原
有
授
字
､
拠
内
本
旧
校
削
386
16
５
无
旡
无
充
[旧
ハ
]
无
387
16
８
无
旡
元
《
無
一
本
》
无
[タ
ハ
ヒ
土
ホ
日
旧
]
(｢元
｣
横
)
无
无
位
藤
原
朝
臣 
子
无
原
作
元
､
拠
白
本
水
本
尾
本
｢細
｣
改
388
16
８
―
｢位
｣
外
位
､
位
字
恐
衍
位
ナ
シ
[タ
ア
ヒ
土
ホ
日
]
―
外
從
五
位
下
神
門
臣
冨
継
外
下
原
有
位
字
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
削
389
16
10
圓
明
圓
明
圓
明
､
原
作
田
明
､
據 本及下文 
田
《
圓
一
本
》
明
[タ
ア
ハ
ヒ
土
ホ
日
下
十
八
丁
左
]
(｢圓
一
本
｣
下
)
圓
明
大
法
師
圓
明
圓
原
作
田
､
拠
白
本
水
本
朝
本
｢細
｣
｢旧
校
｣
及
下
文
一
〇
八
／
東
大
寺
別
當
次
第
云
､
円
明
任
權
律
師
東
大
寺
別
當
能
治
賞
云
々
十
二
月
辛
亥
条
改
390
16
10
筑
前
國
筑
前
國
筑
前
國
宗
像
郡
[式
]
筑
前
國
391
16
10
―
丙
午
朔
―
丙
午
朔
小
―
392
16
10 
江
國
 
江
國
遠
江
國 
名
郡
[式
]
遠
江
國
393
16
11
列
列
列
､
知
雄
云
､
據
例
此
下
可
補
於
字
列
知
雄
云
､
拠
例
列
字
下
可
補
於
字
列
列
官
社
山
崎
知
雄
云
､
拠
例
列
字
下
可
補
於
字
394
16
11
擧
土 
利
擧
土 
利
擧
土
､
原
作
擧
上
､
據
白
本
塙
本
昌
本 
擧
上
頼
利
土
[タ
旧
刻
日
ハ
土
]
擧
土
頼
利
擧
土
頼
利
土
原
作
上
､
拠
水
本
白
本
旧
刻
｢本
｣
改
､
盖
新
刻
本  竒厥之誤也､【存疑】盖新刻本○今本蓋ト云ヘシ
395
16
12 
利
 
利
祈
利
所
[ア
ハ
イ
土
ホ
]
祈
利
為
民
祈
利
祈
朝
本
白
雲
一
本
｢細
｣
作
所
､【
存
疑
】
為
民
祈
利
○
作
所
者
誤
396
16
12
己
酉
(項
目
)
己
酉
､
原
在
次
條
庚
戌
下
､
今
推
移
己
酉
(項
目
)
己
酉
､
當
在
庚
戌
止
庚
戌
(項
目
)
(己
酉
は
庚
戌
の
後
に
あ
り
)
己
酉
(項
目
)
｢己
酉
云
々
｣
｢此
条
原
有
｢在
｣､庚
戌
条
下
､
諸
本
皆
同
､
而
旧
校
云
椎
干
支
己
酉
當
移
庚
戌
上
今
從
此
説
改
｣【
存
疑
】
而
旧
校
云
○
而
字
唯
字
ニ
改
ム
ヘ
シ
397
16
13
贈
贈
､
據
廣
本
傍
書
内
本
印
一
本
補
贈
贈
､
據
内
本
補
―
贈
[ナ
]
贈
贈
大
納
言
正
二
位
原
无
贈
字
､
拠
内
本
旧
校
補
､
【
存
疑
】
贈
大
納
言
○
旧
校
ノ
上
ニ
及
字
ヲ
加
フ
ヘ
シ
シ
カ
ラ
サ
レ
ハ
内
本
ノ
旧
校
ト
モ
ヨ
マ
ル
レ
ハ
ナ
リ
398
16
13
慣
慣
慣
慣
､
清
按
広
韵
習
也
慣
399
16
14
特
特
特
持
[旧
]
特
400
16
15
忝
忝
､
原
作
參
､
據
御
本
廣
イ
本
､
内
本
改
參
參
､
内
本
作
忝
參 
[ナ
]
／ 
[日
]
參
獨
參
其
選
參
内
本
作 
一
〇
九
401
16
15 
飾
､
白
本
作  
飾
､
白
本
作
節
飾
節
[白
]
飾
佐
味
香
飾
麻
呂
飾
白
本
作
節
402
16
15
先
鳴
先
鳴
先
鳴
左
氏 
廿
一
年
先
鳴
403
17
２
關
關
､
原
作
開
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
改
關
關
､
原
作
開
､
據
一
本 
開
《 
一
本
》
關
關
塞
無
事
關
原
作
開
､
拠
旧
校
改
､
説
又
見
巻
一
攷
異
､【
存
疑
】
關
塞
○
説
又
ノ
又
字
除
ク
ヘ
シ
404
17
３
因
幡
守
因
幡
守
因
幡
守
続
後
紀
十
五
ノ
十
一
右
因
幡
守
405
17
３
摸
模
模
摸
[ホ
]
摸
406
17
３
嘉 
嘉 
嘉
祥
巻
一
[十
二
左
]
嘉
祥
407
17
４
二
六
十
二
､
紀
略
作
六
十
三
二
六
十
二
､
紀
畧
作
六
十
三
二
三
[キ
]
二
年
六
十
二
紀
畧
作
六
十
三
408
17
４
班
斑
班
班
409
17
５
摸
模
模
摸
[ホ
]
摸
410
17
６
五
五
､
原
作
四
､
據
上
文
及
廣
本
改
五
從
五
位
下
橘
､
五
原
作
四
､
據
上
文 
四
五
從
五
位
下
橘
朝
臣
永
範
五
原
作
四
､
拠
旧
校
及
上
文
七
月
丙
子
条
改
411
17
７
上
上
､
廣
イ
本
印
一
本
作
下
上
上
上
從
五
位
上
藤
原
春
岡
上
内
本
旧
校
作
下
412
17
７
大
大
､
據
上
下
文
補
大
大
､
據
上
下
文
補
―
大
[巻
一
八
左
十
五
左
○
巻
四
七
右
巻
五
四
右
○
巻
六
一
左
]
大
坂
上
大
宿
祢
正
野
原
无
大
字
､
拠
本
史
巻
一
三
月
丙
午
条
､
五
月
庚
辰
条
､
及
巻
四
巻
五
巻
六
等
所
見
｢補
｣
413
17
８
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
使
[キ
]
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
散
位
正
五
位
下
紀
畧
散
位
上
有
使
字
414
17
８ 
祐
､
原
作
副
､
據
下
文
天
安
元
年
十
二
月
紀
及
廣
本
印
一
本
改  
少
祐
､
原
作
少
副
､
據
一
本
及
卷
九 
副
祐
[ナ
]
／
巻
一
[廿
三
右
]
云
少
副
一
作
少
祐
祐
神
祇
少
祐
正
六
位
上
祐
原
作
副
､
拠
大
｢内
｣
本
及
旧
校
改
､
説
又
見
巻
一
攷
異
､【
存
疑
】
神
祇
少
祐
○
又
ノ
字
除
ク
ヘ
シ
､
次
ナ
ル
モ
同
シ
415
17
８
朝
臣
朝
臣
､
今
意
補
朝
臣
朝
臣
､
據
一
本
補
―
―
一
一
〇
416
17
８ 
稗
稗  
[タ
土
日
旧
]
／
按
巻
九
[卅
四
丁
オ
]
中
臣
朝
臣 
守
為
神
祇
少
副
､
然
則
此
及
巻
一
作
少
副
者
非  
中
臣 
守  
原
作
稗
､
拠
水
本
改
､
説
又
見
巻
一
攷
異
､
旧
校
云
中
臣
下
恐 
朝
臣
二
字
乎
417
17
８
伊
勢  宮
伊
勢  宮
伊
勢  宮
伊
勢
大
神
宮
418
17
９
齋
齋
齋
齊
[旧
土
ハ
]
齋
419
17
９
三
靈
三
靈
三
霊
三
霊
､
陸
士
衡
漢
高
祖
功
臣
頌
､
三
霊
改
卜
､
春
秋
元
命
苞
曰
､
造
起
天
地
鑄
演
人
君
､
通
三
霊
之  兄
､
交
錯
同
端
､
班
孟
堅
典
引
云
､
答
三
霊
之
蕃
址
､
李
善
曰
､
三
霊
天
地
人
也
三
霊
420
17
９
齊
齊
齋
齊
[旧
刻
日
]
齊
徳
敷
齊
聖
齊
原
作
齋
､
拠
旧
刻
本
改
421
17
９
六 
六 
六
幽
､
原
作
六
齒
､
據
丹
本
朝
本 
六 《幽
》
[タ
ア
]
(｢幽
｣
下
)
／
 
[ハ
土
]
／
六
歯
､
歯
是
幽
之
誤
､
沈
休
文
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
､
六
幽
允
洽
､
典
引
云
神
霊
日
照
､
光
於
六
幽
､
李
善
云
､
六
幽
謂
上
下
四
方
也
六 
馳
六
幽
而
薦
祉
幽
原
作
齒
､
拠
水
本
朝
本
｢旧
校
｣
改
､
狩
谷
望
之
曰
､
沈
休
文
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
､
六
幽
允
洽
､
典
引
云
､
神
霊
日
照
､
光
於
六
幽
､
李
善
曰
､
幽
謂
上
下
四
方
也
422
17
10
遊
蓮 
使
遊
蓮 
使
江
使
､
原
作 
使
､
據 本 
遊
蓮 《江》
使
[タ
ア
ヒ
土
ホ
山
]
(｢江
｣
下
)
／
抱
朴
子
､
史
記
亀
策
傳
／
遊
蓮
郷
､
続
後
紀
､
承
和
十
五
年
六
月
､
勅
書
曰
､
遊
蓮
瑞
質
､
表
昌
化
於
堯
壇
､
戯
藻
奇
恣
､
契
禎
期
於
軒
浦
／
江
使
､
荘
遊
蓮 
使
遊
蓮
江
使
江
原
作
卿
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
山
｣
旧
校
改
､
卿
草
体
類
江
､
因
訛
也
､
按
莊
子
外
物
篇
云
､
宋
元
君
夜
半
而
夢
､
人
被
髪 
阿
門
曰
､
[云
々
]
予
為
清
江
使
河
伯
之
所
､
漁
者
余
且 
予
､
元
一
一
一
子
外
物
篇
云
､
宗
元
君
夜
半
而
夢
・
・
清
江
使
河
伯
之
所
云
々
､
此
神
亀
也
君
覚
､
使
人
占
之
､
曰
此
神
亀
也
423
17
10
昌 
昌 
昌
化
､
内
本
作
昌
紀
昌 
紀
[ナ
]
昌 
表
昌
化
於
堯
壇
化
大
｢内
｣
本
旧
校
作
紀
､
【
存
疑
】
表
昌
化
○
承
和
十
五
年
六
月
紀
ニ
此
文
ア
リ
テ
亦
化
ニ
作
ル
､
紀
ニ
作
ル
モ
ノ
ハ
誤
ナ
ル
ヘ
シ
424
17
10
波
臣
波
臣
波
臣   
[旧
ハ
土
]
／
波
臣
､
荘
子
外
物
篇
我
東
海
之
波
臣
也
波
臣
425
17
10
則
哲
則
哲
則
哲
則
哲
､
皐
陶
謨
云
､
知
人
則
哲
能
官
人
則
哲
426
17
11 
 
猶
､
原
作
獨
､
據 
本 
独
《
猶
》
[タ
ア
ナ
土
ホ
日
]
(｢猶
｣
下
)
猶
中
宵
猶
深
猶
原
作
独
､
拠
水
本
朝
本
大
｢内
｣
本
｢細
｣
旧
校
改
427
17
11 
 
   
[タ
ア
土
ホ
日
] 
草 
攀 
之
情  
原
作 
､
拠
水
本
朝
本
｢細
｣
改
､
旧
校
云
草 
一
作  且 
428
17
11
日
(日
興
)
日
(日
興
)
日
､
原
作
曰
､
據
昌
イ
本
改 
本
作
明
曰
《
日
》
[セ
ア
ヒ
ハ
イ
土
]
(｢日
｣
下
)
／
月
(｢日
｣
傍
に
｢月
｣
を
補
記
し
｢明
｣
と
す
る
)
[
日
]
／
日
[旧
イ
]
日
(日
興
)
日
興
彌
切
日
原
作
曰
､
拠
朝
本
尾
本
旧
校
改
､
水
本
日
興
作
月
與
､
【
存
疑
】
日
興
○
興
ハ
與
ノ
誤
ナ
ル
ヘ
シ
429
興
與
[タ
日
]
430
17
11  
  
貞 
､
紀
畧
作
眞   
《
貫
》
道
真
[キ
]
／
按
巻
八
[十
三
ウ
]
巻
九
[廿
一
ウ
]
共
作
貞
道   
431
17
12 
田
 
田
財
田
､
原
作
賊
田
､
據 本改､丹本山本作射田
賊
《
財
》
田
[
ア
ヒ
ハ
イ
土
ホ
日
]
(｢財
｣
下
)
／
射
[タ
山
]  
田
財
田
祖
麻
呂
財
原
作
賊
､
拠
朝
本
尾
｢細
｣
本
｢旧
校
｣
改
､
水
本
｢山
｣
一
一
二｢旧
校
｣
作
射
432
17
12
川 
川 
川
會
､
原
作
川
倉
､
據 本紀畧 
川
倉
《
會
》
[
キ
ア
ヒ
土
ホ
山
日
]
(｢會
｣
下
)
／
曽
[タ
]
／
按
和
名
抄
美
作
国
英
夛
郡
川
會
川 
川
會
郷
會
原
作
倉
､
拠
朝
本
尾
本
｢細
山
｣
旧
校
及
紀
畧
改
､
按
和
名
抄
､
美
作
國
英
多
郡
川
會
433
17
14
農
農
､
類
史
[一
六
五
]
作
濃
濃
農
濃
[ル
百
六
五
]
／
按
和
名
抄
石
見
国
安
濃
郡
川
合
農
安
濃
｢農
｣
郡
濃
原
作
農
拠
｢農
｣
類
史
百
六
十
五
改
｢作
濃
｣､
和
名
抄
又
同
按
古
書
農
濃
通
用
不
可
漫
改
下
文
又
作
農
､【
存
疑
】
安
農
郡
○
和
名
抄
又
同
○
又
字
削
ル
ヘ
シ
下
ノ
又
字
亦
ニ
改
ム
ヘ
シ
434
17
14 
   
､
原
作
郡
､
據 
本
紀
畧
類
史
一
六
五 
群
《
郷
》
[ル
キ
タ
ア
ヒ
ハ
土
ホ
日
]
(｢郷
｣
下
)
郷
川
合
郷
郷
原
作
郡
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
白
本
｢細
｣
及
類
史
紀
畧
改
435
17
14
嘉
嘉
､
原
作
素
､
據
廣
本
傍
書
印
本
傍
書 
素
素
《
嘉
》
[ナ
]
(｢嘉
｣
下
)
素
礼
含
文
素
素
大
｢内
｣
本
｢旧
校
｣
作
嘉
436
17
15
靈
龜
瑞
應
圖
靈
龜
瑞
應
圖
霊 
瑞
應
圖
通
志
畧
霊
龜
瑞
應
圖
437
17
16
不
當
之
之
､
據
紀
略
補
不
當
不
當
､
類
史
紀
畧
此
下
有
之
字
不
當
之
[ル
キ
]
(｢當
｣
下
)
不
當
帝
謙
而
不
當
當
下
類
史
紀
畧
有
之
字
438
18
１
―
(
｢
遣
右
｣
間
)
―
(
｢
遣
右
｣
間
)
―
(
｢
遣
右
｣
間
)
使
[キ
]
―
(
｢
遣
右
｣
間
)
遣
右
中
辨
遣
下
紀
畧
有
使
字
439
18
２
斯
新
斯
斯
440
18
２
可
信
可
信
､
内
本
可
作
所
､
廣
イ
本
印
一
本
作
所
任
可
信
可
信
､
内
本
可
作
所
､
信
一
作
任
可
《
所
一
本
》
信
ナ
(｢所
一
本
｣
下
)
所
任
豈
菲 
之
所
任
所
原
作
可
､
拠
大
｢内
｣
本
旧
校
改
､
任
原
作
信
､
拠
旧
校
改
441
18
２
朕
自
在
大
 
喪
､
原
作
衰
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
朝
本
山
本 
朕
自
在
大
 
據
､
朝
本
山
本 
､
或
云
恐
大
哀
朕
自
在
大
 
《
喪
[ア
山
]
(｢喪
一
本
｣
下
)
／
朕
自
在
大
襄
､
襄
一
本
朕
自
在
大
 
朕
自
在
大
喪
喪
原
作
襄
､
拠
朝
本
大
｢内
｣
本
｢山
｣
旧
校
改
､
狩
谷
望
一
一
三
一
本
》
作
喪
為
是
､
按
続
後
紀
十
三
[五
右
]
朕
自
在
大
哀
､
拠
此
､ 
是
哀
之
誤
乎
之
云
､
襄
一
本
作
喪
為
是
､
按
続
後
紀
十
三
､
朕
自
在
大
哀
､
拠
此
襄
是
哀
之
誤
乎
442
18
３ 
 
 
論
語
冢
443
18
３
白
龜
白
龜
白
龜
､
原
作
日
龜
､
據
尾
本
内
本
細
本 
日
《
白
》
 
[ヒ
ナ
ホ
]
(｢白
｣
下
)
／
自
[タ
日
]
白
亀
今
白
亀
甘
露
之
祥
至
白
原
作
日
､
拠
尾
本
大
｢内
｣
本
｢細
｣
旧
校
改
444
18
３
至
至
至
主
[旧
]
至
445
18
３
今
(２
字
目
)
今
今
令
[旧
土
ハ
日
]
今
446
18
３
荒
荒
  忘
《
荒
》
[ア
ナ
ハ
イ
土
ホ
]
(｢荒
｣
下
)
荒
朕
之
荒
思
荒
原
作  忘
､
拠
朝
本
大
｢内
｣
本
｢細
｣
旧
校
改
447
18
３
著 
著 
著
自
､
自
原
作
白
､
據 本 
著
白
自
[タ
ア
ナ
ハ
イ
土
]
著 
著
自
前
蹟
自
原
作
白
､
拠
水
本
朝
本
内
本
旧
校
改
448
18
４
往
鑒
往
鑒
往
鑒
､
原
作
狂
鑒
､
據 本    主
鑒
往
[一
本
タ
ア
ヒ
土
ホ
日
]
狂
[旧
]
往
鑒
非
無
往
鑒
往
原
作
狂
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
大
本
｢細
｣
改
449
18
４
上 
上 
上
徳
老
子
三
十
八
章
上 
450
18
４
盛 
盛 
盛 
感 
盛
｢感
｣
徳
之
祥
盛
｢感
原
作
盛
拠
｣
内
本
旧
校
作
感
｢改
｣
451
18
４ 
   
聖
､
原
作
施
聖
據 
本
 
施
《
絶
》
[白
ア
土
ホ
山
日
]
(｢絶
｣
下
)
絶
大
聖
絶
聖
絶
原
作
施
､
拠
白
本
朝
本
｢細
山
｣
旧
校
改
､
按
老
子
十
九
章
､
絶
聖
棄
智
452
18
４ 
冑
冑
､
一
作
會
､
丹
本
白
本
塙
本
昌
本
作
曹
冑  
[旧
刻
タ
ハ
土
日
]
／
按 
是
曹
字
之
異
体  
道
徳
成   
原
作
冑
､
拠
水
本
白
本
旧
刻
本
改
453
18
５
漢
光
晋
武
漢
光
晋
武
漢
光
晋
武
漢
光
晋
武
､
光
武
建
武
中
元
々
年
､
晋
武
大
康
六
年
可
攷
漢
光
晋
武
454
18
６
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
使
[キ
]
―
(
｢
遣
散
｣
間
)
遣
散
位
従
五
位
下
遣
下
紀
畧
有
使
字
一
一
四
455
18
７
椎
推
推
椎
[ル
ヒ
]
椎
香
椎 
椎
原
作
推
､
拠
尾
本
内
本
及
類
史
五
改
､
｢正
辭
按
､ 廟字古文見説文＊｣
456
18
８
―
(
｢
月
乙
｣
間
)
―
(
｢
月
乙
｣
間
)
―
(
｢
月
乙
｣
間
)
大
―
(
｢
月
乙
｣
間
)
457
18
８
占
占
部
､
印
一
本
作
卜
部
占
占
部
､
一
作
卜
部
占
占
占
部
雄
貞
占
内
本
旧
校
作
卜
､
｢正
辭
按
作
卜
部
為
是
齊
衡
二
年
正
月
紀
作
卜
部
同
三
年
九
月
紀
云
宮
主
外
従
五
位
下
卜
部
雄
貞
神
祇
少
祐
正
六
位
上
業
基
  寺
賜
姓
占
部
宿
祢
､
天
安
二
年
四
月
紀
云
､
雄
貞
本
姓
卜
部
齊
衡
三
年
改
姓
占
部
宿
祢
可
以
證
也
＊
｣
458
18
９
御 
御 
御
巫
､
原
作
御 
､
據 本紀畧 
御 《巫
》
[キ
タ
ア
ヒ
ハ
イ
土
ホ
]
(｢巫
｣
下
)
／ 
[日
]
御 
御
巫
無
位
巫
原
作 
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
及
紀
畧
改
459
18
９
无
無
無
無
460
18
９
榎
榎
榎
複
[旧
]
榎
461
18
９
祭
祭
､
據
紀
略
補
祭
祭
､
據
紀
畧
補
―
祭
[キ
]
―
向
摂
津
國
八
十
嶋
國
下
紀
畧
有
祭
字
462
18
10
人
村
人
村
人
村
､
原
作
大
夫
､
據 本紀畧 
大
夫
《
人
村
一
本
》
[白
キ
ヒ
ハ
土
ホ
タ
ア
日
]
(｢人
村
一
本
｣
下
)
人
村
右
京
人
村
主
岑
成
人
村
二
字
原
作
大
夫
､
拠
白
本
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
及
紀
畧
改
463
18
10
―
(
｢
龜
獻
｣
間
)
獻
之
､
此
上
紀
略
有
以
字
―
(
｢
龜
獻
｣
間
)
獻
之
､
此
上
紀
畧
有
以
字
―
(
｢ 獻｣間)
以
[キ
]
―
(
｢
亀
獻
｣
間
)
獲
白
亀
獻
之
亀
下
紀
畧
有
以
字
464
18
10
多
度
多
度
多
度
桑
名
郡
[式
]
多
度
465
18
10
官
官
宮
《
官
一
本
》
官
[タ
ア
ヒ
ハ
土
ホ
日
白
]
(｢官
一
本
｣
下
)
官
列
於
官
社
官
原
作
宮
､
拠
白
本
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
改
一
一
五
466
18
11
太
(１
字
目
)
太
太
大
467
18
11
宮
宮
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
内
本
補
宮
宮
､
據
内
本
紀
畧
補
―
宮
[キ
ナ
]
宮
天
照
太
神
宮
原
无
宮
字
､
拠
内
本
旧
校
及
紀
畧
補
468
18
11
下
下
､
廣
本
傍
書
印
一
本
内
本
白
イ
本
昌
本
作
上
下
從
八
位
下
､
内
本
白
イ
本
昌
本
下
作
上
下
上
[ナ
ハ
イ
日
]
下
祢 
従
八
位
下
下
内
本
旧
校
作
上
469
18
11
太
(２
字
目
)
太
太
大
470
18
11
主
(３
字
目
)
主
､
廣
本
傍
書
印
一
本
内
本
朝
本
塙
本
作
生
､
祢 補任與此同
主
土
主
､
内
本
朝
本
塙
本
作
土
生
主
生
[ナ
]
／
ナ
シ
[ア
土
]
主
神
主
土
主
主
内
本
旧
校
作
生
471
18
12
鎌
藏
鎌
藏
鎌
藏
鎌
藏
､
続
後
紀
作
鎌
倉
鎌
藏
472
18
12
太 
宮
太 
宮
､
原
作
國
一
字
､
據
廣
本
印
一
本
及
類
史
[三
]
紀
略 
補
國
國
､
類
史
三
紀
畧
作
太 宮三字､恐是
國
大
神
宮
[ル
三
キ
]
大
神
宮
向
伊
勢
大
神
宮
大
神
宮
原
作
國
一
字
､
拠
類
史
三
紀
畧
改
473
18
12 
馬
 
馬
細
馬
､
原
作
納
馬
､
據 本類史紀畧補  
馬
細
[ル
キ
タ
ア
ハ
イ
土
ホ
日
]  
馬
獻
細
馬
五
疋
細
原
作
納
､
拠
水
本
朝
本
｢細
｣
及
類
史
紀
畧
改
474
18
13
賀
茂  社
賀
茂  社
賀
茂 
神
社
太
[旧
]
賀
茂 
神
社
475
18
14
先 
先 
先 
ナ
シ
[ル
五
]
先 
先
先
[尓
]
類
史
[五
]
作
[尓
]
476
18
14
[尓
]
(２
字
目
)
[爾
]
[尓
]
[尓
]
477
18
14 
 
 
並
[旧
]
並
478
18
14
[波 
]
[波 
]
[波 
]
旧
刻
ナ
シ
[ホ
本
有
]
[波
]
奉
出
賜
[波
]
原
作
波
波
､
拠
旧
刻
本
削
一
波
字
479
18
14
可 
吉
､
原
作
告
､
據
類
史
[五
] 
可 
可
告
､
恐
當
作
可
吉
可 
吉
[ル
五
ヒ
日
]
可 
可
吉
[止
]
元
寛
補
入
吉
作
告
､
拠
[尾
本
及
]
類
史
改
､【
存
疑
】
可
吉
止
○
元
寛
補
入
○
コ
レ
ハ
イ
カ
ヽ
ナ
リ
､
猶
原
ト
イ
一
一
六フヘ
シ
､
下
同
480
18
15
但
御
馬
   馬
寮
内   
但
御
馬
   馬
寮
内   
但
御
馬
   馬
寮
内   
[二
字
ホ
本
ナ
シ
]
(｢波
｣
傍
)
但
御
馬
   
馬
寮
内
｢但
御
馬
[波
]
馬
寮
内
[尓
]｣
｢細
本
[波
]
馬
二
字
无
｣
481
18
15
[弖
]
[弖
]
據
類
史
補
[弖
]
[弖
]
據
類
史
補
―
弖
[ル
]
[弖
]
有
穢
[尓
]
依
[弖
]
補
入
无
弖
字
､
拠
類
史
補
482
18
16
庭
廷
 
廷
[白
]
廷
483
18
16
[尓
]
(１
字
目
)
―
―
尓
[日
]
[尓
]
484
19
１
[乃
]
[乃
]
據
印
本
補
[乃
]
[乃
]
―
485
19
２
[奈
]
[奈
]
據
印
本
補
[奈
]
[奈
]
[奈
]
486
19
３
一
位
一
､
廣
イ
本
作
二
一
位
一
位
一
位
487
19
３
上
[尓
]
御
冠
[尓
]
上
[乃
]
御
冠
[爾
]
上
[乃
]
御
冠
[爾
]､
五
字 
本 
闕
源
元
寛
據
春
日   巳
補 
本
作
[爾
]
一
字
上
[乃
]
御
冠
[尓
]
尓
[タ
ア
白
ヒ
ハ
土
ホ
日
]
上
[尓
]
御
冠
[尓
]
比
賣
神
[乎
波
]
正
四
位
上
[尓
]
補
入
作
正
四
位
上
[乃
]
御
冠
[尓
]､
云
据
春
日
社
記
補
488
19
４
朝
庭
朝
廷
朝 
廷
[白
ヒ
日
]
朝
廷
489
19
４
堅
磐
[尓
]
堅
磐
堅
磐
尓
[日
]
(｢磐
｣
下
)
堅
磐
[尓
]
490
19
６
酌
酌
  夕
《
酌
》
[ナ
]
(｢酌
｣
下
)  夕
下  夕
群
言   夕
内
本
旧
校
作
酌
､
群
原
作
郡
､
拠
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
改
､
｢正
辭
案
本
邦
古
鈔
本
諸
書
郡
羣
互
通
用
事
文
類
聚
引
風
俗
通
云
郡
者
羣
也
､
又
釈
名 
州
国
云
郡
羣
也
､
人
所
羣
聚
也
､
則
知
郡
羣
義
通
､
又
案  夕
即
酌
俗
字
＊
｣
491
19
６ 
言
 
言
群
言
､
原
作
郡
言
､
據 本 
郡
《
群
一
本
》
[ア
ヒ
ハ
イ
ホ
]
(｢群
一
本
｣
下
)  
言
一
一
七
492
19
６
蓼
之
痛
弥
切
蓼
之
痛
彌
切
蓼
之
痛
彌
切
周
頌
未
堪
家
多
難
予
又
集
于
蓼
注
云
､
蓼
辛
苦
之
物
､
周
成
王
言
我
方
幼
冲
未
堪
家
多
難
而
又
集
于
辛
苦
之
地
､
羣
臣
奈
何
捨
我
而
弗
助
哉
蓼
之
痛
彌
切
493
19
７
罔
罔
罔
､
原
作
同
､
據 
本 
同
《 
》 
[ア
ハ
ヒ
土
ホ
] 
譬
渉
大
川 知攸濟  
原
作
同
､
拠
朝
本
白
本
尾
本
｢細
｣
改
､
｢正
辭
案 即罔字唐陸徳明論語釋文云罔本亦作  又顔真卿多寶塔銘網作    同例＊｣
494
19
７ 
   
､
丹
本
昌
本
作
辭
､
恐
非
浮
辞
[タ
日
]
／
浮
作
辞
恐
非
､
浮
495
19
８
公
臣
群
臣
､ 
本
作
群
公
臣
《
公
》
[タ
ア
ヒ
土
ホ
山
日
]
(公
の
下
)
／
左
傳
楚
霊
王
聞
羣
公
子
之
死
､
自
投
于
車
下
曰
人
之
愛
其
子
也
亦
如
予
乎
侍
者
曰
甚
焉
小
人
老
而
天
子
知
擠
于
溝
壑
矣
臣
不
聴
群
臣
之
賀
臣
水
本
朝
本
尾
本
｢細
山
｣
作
公
496
19
８
重
重
重
清
按
重
難
也
､
戦
国
策
臣
之
所
重
處
重
留
也
註
重
猶
難
也
､
前
漢
淮
南
王
傳
文
帝
重
自
功
責
之
註
如
淳
曰
重
難
也
[字
典
]
拠
此
當
訓
[ハ
ヾ
カ
ル
]
重
497
19
９
七 
七
廟
七 
曲
礼
七 
498
19
９ 
復
万
民
顧
復
万
民
顧
復
万
民
詩
蓼
莪
顧
復
万
民
499
19
９
三
槐
九
棘
三
槐
九
棘
三
槐
九
棘
周
礼
秋
官
朝
士
三
槐
九
棘
500
19
９
緝
熈
緝
熈
緝
熈
詩
文
王
緝
熈
一
一
八
501
19
９
庶
績
庶
績
庶
績
書
堯
典
庶
績
502
19
９
宗
宗
宗
崇
[旧
刻
日
イ
]
／
ホ
同
宗
｢告
於
宗
社
｣
｢宗
旧
刻
本
作
崇
｣
503
19
９   
､
廣
イ
本
丹
本
昌
本
作
壇
､
印
本
作  覃   覃
封  覃
､ 
本
原
作 
､
丹
本
昌
本
作
壇   覃
壇
[タ
日
]
／ 
[ア
]
／ 
[ハ
イ
土
ホ
ヒ
]   覃
夫
封  覃
午
齒   覃
尾
本
｢細
｣
作 
､
水
本
作
壇
､
朝
本
作 
､
｢山
岡
浚
明
云 
疆
略
字
｣
504
19
10
恒
恒
恒
､
原
作
垣
､
據
丹
本
朝
本
尾
本 
垣
《
恒
》
[タ
ア
ヒ
]
(｢恒
｣
下
)
恒
獻
瑞
不
恒
恒
原
作
垣
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
改
505
19
11
租
租
祖
《
租
》
[キ
ナ
]
(｢租
｣
下
)
租
各
免
其
租
租
原
作
祖
､
拠
諸
本
及
紀
畧
改
506
19
12
溽
溽
溽
縟
[ア
土
]
／
清
按
溽
博
雅
濕
也
､
郭
璞
江
賦
林
無
不
溽
､
作
縟
者
非
溽
507
19
13
總
總
 
 
508
19
13 
  
､
原
作
凍
､
據 
本 
凍
《 
》
[タ
ア
白
ヒ
ハ
土
ホ
山
日
]
(｢ 
｣
下
)  
簡 
行
者
練
原
作
凍
､
拠
水
本
朝
本
白
本
尾
本
｢細
山
｣
旧
校
改
509
19
13
―
(｢永
｣
下
)
永
､
此
下
或
當
補
世
字
―
(｢永
｣
下
)
永
､
此
下
恐 
永
字
―
(｢永
｣
下
)
―
(｢永
｣
下
)
永
不
絶
旧
校
永
下
有
永
字
510
19
14
七
七
､
上
文
七
月
丙
戌
條
及
廣
本
傍
書
印
一
本
作
[六
]
七
正
七
位
上
､
上
文
七
月
丙
戌
條
作
正
六
位
上
七
《
六
一
本
》
上
文
二
右
(｢六
一
本
｣
下
)
六
正
六
位
上
大
中
臣
朝
臣
六
原
作
七
､
拠
旧
校
及
上
文
七
月
丙
戌
条
改
511
19
14
主
主
主
､
一
作
王
､
恐
非
主
主
512
19
14
攝
津
國
住
吉
大  
攝
津
國
住
吉
大  
 
津
國
住
吉
大
神
社
住
吉
郡
[式
]
／ 
[旧
]
攝
津
國
住
吉
大
神
社
513
19
14
也
也
､
原
作
之
､
據
廣
本
傍
朱
書
印
一
本
改
之
之
､
一
本
作
也
之
《
也
一
本
》
也
賽
宿 
也
也
原
作
之
､
拠
内
本
旧
校
改
514
19
15
參
參
參 
[旧
]
參
515
19
15
七
月
七
月
七
月
､
原
作
七
日
､
據 本 
七
日
《
月
一 
》
[
タ
ア
ヒ
ハ
イ
ホ
日
]
(｢月
一
本
｣
下
)
七
月
先
是
七
月
月
原
作
日
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
改
516
19
15
埼
崎
山
崎
､
昌
本
作
山
埼
､
下
同
､
今
云
大
渡    
[日
]
／
今
大
渡
／
拾
芥
抄
大
橋
部
崎
一
一
九
517
20
１
埼
崎
(516項
参
照
)  
[日
] 
518
20
１
大
太
太
大
519
20
２
占
占
､
印
一
本
作
卜
占
占
占
占
部
業
基
占
内
本
旧
校
作
卜
､
｢正
辭
案
此 
從
作
卜
部
説
既
出
＊
｣
520
20
３
齋
齋
齋
齊
[旧
ハ
]
齋
521
20
４
修
修
修
脩
[旧
]
脩
522
20
４
禊
禊
禊  契
[旧
ハ
土
]
禊
523
20
５
勅
勅
､
據
廣
本
傍
書
印
一
本
及
紀
略
補
勅
勅
､
據
紀
畧
補
―
勅
[キ
]
―
賜
忠
良
親
王
帯
劔
賜
上
紀
畧
有
勅
字
524
20
６
山
科
山
陵
山
科
山
陵
山
科
山
陵
天
智
､
諸
陵
式
山
科
陵
525
20
７
倍
陪
陪
陪
526
20
７
前
田
原
山
陵
前
田
原
山
陵
前
田
原
山
陵
式
田
原
西
陵
前
田
原
山
陵
527
20
７
後
田
原
山
陵
後
田
原
山
陵
後
田
原
山
陵
式
田
原
東
陵
光
仁
後
田
原
山
陵
528
20
８
柏
原
山
陵
柏
原
山
陵
柏
原
山
陵
桓
武
柏
原
山
陵
529
20
９
楊
梅
山
陵
楊
梅
山
陵
楊
梅
山
陵
平
城
楊
梅
山
陵
530
20
９
嵯
峨
山
陵
嵯
峨
山
陵
嵯
峨
山
陵
太
皇
大
后
橘
氏
嵯
峨
山
陵
531
20
10
大
原
山
陵
大
原
山
陵
大
原
山
陵
､
淳
和
天
皇
乎
､
宜
攷
續
後
紀
淳
和
院
崩
御
之
條
大
原
山
陵
大
原
淳
和
天
皇
乎
､
続
後
紀
淳
和
天
皇
崩
之
條
云
､
御
骨
砕
粉
奉
散
大
原
野
西
山
嶺
上
大
原
山
陵
532
20
10
參
參
藤 
[旧
]
參
533
20
10
葛
葛
､
大
本
作
藤
葛
葛
､
一
作
藤
葛
葛
534
20
11
深
草
山
陵
深
草
山
陵
深
草
山
陵
仁
明
深
草
山
陵
535
20
11
嘉 
三
年
八
月
十
七
日
嘉 
三
年
八
月
十
七
日
嘉
祥
三
年
八
月
十
七
日
按
上
文
公
卿
抗
表
八
月
丙
辰
[十
一
日
]
甲
子
[十
九
日
]
也
嘉
祥
三
年
八
月
十
七
日
一
二
〇
536
20
13
[天
]
[天
]
[天
]､
據
丹
本
内
本
補
―
天
[タ
ナ
]
[天
]
状
[乎
]
進
出
[天
]
原
无
天
字
､
拠
水
本
内
本
旧
校
補
537
20
14
稻
荷 
稻
荷 
稲
荷
神
紀
伊
郡
[式
]
稲
荷
神
538
20
14
廣
田 
廣
田 
廣
田
神
武
庫
郡
[式
]
廣
田
神
539
20
14
大
和
大
國
魂 
大
和
大
國
魂 
大
和
大
國
魂
神
山
辺
郡
[式
]
大
和
大
國
魂
神
540
20
15
石
上 
石
上 
石
上
神
山
辺
郡
[式
]
石
上
神
541
20
15
大 
大
物
主 
大 
大
物
主 
大
神
大
物
主
神
城
上
郡
[式
]
大
神
大
物
主
神
542
20
15
葛
木
一
言
主 
葛
木
一
言
主 
葛
木
一
言
主
神
葛
上
郡
[式
]
葛
木
一
言
主
神
543
20
15
夜
岐
布
山
口 
夜
岐
布
山
口 
夜
岐
布
山
口
神
添
上
郡
[式
]
夜
岐
布
山
口
神
544
20
15
恩
智
大
御
食
津
彦
命
 
恩
智
大
御
食
津
彦
命
 
恩
智
大
御
食
津
彦
命
神
高
安
郡
[式
]
恩
智
大
御
食
津
彦
命
神
545
20
16
丹
比 
丹
比 
丹
比
神
丹
比
郡
[式
]
丹
比
神
546
20
16
阿
耶
賀 
耶
､
印
一
本
内
本
作
射
､
耶
邪
相
通
阿
耶
賀 
耶
､
内
本
作
射
､
按
耶
邪
通
字
阿
耶
賀
神
壹
志
郡
[式
]
／
射
[ナ
]
(｢耶
｣
横
)
／
按
干
禄
字
書
云
耶
邪
通
字
阿
耶
賀
神
阿
耶
賀
神
耶
内
本
旧
校
作
射
､
按
干
禄
字
書
547
20
16
熱
田 
熱
田 
熱
田
神
愛
智
郡
[式
]
熱
田
神
548
21
１
氣
比 
氣
比 
氣
比
神
敦
賀
郡
[式
]
氣
比
神
549
21
１
筑
前
國
宗
像 
筑
前
國
宗
像 
筑
前
國
宗
像
神
宗
像
郡
[式
]
筑
前
國
宗
像
神
550
21
１
竈
門 
竈
門 
竈
門
神
御
笠
郡
[式
]
竈
門
神
551
21
１
正
正
､
原
作
從
､
今
從
類
史
[一
四
]
正
正
四
位
上
､
正
原
作
從
､
據
類
史
一
四 
從
正
[ル
十
四
]
／
按
仁
明
紀
承
和
七
年
四
月
自
從
五
位
下
進
從
五
位
上
則
作
正
為
是
正
竈
門
神
正
五
位
上
正
原
作
從
､
拠
類
史
十
四
改
､
按
続
日
本
後
紀
､
承
和
七
年
四
月
､
此
神
自
従
五
位
下
進
従
五
位
上
､
則
作
正
為
是
一
二
一
552
21
１
高
良
玉
垂
命 
高
良
玉
垂
命 
高
良
王
《
玉
》
垂
命
神
三
井
郡
[式
]
／
[旧
刻
ハ
式
ヒ
ル
土
]
(｢玉
｣
下
)
高
良
玉
垂
命
神
高
良
玉
垂
神
玉
原
作
王
､
拠
諸
本
及
類
史
改
553
21
２
健
磐
龍
命
 
健
磐
龍
命
 
健
磐
龍
命
神
阿 
郡
[式
]
健
磐
龍
命
神
554
21
２
三
嶋 
三
嶋 
三
嶋
神
賀
茂
郡
[式
]
三
嶋
神
555
21
２
伊
豆
國
伊
古
奈
比 命 
伊
豆
國
伊
古
奈
比 命 
伊
古
､
原
作
右
一
字
､
據
 
本
類
史
一
四
及 
名
式
 
補
伊
豆
國
右
奈
比 
命
神
伊
古
[白
ル
十
四
式
タ
ア
ヒ
ハ
イ
土
ホ
日
]
(｢右
｣
横
)
／
十
四
丁
ウ
可
攷
(｢比
｣
横
)
／
式
伊
豆
国
賀
茂
郡
伊
古
奈
比 
神
社
､
阿
波
神
社
､
物
忌
奈
命
神
社
伊
豆
國
伊
古
奈
比 命
伊
古
奈
比 命
伊
古
奈
原
作
右
奈
､
拠
諸
本
及
類
史
又
下
文
十
一
月
甲
戌
条
等
改
､
按
神
名
式
云
､
伊
豆
国
賀
茂
郡
伊
古
奈
比 
神
社
556
21
２
阿
波
阿
波
､
下
文
作
安
房
阿
波
阿
波
､
下
文
作
安
房
阿
波
阿
波
557
21
２
乃
乃
､
下
文
无
乃
乃
､
下
文
旡
乃
乃
558
21
３
從
(１
字
目
)
從
從
､
據 
本
類
史
補
―
従
[ル
タ
ア
ヒ
土
ホ
]
從
物
忌
奈
乃
神
並
授
従
五
位
上
原
无
従
字
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
旧
校
類
史
補
559
21
３
伊
富
岐 
伊
冨
岐 
伊
冨
岐
神
坂
田
郡
[式
]
伊
冨
岐
神
560
21
３
伊
太
祁
曾
 
伊
太
祁
曾
 
伊
太
祁
曽
神
名
草
郡
[式
]
伊
太
祁
曽
神
561
21
３
癸
丑
以
伊
勢
國
多
度
 
列
於
官
 
癸
丑
､
此
條
已
見
九
月
甲
申
條
､
此
恐
衍
癸
丑
以
伊
勢
國
多
度
 
列
於
官
 
癸
丑
､
此
條
重
出
､
已
見
九
月
甲
申
條
癸
丑
以
伊
勢
國
多
度
神
列
於
官
 
按
九
月
甲
申
以
多
度
大
神
列
於
官
社
此
重
出
癸
丑
以
伊
勢
國
多
度
神
列
於
官
社
癸
丑
以
伊
勢
國
多
度
神
列
於
官
社
按
上
文
九
月
甲
申
條
云
､
以
多
度
大
神
列
於
官
社
､
此
重
出
562
21
４
己
未
(項
目
)
己
未
條
､
原
在
庚
申
條
次
､
據
廣
本
移
己
未
(項
目
)
己
未
､
當
移
庚
申
上
庚
申
(項
目
)
庚
申
己
未
當
易
置
庚
申
出
巳
未
[云
]々
此
条
原
有
庚
申
条
下
､
諸
本
皆
同
､
今
推
干
支
正
之
､
而
旧
校
云
､
今
推
干
支
己
未
､
當
移
庚
申
上
､
今
從
此
説
改
､
一
二
二【存
疑
】
巳
末
云
々
○
而
旧
校
○
而
ヲ
唯
ニ
改
ム
ヘ
シ
563
21
４
信
濃
國
御
名
方
富
命
名
､
據
廣
本
傍
書
及 
名
式
補
信
濃
國
御
名
方
富
命
名
､
據
一
本
補
信
濃
國
御
方
富
命
名
[神
階
記
]
(｢御
方
｣
間
)
／
式
諏
訪
郡
／
式
信
濃
国
諏
訪
郡
南
方
刀
美
神
社
信
濃
國
御
方
富
命
御
方
冨
命
神
神
階
記
､
御
下
有
名
字
､
神
名
式
､
信
濃
国
諏
訪
郡
､
南
方
刀
美
神
社
二
座
､
｢伴
信
友
比
古
婆
衣
六
云
､
類
聚
国
史
作
建
御
名
方
冨
命
神
而
今
検
仙
石
本
類
史
反
考
異
並
与
本
史
无
異
故
不
従
｣
564
21
５
健
御
名
方
富
命
健
御
名
方
富
命
建
《
健
一
本
》
御
名
方
冨
命
水
内
郡
健
御
名
方
冨
命
彦
神
別
神
社
建
御
名
方
冨
命
565
21
５
刀
刀
力
刀
[ル
十
四
ハ
イ
]
刀
前
八
坂
刀
賣
命
刀
原
作
力
､
拠
類
史
十
四
改
､
｢信
友
又
云
､
此
条
當
建
御
名
方
冨
命
神
､
八
坂
刀
賣
命
神
､
二
神
､
而
建
御
名
方
冨
命
前
七
字
､
属
下
文
八
坂
刀
賣
命
､
以
中
間
無
神
字
可
知
｣
566
21
５
言
上
言
上
､
原
作
上
言
､
據
紀
略 
上
言
上
言
､
紀
畧
作
言
上
上
言
言
上
[キ
]
上
言
出
羽
國
上
言
紀
畧
作
言
上
567
21
６
日
前
國
懸
大  
日
前
國
懸
大  
日
前
國
懸
大
神
社
式
名
草
郡
日
前
國
懸
大
神
社
568
21
７ 
 
祈 
[タ
ア
ハ
ヒ
ル
土
山
日
]   
申
賜
[比
支
]  
原
作
祈
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢山
｣
及
類
史
改
569
21
８
庭
廷
廷
廷
570
21
８
常
磐
[尓
]
常
磐
磐
堅
､
尾
本
内
本
塙
本
此
間
有
[爾
]
字
常
磐
尓
[ヒ
ナ
土
]
常
磐
[尓
]
常
盤
[尓
]
堅
盤
[尓
]
上
尓
字
原
无
､
拠
尾
本
内
本
｢細
山
｣
旧
校
補
､【
存
疑
】
常
盤
○
本
書
ニ
ハ
盤
ヲ
磐
ト
カ
ケ
リ
､
磐
ハ
正
字
､
盤
ハ
一
二
三 借字
ナ
リ
､
下
ナ
ル
モ
同
シ
571
21
９
―
(
｢
坐
伊
｣
間
)
坐
､
此
下
或
當
補
紀
伊
國
三
字
｢坐
｣
坐
､
衍
字
､
不
然
此
下
脱
文  
坐
於
坐
伊
太
祁
曽
神
社
旧
校
云
､
坐
字
衍
､
而
諸
本
共
有
､
今
暫
｢姑
｣
存
疑
､
旧
校
云
､
社
下
有
策
命
二
字
572
21
９
伊
太
祁
曽
  
伊
太
祁
曽
  
伊
太
祁
曽
神
社
式
紀
伊
国
名
草
郡
伊
太
祁
曽
神
社
573
21
９
策
命
策
命
､
據
上
下
文
例
補
―   
､
此
下
恐
脱
策
命
二
字
―
―
574
21
９ 
  
､ 
本
作 
祈 
[タ
ア
ル
ハ
ヒ
土
日
]   
申
賜
[比
之
尓
]  
原
作
祈
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
及
類
史
改
575
21
９
[乎
]
授
[乎
]
授
､
原
作
[尓
]
上
､
據
大
本
朝
本 
[乎
]
授
[乎
]
授
､
原
作
[爾
]
上
､
據
一
本
朝
本 
[尓
]
乎
[一
本
]
[乎
]
授
御
冠
[乎
]
授
奉
[利
]
乎
原
作
尓
拠
大
本
改
､
授
原
作
上
拠
大
本
朝
本
改
576
21
９
上
授
[
一
本
ア
]
／
奉
授
[ハ
イ
]
577
21
10
庭
廷
廷
廷
578
21
10
常
磐
[尓
]
[尓
]
據
印
一
本
補
常
磐
常
磐
､
此
下 
本
有
[爾
]
字
､
下
同
常
磐
尓
[ア
土
ホ
山
]
常
磐
[尓
]
常
盤
[尓
]
堅
盤
[尓
]
上
尓
字
原
作
无
､
拠
朝
本
旧
校
補
579
21
10
賜
賜
､
據
類
史
[一
四
]
補
賜
賜
､
據
朝
本
塙
本
昌
イ
本
類
史
一
四
補
―
賜
[ル
十
四
ア
土
日
イ
]
賜
護
幸
奉
賜
[倍
止
]
賜
字
原
无
､
拠
朝
本
｢旧
校
｣
及
類
史
補
580
21
11
中
中
､
原
作
大
､
據
下
文
十
一
月
壬
寅
條
及
印
一
本 
中
右
中
辨
､
中
原
作
大
､
據
一
本
及
下
文 
大
《
中
一
本
》
大
右
大
辨
兼
右
近
衛
中
将
右
大 
､
旧
校
作
右
中
辨
581
21
11
向
園 
向
園 
向
園
神
宮
内
省
坐
神
式
向
園
神
582
21
12
御
冠
[乎
]
[乎
]
原
作
[尓
]､
據
類
史
改
御
冠
[乎
]
冠
[
乎
]
､
[
乎
]
原
作
[爾
]
據
類
史 
御
冠
[尓
]
乎
[ル
]
御
冠
[乎
]
従
五
位
下
[乃
]
御
冠
[乎
]
乎
原
作
尓
､
拠
類
史
改
583
21
12 
[乎
]
[乎
]
據
類
史
補 
[乎
]
[乎
]
據
類
史
補 
乎
[ル
]
(｢ 
｣
下
) 
[乎
]
此
状
[乎
]
聞
食
[天
]
乎
字
原
无
､
拠
旧
校
及
類
史
補
584
21
12
庭
廷
廷
庭
[ル
日
]
廷
585
21
13
常
磐
[尓
]
常
磐
常
磐
尓
[ル
ヒ
ハ
イ
日
]
常
磐
[尓
]
常
盤
[尓
]
堅
盤
[尓
]
上
尓
字
原
无
､
拠
尾
本
旧
校
及
類
史
補
586
21
13
伊  
伊  
伊 
神
式
名
草
郡
伊 
神
587
21
13
志
摩 
志
摩 
志
摩
神
同
志
摩
神
一
二
四
588
21
13
靜
火 
靜
火 
靜
火
､
火
原
作
大
､
據
一
本
類
史
一
四
及 
名
式 
靜
大 
火
[一
本
ル
十
四
式
]
／
同
靜
火 
靜
火
神
火
原
作
大
､
拠
大
本
旧
校
及
類
史
神
名
式
改
589
21
13
並
  
､
類
史
旡
並
並
590
21
14
呪
呪
咒
咒
591
21
14
壹
岐
嶋
壹
岐
島
壹
岐
嶋
嶋
[旧
]
(｢岐
｣
横
)
／
式
石
田
郡
壹
岐
嶋
592
21
15
伊
豆
國
伊
豆
國
伊
豆
國
式
賀
茂
郡
[十
二
丁
ウ
]
伊
豆
國
593
22
１
摸
模
模
摸
[ホ
]
模
594
22
１
古
古
古
､
原
作
右
､
據 
本 
右
古
[タ
ア
ヒ
ハ
イ
土
ホ
日
]
古
正
五
位
下
古
麻
呂
古
原
作
右
､
拠
水
本
朝
本
尾
本
｢細
｣
改
､
説
既
｢已
｣
見
此
巻
上
文
､【
存
疑
】
古
麻
呂
○
説
已
見
上
文
○
此
五
字
削
ル
ヘ
シ
595
22
２
嵯
峨
大
上
嵯
峨
太
上
嵯
峨
太
上
嵯
峨
太
上
596
22
２
尾
張
少
目
尾
張
少
目
尾
張
少
目
､
按
尾
張
上
國
目
旡
大
小
別
尾
張
少
目
按
尾
張
上
国
目
无
大
小
別
尾
張
少
目
為
尾
張
少
目
山
崎
知
雄
云
､
按
尾
張
上
国
､
目
无
大
小
別
597
22
５
新 
人
新 
人
羅
人
､
原
作
罪
人
､
據 本 
新 《羅
》
人
[タ
ハ
ヒ
土
ホ
日
]
(｢羅
｣
下
)
新
羅
人
新
羅
人
沙
良
真
熊
羅
原
作
罪
､
拠
水
本
白
本
尾
本
内
本
｢細
｣
改
598
22
５
｢弘
仁
｣
弘
仁
､
二
字
衍
､
内
本
无
､
廣
本
抹
｢弘
仁
｣
弘
仁
､
二
字
衍
､
内
本
旡
弘
仁
ナ
シ
[ナ
]
弘
仁
八
年
正
月
叙
外
従
五
位
下
原
作
弘
仁
八
年
六
月
､
拠
内
本
旧
校
削
弘
仁
二
字
､
六
月
改
正
月
､
按
類
史
九
十
九
云
､
弘
仁
八
年
正
月
丁
卯
､
授
從
六
位
下
吉
田
宿
祢
書
主
外
従
五
位
下
､可
以
証
､【
存
疑
】
八
年
○
拠
内
本
云
々
○
此
十
五
字
當
作
今
拠
内
本
旧
校
改
七
字
599
22
６
正
月
正
月
､
原
作
六
月
､
據
類
史
[九
九
]
改
正
月
正
月
､
原
作
六
月
､
據
類
史
九
九
改
､
内
本
旡
六
月
ナ
シ
[ナ
]
／
清
按
六
月
当
作
正
月
類
史
九
十
九
云
､
正
月
一
二
五
弘
仁
八
年
正
月
丁
卯
授
従
六
位
下
吉
田
宿
祢
書
主
外
従
五
位
下
可
以
證
600
22
７
｢和
泉
｣
和
泉
､
二
字
衍
､
後
人
傍
注
誤
爲
本
文 
｢和
泉
｣
和
泉
､
二
字
衍
､
後
人
傍
注 
入 
爲
本
文
和
泉
二
字
衍
／
和
泉
二
字
後
人
傍
注 
入
､
終
為
本
文
―
｢是
時
罷
任
｣
｢是
時
下
原
有
和
泉
二
字
､
山
崎
知
雄
云
､
和
泉
二
字
後
人
傍
注 
入
終
為
本
文
､
此
説
□
□
然
姑
存
疑
､
尹
詮
云
属
文
法
不
適
從
此
説 
削
去
｣
(□
□
は
二
字
不
審
紙
に
よ
り
判
読
不
能
)【
存
疑
】
是
時
○
終
為
本
文
○
終
ハ
遂
ニ
改
ム
ヘ
シ
601
22
７
便
便
 
《
便
》
[タ
ヒ
ハ
イ
土
]
(｢使
｣
下
)
便
便
道
之
任
便
原
作
使
､
拠
諸
本
改
602
22
８
困
困
困
､
原
作
因
､
據 
本 
因
困
[タ
ア
ナ
土
ホ
日
]
困
因
身
病
困
困
原
作
因
､
拠
水
本
朝
本
内
本
｢細
旧
校
｣
改
603
22
８
興
世
興
世
興
世
続
後
紀
六
[十
一
右
]
興
世
604
22
８
信
濃
守
信
濃
守
信
濃
守
同
九
[三
右
]
信
濃
守
605
22
９
叙
正
五
位
下
叙
正
五
位
下
正
､
據
丹
本
塙
本
補
叙
五
位
下
正
[タ
土
]
／
叙
五
位
下
､
按
五
位
下
當
作
作
(マ
マ
)
正
五
位
上
続
後
紀
承
和
九
年
正
月
書
主
叙
正
五
位
上
叙
正
五
位
下
叙
正
五
位
上
正
字
原
无
､
拠
水
本
旧
校
補
､
上
原
作
下
､
按
続
後
紀
､
承
和
九
年
正
月
書
主
敘
正
五
位
上
拠
此
文
改
606
22
９
木
木
水
《
木
》
[タ
ヒ
土
]
(｢木
｣
下
)
木
木
工
頭
木
原
作
水
､
拠
諸
本
改
607
22
９
從
四
位
下
從
四
位
下
從
四
位
下
続
後
紀
十
七
[一
左
]
從
四
位
下
608
22
９
八
月
八
月
八
月
上
四
丁
左
八
月
609
22
10
潔
齋
潔
齋
､
原
作
齋
潔
､
據
紀
略
改
潔
齋
親
､
一
作 
､
潔
齋
原
作
齋
潔
､
據
紀
畧 
齋
潔
潔
齋
[キ
]
齋
潔
610
22
11
座
座
座
坐
一
二
六
611
22
12 
差
 
差
有
差
､
有
原
作
在
､
據 本類史九   
《
有
一
本
》
差
[タ
ア
ル
土
日
]
(｢有
一
本
｣
下
)  
差
賜
禄
有
差
有
原
作
在
､
拠
水
本
朝
本
及
類
史
九
改
612
22
12 
 
 
老
子 
613
22
12
黄
屋
黄
屋
黄
屋
黄
屋
賈
誼
陳
政
事
表
､
後
漢
仲
長
統
傳
論
､ 
華
放
 
重
華
也
､
謂
堯
舜
也
黄
屋
614
22
13
居
居
居
､
據 
本
類
史
一
七
一
補
―
居
[日
タ
ハ
イ
ル
百
七
一
土
ホ
]
居
黄
屋
尊
居
居
字
原
无
､
拠
水
本
｢細
｣
旧
校
及
類
史
百
七
十
一
補
615
22
13
躅
躅
､
原
作
燭
､
據
廣
本
印
一
本
及
類
史
[一
七
一
]
改
燭
燭
､
一
本
類
史
作
躅   虫
《
躅
一
本
》
[ル
]
(｢躅
一
本
｣
下
)
躅 
華
継
躅
躅
原
作  虫
､
拠
類
史
改
616
22
13
勤
勤
勤
勲
[ハ
イ
]
勤
617
22
13
垂
乗
乗
《
垂
》
[タ
ル
土
ホ
ア
]
(｢垂
｣
下
)
／ 
[日
]
垂
禹
履
垂
風
垂
原
作
乗
､
拠
水
本
朝
本
細
及
類
史
改
618
22
13 
獨
猶
《
獨
》
猶
｢猶
同
含
育
｣
｢猶
旧
刻
旧
校
作
獨
｣
619
22
14
蒸
庶
烝
度
  
庶
蒸
庶
620
22
14 
   
､
原
作
判
､
據
朝
本
白
イ
本
塙
本
類
史 
､
尾
本
作
刺
判  
[ヒ
]
／ 
[日
]
／
 
[ア
ル
ハ
イ
土
]     巻 
庶
以 思  
原
作
判
､
拠
朝
本
｢旧
校
｣
及
類
史
改
621
22
15
禽
禽
 
禽
[タ
ル
土
日
]
禽
空
被
梟
禽
之
害
禽
原
作 
､
拠
水
本
｢及
｣
類
史
改
622
22
15
難
艱
艱
､
昌
本
作
難
艱
難
艱
想
難
｢艱
｣
虞
而
益
恐
難
虞
原
作
艱
｢類
史
｣
虞
拠
旧
刻
本
改
｢作
難
｣､
｢尹
詮
按
宜
作
艱
｣
(山
澤
)
623
22
15
虞
虞
 
虞
[旧
刻
日
]
虞
624
22
16
拯
拯
拯
極
[旧
刻
ア
ハ
土
日
]
拯
何
懈
於
極
｢拯
｣
救
極
原
作
拯
､
拠
旧
刻
本
朝
本
白
本
改
｢作
極
｣
｢ 
案
作
拯
者
是
也
､
広
韻
云
救
也
助
也
｣
／
｢拯
救
与
上
文
死
傷
､
一
二
七 對断
然
不
可
作
極
(不
明
)｣
625
22
16 
並
並
並
626
22
16
狄
狄
､
原
作
牧
､
據
廣
本
印
一
本
及
類
史
改
狄
狄
､
原
作
牧
､
據
類
史 
牧
狄
[ル
]
狄
並
不
問
民
狄
狄
原
作
牧
､
拠
旧
校
及
類
史
改
､
｢
狄
亦
作
牧
者
似
是
(不
明
)｣
627
23
１  貮
 
  貮
《
貸
》
[ル
ハ
イ
]
(｢貸
｣
下
)
／  貮
[タ
ア
土
ホ
]  
開
倉
廩
貸
賑
貸
原
作  貮
､
拠
類
子
改
､
水
本
朝
本
｢細
｣
作  貮
､
盖
貸
譌  貮
､
又
譌  貮
也
､
賑
原
作
振
､
拠
紀
畧
改
､【
存
疑
】
開
倉
○
蓋
貸
云
々
○
此
八
字
亦
誤
ノ
二
字
ニ
改
ム
ヘ
シ
628
23
１
振
振
振
賑
[キ
]
賑
629
23
１
□
□
､
據
類
史
補
―
―
類
史
其
上
缺
一
字
□
□
(マ
マ
)
其
生
業
其
上
缺
字
､
拠
類
史
630
23
１
委
委
､
廣
本
傍
書
餒
委
委
､
恐
痿
委
委
恐
痿
委
｢
庶
俾
委
凍
者
(不
明
)｣
｢山
岡
浚
明
云
､
委 
字
譌
､
狩
谷
望
之
云
委
恐
痿
(不
明
)｣
631
23
１
挾  廣
挾  廣
､
原
作
挟
業
､
御
本
作
狹  廣
､
今
從
廣
本
淀
本
谷
一
本
及
類
史
挾  廣
挟  廣
宣
十
二
年
左
氏
挟  廣
632
23
２
廩 
廩
牢
廩 
廩 
､ 
牢
同
､
後
漢
西
 
傳
諸
将
多
盗
牢
稟
廩 
633
23
４
随
(２
字
目
)
隨
等
等
634
23
５
[止
]
[止
]
今
意
補
―
―
―
635
23
６ 
赭
緒
緒
636
23
６
參
參
參 
[旧
]
參
637
23
８
介
介
､
原
作
守
､
據
廣
イ
本
印
一
本
及
續
後
紀
嘉
祥
三
年
正
月
紀 
守
備
前
守
､
一
本
守
作
介
守
介
[甫
任
]
／
按
続
後
紀
廿
[四
オ
]
云
貞
守
兼
備
前
介
､
然
当
作
介
介
備
前
介
如
故
介
原
作
守
､
拠
内
本
旧
校
改
､
按
続
後
紀
､
嘉
祥
三
年
正
月
戊
辰
｢甲
午
｣
条
云
､
正
五
一
二
八
位
下
藤
原
朝
臣
貞
守
､
為
兼
備
前
介
､
然
｢据
此
｣
作
介
為
是
638
23
９
癸
卯
癸
卯
癸
卯
､
原
作
壬
卯
､
據 本 
壬
《
癸
》
[ア
タ
ヒ
ハ
土
ホ
]
(｢癸
｣
下
)
癸
卯
壬
｢癸
｣
卯
壬
｢癸
｣
原
作
癸
｢壬
｣､
拠
水
本
朝
本
白
本
｢細
｣
旧
校
改
､
｢尹
詮
云
即
壬
宜
作
癸
(山
澤
)｣
639
23
11
[美
]
(１
字
目
)
[見
]
[見
]､ 
本
作
[美
]
[見
]
美
[白
ハ
土
ホ
日
]
[美
]
恐
[美
]
恐
[美
毛
]
上
美
原
作
見
､
拠
白
本
｢細
｣
改
640
23
12
―
(
｢
十
二
月
｣
下
)
(傍
注
に
甲
辰
朔
と
あ
り
)
甲
辰
朔
―
甲
辰
朔
大
―
641
23
12
上
野
國
上
野
國
上
野
國
式
群
馬
郡
上
野
國
642
23
14
徒
徒
徒
從
[旧
]
徒
643
23
15
堤
津
嶋
女
 
堤
､
此
下
恐
當
據
廣
本
傍
書
印
一
本
内
本
補
根
字
､
 
名
式
有
河
内
國
茨
田
郡
堤
根  
津
島
部  
堤
根
津
嶋
女 
根
､
據
内
本
補
､ 
名
式
有
河
内
國
茨
田
郡
堤
根   津島部  
堤
津
嶋
女
神
根
[ナ
]
(｢堤
津
｣
間
)
／
式
有
河
内
国
茨
田
郡
堤
根
神
社
津
嶋
部
神
社
疑
是
堤
根
津
嶋
女
神
堤
根
津
嶋
女
神
根
字
原
无
､
拠
内
本
旧
校
補
､
按
神
名
式
｢有
｣
河
内
国
茨
田
郡
堤
根
神
社
疑
是
(注
)
｢文
徳
録
二
｣
｢文
徳
孜
本
存
続
｣
｢孜
異
｣
文
徳
録
二
加
茂
[一
オ
]
賀
[原
]
東
子
[一
ウ
]
女
王
[原
]
斯
臻
[七
ウ
]
文
徳
稿
本
存
疑
兼
此
字
末
画
ヲ
缺
ク
ヘ
シ
書
中
統
字
ヲ
ハ
缺
画
シ
タ
リ
率
旧
刻
本
ニ
ハ
皆  
ニ
作
レ
リ
､
コ
ハ
俗
字
ナ
レ
ト
此
方
ノ
古
書
ニ
ハ
多
ク
此
體
ヲ
用
ヰ
タ
リ
､
但
シ
字
典
ニ
ハ
コ
レ
ヲ
古
文
ナ
リ
ト
イ
ヘ
レ
ト
誤
也
､
今
ハ
元
寛
カ
改
正
ニ
从
ヒ
タ
ル
ニ
ヤ
一
二
九
豎
旧
刻
ニ
ハ
皆
竪
ノ
字
ヲ
用
ヰ
タ
リ
俗
体
ナ
リ
､
コ
レ
モ
元
寛
ニ
从
ヒ
タ
ル
ニ
ヤ
重  甫
[二
右
]
補
ト
カ
ク
ヘ
シ
嶬
峨
[四
左
]
嵯
ト
改
ム
ヘ
シ
攷
異
按
攷
[一
右
]
イ
ツ
レ
カ
一
字
ニ
テ
ヨ
ロ
シ
當
拠
其
改
正
[同
上
]
此
五
字
削
ル
ヘ
ク
オ
ホ
ユ
仍
不
輕
改
故
ニ
ト
ア
ル
ヘ
シ
今
不
輕
改
此
四
字
ナ
ク
ト
モ
ヨ
シ
匠
原
作
造
[三
右
]
旧
板
ニ
ハ
近
ト
ア
リ 
ノ
字
譌
ナ
リ
､ 
ハ
匠
ノ
俗
体
ナ
リ
与
本
文
同
[三
左
]
与
舊
同
ト
イ
フ
ヘ
シ
前
後
紀
文
例
補
[五
右
]
前
後
紀
文
ノ
四
字
削
ル
ヘ
ク
オ
ホ
ユ
､
以
下
皆
同
一
三
〇
